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プロローグ






　わずかに香る潮風の中、俺おれはできたばかりの村の中を歩いていた。

　村のほとんどは畑と果樹園で、遠くに放牧された羊や水牛たちが草を食はんでいるのが見える。村を縦断する白い石畳の道が、分不相応なほど立派だ。

「カイ殿！　先日植えた麦が芽を出しましたぞ！　こいつが実ったら粉にしてパンを焼きましょう。私、こう見えても実家はパン屋だったんです」

　村人の一人が、通りすがりの麦畑から声を掛けてきた。麦畑はつい先日みんなで作ったばかりで、芽が上う手まく成長するかはわからないが、大きな進歩だ。島から採れる作物だけで自活するのが、目下の目標なのだから。

　俺は楽しみにしていますと笑顔を返し先を急いだ。今日は屋敷が完成したパーティーを開くのだと言われていたのだが、つい魚釣りに夢中になって遅れてしまったのだ。

「あ、マイロード！　そんなに急いでどっか行くんですか？」

「オサ！」「オッサー！」「オサオサ！」

　レンと戦士君たちに声を掛けられた。ちょうど村人さんの家を作っている最中だったようで、頭ず巾きんを被かぶった二頭身のコビト──戦士君たちが自分の身体からだよりも大きな石材や木材を運んでいる。その姿は、なかなかシュールだ。彼らはコロコロと小ちっさいがとても力持ちで、人間がやるよりもどんな作業も効率的にこなしてくれる。

　レンは和服を着た狐きつねッ娘こで、そんな戦士君たちに指示出しをしていたようだ。

「レン、今日はパーティーがあるって言ってあったろ。御ご馳ち走そうも用意してくれてるってさ」

「御馳走！　あ、でもその前にマイロードの能力で、石材を出しておいて貰もらえませんか？」

「もう足りなくなったのか？　すごいペースだな。ちょっと待ってろ」

　俺おれは開拓村から建材用の石材を取り出して、建築予定地に積み上げた。ついこないだ出したばかりのはずだが、彼らの建築能力の高さを侮っていたのかもしれない。

「山盛りですね！　これだけあれば、あと二棟は建てられます！」

「頼りにしてるよ。でも、残りは明日にして、パーティー行くぞ」

「はーい！」「オサオサ！」

　レンと戦士君たちの作業を中断させ、丘の上にある巨大樹へ向け、連れだって歩く。

　こうして改めて村を見ると、畑に果樹園、放牧された家畜たち、いくつかの簡素な家、作りかけの井戸──と、みんなが来てからの三ヶ月でずいぶんと村らしくなった。元々が元々だけに、考えられないほどの進歩だと言えるだろう。

　しかし、俺の目標はここを国にする事なのだ。今はまだ総人口十四名の隠れ里だが。

「あっ、お兄ちゃん！　呼びに行こうと思ってたんだよ。もう準備できるからって」

　人形を二つ抱いた赤毛の少女カエデが坂を駆け降りてきた。彼女も島に人が増えて明るく元気になった。島に連れられてきた頃は、どこか塞ふさぎ込みがちで心配だったものだが。

　途中で他の村人さんたちとも合流し、巨大樹の近くに新しく建てた俺の屋敷へと向かう。屋敷は、石を積み上げて造った堅けん牢ろうな二階建てで、村の仲間であるユーリは屋敷ではなく城なのだと言い張ったものだが、さすがにこの規模で城は無理があるように思う。

「カイくん、遅かったじゃないか。主役なんだから、一番に来てくれないと」

「すみませんサラさん。今日はけっこう釣れたもので」

　エプロン姿で会場の準備をしていたサラにカゴを渡す。サラは切れ長の目をした妙齢の美女で、島に来てからはエプロン姿で料理を担当していることが多い。

「おお、これは大漁だな。さっそく炊事場で捌さばいてこよう」

「マスタ、マスタ！」

　サラがウキウキと魚を持って行くのと入れ違いに、アビスが駆け寄ってきた。

　アビスはいつもの黒いワンピース姿で、さらさらの銀髪と頭に生えた角つのが可愛かわいらしい。さらに、今日はなんと彼女までエプロンを着けている。まさか──

「これ……教えてもらって作ったの。食べて？」

「おおおおお、アビスが料理を！　食べる食べる！」

　アビスが持ってきたのはオムレツだった。木製の皿に乗ったそれは、形はいびつだが、黄金色に輝き美お味いしそうだ。箸はしで一口分に切ると、具のないプレーンオムレツだった。中身は半生でトロトロに仕上がっている。

　躊ちゆう躇ちよ無く口に放ほうり込むと、バターの良い香りと共に口いっぱいに卵と砂糖の甘みが広がった。優しい味だ。アビスは甘いものが好きだから、砂糖をたくさん使ったのだろう。

「……ど、どう？　おいしい？」

「驚いた。初めてとは思えないよ、すげえ美う味まい」

「やたっ」

　アビスが胸の前で拳こぶしを握りピョンと跳ね喜びを表した。

　そして俺おれは今、猛烈に感動している。アビスがこんなに上手に料理を作ったというのも、驚きだが、この島でこんなにおいしいオムレツが食べられるようになるとは。

　オムレツには多くの材料がいる。卵もそうだしバターや砂糖、牛乳もなければ美味しくはできない。フライパンだって必要だ。だが、それら全部この島にはなかったものなのだ。

　アビスは俺がオムレツを食べたのをみて満足したのか、カエデにも食べさせるのだと走って行った。砂糖はもう残り少ないはずだし、近いうちに買いに出たほうが良さそうだ。

（それにしても、本当に立派な屋敷ができた）

　完成したばかりの屋敷を眺める。開拓村の力を存分に使ったとはいえ、石造りのどこに出しても恥ずかしくない家だ。二階建てで居間には暖炉まである。木材も贅ぜい沢たくに使い、部屋数は八。現段階では余裕で国民全員が寝泊まりできるような大きさだ。

「ついにできましたね。私たちの王城が」

　いつのまにか隣に来ていたユーリが感慨深そうに呟つぶやく。

「そうだな。王城はさすがに大げさだけど」

「規模の問題ではありませんわ。これが城だと思うことが大事なのです。城があり、ここが国である……そう思えばこそ、みな頑張れるものなのですわ」

「そういうもんかな」

　本物のお姫様だったユーリが言うのなら、そうなのだろう。

「さあ、そろそろ準備もできたでしょうから、パーティーを始めましょう。カイ様は一番良いい席に。私たちの王なのですから」

　ユーリはそう言って微笑ほほえみ、俺の手を取った。

　王ってガラかよとも思うが、この国はまだまだ俺の能力頼みだ。俺なしでは冬を越せるかどうかすら危うい。まともな家が建ち、まともな料理が作れるようになったのすら、ほんの最近のことなのだ。

　そう、この島はほんの三ヶ月前までは小屋一つしかない未開の島だった。

　それがどうして、そんな場所に国を作ることになったのか。

　すべての始まりは前世まで遡さかのぼることになる──








第一章






　さて、俺おれこと『カイ・ハスクバーナ』は元日本人の転生者だ。

　転生者と言い切るからには当然、前世の記憶がある。

　元の名前は……今更どうでもいいだろう。日本生まれ日本育ちの生粋なる日本人だった。

　ただ、生まれつき病弱で二十歳まで生きられなかった。

　友達もほとんどおらず、家でも病院でもゲームばかりをやって過ごした。

　ゲームは好きだった。特に箱庭ゲームと言われるような、街や村を作っていく育成シミュレーションはかなりやりこんだほうだろう。コツコツと街を成長させていき、最後には理想の街が完成する。狭い病室でベッドに横たわりながら、その理想の街で暮らす夢想をよくしたものだ。俺は時に町長で、時に農家で、時に入植者で、時に冒険者だった。

　余命を宣告されてからは、現実を忘れるため余計にのめりこんだ。もう病気に打ち勝とうという気持ちはなかったし、ゲーム以外にやりたいことなどなかった。

　そんな人間だったから両親には迷惑をかけた。否いや、迷惑しかなかった。ただ死ぬ為ために産まれたような人生だった。

　最後の記憶は…………死の間際。どこかホッとした表情の両親。

　別に、誰だれが悪いということじゃない。前世はそういう人生だったというだけだ。

　──だが、ハッキリ言って悔いの残る、残りまくった人生だった。

　だからこそ、もし二度目の人生があるのならば、悔いの残らない生き方をしようと、眠りにつく時に誓った。今こん生じようの分まで、幸せを手に入れてやろう、と。




　そんな俺の、この世界での最初の記憶は凍えるような寒さだった。

　俺は孤児で、妹と共に道ばたに捨てられていた。それを拾い助けてくれたのが、俺たちの父親となる人物で、彼は神官だった。俺の名前であるカイも、妹の名前であるルキアも親父おやじが名付けた。どちらも有名な聖人の名前だという。

　俺といっしょに拾われたルキアは本当の兄妹きようだいではなく、偶然いっしょに捨てられていたにすぎない。これは親父も知らないことだ。もちろん、俺のような転生者でもなかった。

　とにかく、夢に描いていた第二の人生。それも健康な身体からだでの転生だ。

　俺はこの世界での人生を、精一杯に生き満喫することに決めた。

　拾われて最初の一年は、まず言葉を覚えることを第一目標とした。言葉がわからなければ、この世界のことも何もわからない。

　父親となった神官の書斎にコッソリと入っては、手当たり次第に本を読みあさり（最初は当然なにも読めなかったが）、メモをとったりしながら言葉を覚えていった。必死の学習により、たった一年でほぼ完かん璧ぺきに言葉を習得することができた。

　言葉を覚えてからは、時々は親父おやじに連れられて街を歩き異文化に触れた。

　そうして確信した。この世界は「異世界」であると。

　日の長さは同じだが、星の配置がまったく違うし、衛星──この星の月は三つもある。

　俺おれが住む街は、ラベルダ王国というそこそこ大きな国の中堅都市で、文明の程度はそれほど高くないが意外と生活はしやすかった。電気もガスもないのだが、案外それでも暮らしに支障が出ることはない。

　食べ物は美お味いしいし、気候も比較的安定している為ためか木とレンガと土でできた家でも存外住みやすい。街の人々は基本的に温厚で、教育の度合いもそれなりに高い。魔物も存在するようだが、街の近くにはほとんどいなかった。

　だが、そこまでなら「異世界」というよりは、「地球以外の惑星」でしかない。

　一番の異世界的な要素。なんと驚くべきことに、この世界には魔法があったのだ！

　この世界の大気中には、魔力と呼ばれる不思議なものが漂っており、それを力として扱える存在を魔法使いと呼んでいるのである。

　それを知った俺は、狂喜乱舞して魔法の特訓を試みたものだが、残念ながら俺と妹であるルキアには魔力を扱う才能がなかった。あまりの絶望に年とし甲が斐いもなく（精神年齢二十歳）泣いて、二歳の妹にいい子いい子と慰められる始末。

　正直凄すごくがっかりしたが、ダメなものはダメ。なんでも魔力感応能力は先天性のもので、それがない人間には絶対に使えないのだそうだ。

　このままでは俺の新しい人生は地味なものになってしまう……。

　そんなことを考えていたのだが、しばらくして左胸のあたりに不思議なアザができた。

　この世界で魔法と対をなす神の奇跡。「聖印」の発現である。

　──それは、拾われてから二年目の夏の日のことだった。

　その日、俺がいつものように妹を風呂に入れていると、妹の左胸に大きめのアザのようなものが出来ていた。それは書きかけの絵のように、歪いびつな形でよく目立った。

　本からこの世界の知識を仕入れていた俺は、それが聖印だとすぐに気がついた。

　聖印とは、この世界にいるとされる十三の神々の誰だれかが、その個人に『祝福』を授けたという証あかしとなるものだ。祝福された個人は、神から特殊な能力を授けられ行使することができるようになる。その能力は極めて限定的で汎はん用よう性せいは低いものの、魔法にはできないような奇跡を起こすことが可能。神の種類によって発現する能力も違い一様ではない。

　例えば、代表的な神である「癒やしの神」の祝福を授かったなら、能力によるケガの治療が可能であったりする。それは破壊に特化した「魔法」では到底なしえない奇跡だ。そんな神々の祝福の印が、妹に発現したのだ。興奮しないはずがない。

　妹に顕あらわれたソレが聖印の兆候だとすぐに気付いた俺は、裸のままで親父を呼びにいった。そして、その時に指摘されて、自分にも同じ「おしるし」が出ていることを知ったのだった。聖印を発現する確率は百人に一人程度のもので、しかも完全にランダム。血筋も性別も関係なく、無作為に選ばれる。兄妹きようだいで共に聖印が発現するなんて確率的にはほとんどありえない事で、その日、俺おれと妹と親父おやじの家族三人でささやかなパーティーをして祝った。

　親父の奥さんは俺たちを引き取る前に病気で早世。親父は再婚もせずに、俺たちを拾って一人で面倒を見てくれている。そんな親父が奇跡だ！と叫び、俺たち二人を抱きしめ、本当に嬉うれしそうにしているのを見て、「聖印」を授かることができて本当に良かったと、俺はまだ見ぬ神に感謝した。

　聖印を持った子どもは十二歳の時に、神殿にて祝福の儀式を受ける。そして、儀式を終えた者は神官見習いとして、主神ファーレーを祭るファーレー教の神殿で働くことができるのだ。神官は給料が良い。俺と妹が二人とも神官になれば、親父にお返しができる。

　なにより、俺たちを救ってくれた親父も「祝福者」でファーレー教の神官だ。これはとびきりの親孝行になると思えた。

　そうでなくても、俺には親父に命を救ってもらった義理がある。

　あのお人ひと好よしは、そんなこと気にもしていないかもしれないが、俺と妹は拾ってもらえなければ、あのまま死んでいただろう。

　俺にとって、初めての親孝行だ。

　……なにせ、前世は親不孝のまま終わってしまったからな。





　　　　◇◆◆◆◇






　それから七年経たった。

　俺も妹もようやく十歳。あと二年すれば祝福の儀式を受けて、晴れて神官見習いとして働くことができるというところまできた。

「だがあと二年もあるのか……」

　俺はひとりきりの部屋で呟つぶやいた。

　妹は学校へ行っていて不在。親父はいつも通り仕事。そして俺は、学校へ行かず自学自習の道へ進んでいた。学校で習う内容が人生二周目の俺には簡単すぎるので辞退したのだ。

　地球の知識チートで生活を良くするなんてことも考えたが、この世界はニワカ知識でどうにかなるほど文明のない世界でもない。魔法と神様チートである祝福がダブルで存在しているから、むしろ一部は地球より発展しているくらいだ。例えば「癒やしの神」の祝福者は、現代医療でも為なしえていない『体部位欠損』さえも復元可能だったりするのだ。

　それでも、知識チートの練習にと、井戸にポンプでも取り付けてやろうかと考えたりもしたが、鋳造で手押しポンプを作るような金があるわけもなく、頓とん挫ざした。

　もちろん、この七年間なにもしなかったわけでもない。むしろとても充実していた。なんといっても、この健康な体だ。ただ野山を駆け巡るだけでも幸せを感じられた。妹であるルキアも可愛かわいかったし、小さな妹に勉強を教えるのは楽しかった。

　だが、充実はしているものの単調な生活に、さすがに少し焦じれてきたのは否めない。

「儀式まで二年……」

　せっかくの異世界なのに、このままでいいのか。正直に言えば、もっと異世界ならではということをしてみたかった。

　なんとなく左胸を見る。そこには聖印を隠すための聖布が貼はられている。聖印は祝福を与える神の種類によってその形状が違うのだが、聖布でそれを隠すことになっているのだ。

　この布は二年後の儀式の際に神官が剝はがしてくれるらしいのだが、実はこれには「目隠し」以上の意味はない。

　つまり、聖布が貼ってあるから祝福自体が得られなくなる……というわけではないのだ。

「……やってみるかな」

　俺おれは立ち上がり、机の引き出しから一枚の紙を取り出した。

「理論上は可能なはずだ。そもそも俺って正確な年齢もよくわからないし、案外うまくいくかもしれない」

　古ぼけてしわくちゃの紙には、この世界の神の名前が日本語で記されている。




　──あれは拾われて一年経たった春の頃だっただろうか。

　文字通り「体は子ども心は大人」な俺は、この世界の知識を得る為ために家にある本を毎日見つからないように読みあさっていた。そんなある日、父親の書棚である程度以上高位の神官しか見てはならない「神の名と聖印が図で記された本」を見つけ、その時にほとんどの神の名を日本語でメモしておいたのである。

　ただ、片手落ちなことに神の名前しかメモしていなかった。当時は勉強目的で、まさか自分が「祝福者」になると思っていなかったから詳細なメモを取らなかったのだが、まさか今になって使うことになるとは。

　神の名が記された本は、俺の異常な精神的成長の早さに気付いた親父おやじが書斎に鍵かぎをつけてしまったので、今はもう見ることができない。

「だが、名前だけわかってればなんとかなる」

　俺は日本語で書かれたメモから、一人ずつ神の名を呼びかけてみることにした。

　聖印さえ浮き出ていれば、あとは神の名を呼ぶだけで祝福を授かることができるはずだ。

　名前がわかる神は──

　サルース、ルークス、メディナ、ミスラ、ライン、レピオス、モールト、イデア、ルサーリィ、リスミー。この十神だ。

　主神ファーレーの祝福は存在せず十三神には入らないので、三神足りない。本に載せられないほど機密性が高い神なのか、それとも単に名前がわかっていないのか。全員はわからなくても、これだけあればどれかに当たりそうなものだが……。

　こうなったら出たとこ勝負。後は有用な能力を持った祝福を得られることを願うだけだ。

　十三神の内、その能力も含めて広く一般に知られているのは『光の神ルークス』『真実の神イデア』、あとは『癒やしの神メディナ』の三神だ。そして、この三神は神殿にとって最もメジャーな神であり人気も高い。ただしルークスの能力は、祝福者自身が発光したり、光る球を出すというちょい地味なものだったりする。そして、うちの親父おやじがそれの祝福者なのだ。前世の知識がなければ凄すごいと素直に感じられるのかもしれないが、癒やしの神の能力なんかと比べるとやっぱりどうしても見劣りしてしまう。

　残りの十神の「能力」については神殿により堅く秘匿され、謎なぞなままだ。

「とにかく試してみよう。いまさらジタバタしたって、もう何の神かは決まってるんだ」

　答えは胸の聖印が知っている。

　俺おれは一人でセルフ祝福の儀を開始した。儀式とはいっても名前を呼ぶだけなのだが。




　────そして、十五分後。

「……ダメだ。なんの反応もない……セルフ儀式は失敗かぁ」

　メモしておいたすべての神の名前を試してみたが、なんの反応もなかった。

　聖印に手を置いて叫んでみたり、祈りを捧ささげてみたりと試したが、やはりなにも起こらなかった。

　神の名前を知ってるだけではダメなのか？

　きちんとした祝福の儀式に意味があるのかも？

　それともメモしてない残りの三神のどれかの祝福……ということなのだろうか。

「やっぱり素直に二年待つしかないのか……」

　とはいうが二年は長い。もうさっさと祝福を得てスキルの練習に時間を使いたいのだ。魔法もダメだったし、異世界ならではのことに時間を使いたい。ジョギングや筋トレも欠かさず行ってはいるが、いつまでもそれだけでは時間がもったいなく感じてしまう。

　諦あきらめきれなかった俺は、妹であるルキアにも神の名を呼ばせてみることにした。

　聖布が貼はられる前、まだ形がハッキリしていない頃にルキアの聖印を見たが、俺のものとは違う形だった記憶がある。

　ルキアが名前のわかる十神の祝福を得ているなら、儀式が成功するかもしれない。

「でも、パパが神さまの名前は儀式までは呼んじゃダメって言ってたよ？」

「そうなんだけど、ルーも自分がなんの神様から祝福されたのか知りたいだろ？」

「うん、知りたい！　でも、ルーちゃん神様の名前知らないし、ルークスは違ったみたいだから」

　ルキアは光の神「ルークス」の祝福者になりたがっていたから、こっそり名前を呼んでみたのだろう。そもそも名前を呼べばいいだけなどという単純なシステムなのが悪い。うっかり儀式前に祝福を授かる事など日常茶飯事なのだ。もちろん名前が知れ渡っている神に限っての話ではあるが。

「じゃあ、兄ちゃんが知ってる神様だけ、試してみよう」

「うん！　ルーちゃん神様呼んでみたい！」

　勉強はできるのに、無邪気な性格の妹はうんと元気にうなずいた。

　そして、一つずつ神の名前を呼ばせていき、三つめの神がヒットして、結果は大成功。

　ルキアは真実の神『イデア』の祝福者だった。

　ルキアがイデアと名前を呼ぶと、左胸に浮かび上がった聖印が一瞬輝き、頭に直接「神様の声」が聞こえてきたのだという。

「わ、わー？　あんまり変わった感じしないけど、これでルーちゃん祝福者になったの？」

「たぶんね。スキルは使えそう？」

　祝福者はその神に与えられた「固有の能力」を使えるようになる。

　真実の神『イデア』の祝福者は、真実を見抜く能力を得るのだという。

　ちょっと怖い感じがする能力だが、噓うそに引っかからないというのは、ちょっと抜けたところがある妹には良い能力であるのかもしれない。少なくとも悪い男に引っかかることはなくなるに違いない。

「お兄ちゃんに使えばいいの？」

「え？　ああ……そうだな」

　ルキアの祝福が成功したということは、やり方が違っていたわけではないということ。

　イデアの能力ならば、俺おれの神の名前も見通せるのかもしれない。

「兄ちゃんの神さま、名前わかんないからさ、それがわかると助かる」

「うまくできるかわかんないけど、やってみるね！」

　ルキアが握りこぶしを作って胸を張った。

　能力の使い方は、神の声が聞こえた時に、なんとなくわかったのだという。

　不思議なことだが、そもそも祝福自体が不思議なものなのだ。というか、神様っていったいなんなんだろうと考えてしまうこと自体が、元地球人独特の思考なのだろう。

　ルキアが俺の手を握り瞳ひとみを閉じる。これが彼女のスキルの使い方らしい。

「じゃ、じゃあ、いくよ～。『真実の瞳』！」

　ルキアの左胸が淡く光る。スキル使用時は聖印がボウッとわずかに輝くのだ。

　スキルを使う時にスキル名を言わなきゃならないってのは、なんかちょっと恥ずかしいな。いや、これも元地球人的な発想か。

「お、おお～……！　見えます、見えます！　お兄ちゃんを祝福する神サマの名前は……『アラミラ』です！」

　やっぱり聞いたことがない神だ。本にも載らないとは、それほど機密性が高い神なのか、それともただ単に忘れられたマイナー神なのかは現時点ではわからないが、とにかくこれで祝福を授かることができる。

「どう？　ルーちゃん超有能？」

　妹が、目を開けてドヤ顔を作って言う。

「うんうん。ルーは本当に立派だね」

「えへへ～♪」

　頭を撫なでてやると、妹はネコみたいに嬉うれしそうに目を細めた。

　ルキアは俺おれのことを本当の兄だと信じており、こうして慕ってくれる。

　それにしても、真実の神か──そうだ。

「な、なあルキア？　そのイデアの能力ってどこまでわかるんだ、見た人のこと」

「うーん、それがね。お兄ちゃんのこと、よくわかんなかったの。神様の名前はわかったけど、あとはグチャグチャでよく見えなかったんだ。まだ慣れてないからなのかなぁ？」

「そっ、そうか。練習が必要なのかもな」

　あぶない。場合によっては俺の正体や親父おやじが養父であることまでバレてしまうかと危き惧ぐしたが、妹の様子から見て噓うそをついている感じはしない。

　俺が転生者だから見えなかったという可能性も考えたが、神の能力のことは良くわからない。いずれにせよ、いつかは知らなきゃならない時が来るのだろうし、その時までは身内相手にはスキルを使わせないようにさせれば問題ないだろう。

　さて、では俺も儀式を試してみるとしよう。

　アラミラなんていう、本にも出ていないマイナーな神の能力じゃあ、あんまり期待はできないだろうが、すべては使い方次第。元々、転生者ってだけでもアドバンテージは大きいのだ。どんな能力であろうと、俺がこの世界で生きる大きな力になるはずなのだ。




　そして俺は、自らの神の名を呼びアラミラの祝福者となった。

　この時、俺とルキアは十歳。本来儀式を受ける年齢よりも二年も早い。

　バレたらヤバいので、この事は二人だけの秘密とした。





　　　　◇◆◆◆◇






『てのひら開拓村』

　それが俺の能力名だった。

　俺おれは『アラミラ』の名を呼び祝福を得た。どこからともなく荘厳なる女の声が脳内に響き渡り、スキルの名前が魂に刻み込まれ、同時に、それがどういう能力なのかを知った。

　自分だけの村を一から開拓して育てる……などという、やはり聞いたこともない能力。転生者であることが変な風に作用したのか、あるいは、アラミラは異世界転生者専用の神で超絶マイナーなんて可能性もある。

　そんな益体もないことを考えつつ、部屋で一人、俺はそのスキルを発動した。

「よし……やるか！　てのひら開拓村！」

　その名を告げて、一瞬──文字通り、一ひと瞬またたきの間の出来事。

　目の前の風景が、見慣れた子ども部屋ではなく、全く別の世界へと変へん貌ぼうしていた。

　空には太陽。雲一つ無い空。どこまでも続く草原。

　少し離れたところに簡素な柵さくが見えているが、それ以外は見渡す限りなにもない。地平線の彼方かなたまで、本当になんにもない世界に俺はいた。

　文字通り、ここが「俺の（手のひらの）中にある開拓村」なのである。この広大な土地を自由に開拓できるというのだ。

（これが個人の持つ能力だってのか……？　ファンタジーすぎんだろ……）

　日差しの暖かさも、ほのかに香る草の香りも、「本物」としか言い様がないリアリティ。

　光の神ルークスの祝福者である親父おやじに、今よりずっと小さい頃にそのスキルを見せてもらったことがあるが、それは手のひらに光る玉を生み出す能力と、体を電飾人間みたいに光らせる能力だった。

　俺はそれを見て「実に地味だな……」と感じてしまい、あまり憧あこがれなかったものだが、それは現代日本人にとって「光」というものがありふれたもの過ぎたからであって、この世界的にはものすごいありがたい能力だったりしたわけだが──

　それと比べると、俺の能力は……なにができるのかはわからないが、とりあえず規模だけは凄すごい。人生二度目の俺からしても奇跡としか形容できない異能だ。

（しかし、本当になんもないな……ん？）

　なにもないと思いつつ周りを見渡したら、自分のすぐ後ろに立て札が立っていた。

　それは、プラスティック製みたいな色いろ艶つやで、ちょっとそこだけリアリティが薄く──

「３ＤＣＧなのかこれ？」

　なにげなく触れようとすると、手がすり抜けた。ＳＦ映画で見るホログラム映像のように、触ることができない仕様らしく、ここだけやけにゲーム的だ。

「なになに──？」

　立て札に書かれた文字を読む。


　──────────────────────



　☆☆☆　てのひら開拓村へようこそ！　☆☆☆

　このまっさらな土地をどのようにコーディネイトしていくかはあなた次第！

　思いつくまま、手当たり次第なんでもやってみよう！




　現在のレベルは　０　です。

　村には名前がありません。開拓度は『荒れ地』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　「初めての収穫」を達成


　──────────────────────



　と日本語で書かれてあった。

「マジかよ。完全にゲームだこれ……」

　前世では、こういう村やら町を作る箱庭ゲームはかなり好きでやったものだけど、まさにそういう感じだ。

「というより、そのものか？」

　この土地……『てのひら開拓村』は、開拓していけば村としてだんだん発展していくらしい。レベル０って──１からスタートじゃないのかよ！という思いもあるが、まだ村どころか、全くの未開拓の荒れ地だからなのだろう。

　とにかく条件を満たしていけばレベルが上がっていくはずだ。

　村を作るなんておかしな能力だが、最低限のルールは（それこそゲームの説明書ぐらいの内容だけ）、いつのまにか頭に入っている。妹も能力を使う時に「なぜかわかる」と言っていたから、神の恩寵スキルとはそういうものなのだろう。

　自分だけの開拓村ということは、自分の好きなように発展させられるということ。開拓村は俺おれがしたこと、持ち込んだものが影響を及ぼし合って発展していくらしい。

　どこまで発展させられるのかは不明だが、できることからやっていこう。

「……とはいえ、どこから手をつければいいんだか」

　これが転生者でなく、ただの十歳の小僧だったらお手上げになるのではないだろうか。いや、俺だって前世での知識がちょっとあるに過ぎず、実際に村を開拓した経験があるわけじゃない。なんたって、ただの学生（病弱）だったのだから。

（だが、神官見習いとして働くまで二年もあるし、のんびりやってみるか）

　俺は早速、村の開拓に乗り出すことにした。

　なんだかんだいって、やっと手に入れた異世界転生らしい展開にワクワクしていた。

　まずは「初めての収穫」の達成からだ！




　とは言っても、「村」はただの荒れ地で開拓に使えそうな物はなにもない。俺は道具を持ち込むため、一度家に戻ることにした。

　村は、柵さくに覆おおわれた範囲だけが『開拓村』で、柵の外に出るとスキルが解除されて現実世界へと戻ってこられる。肉体ごとスキル世界に入っているわけだから、人に見られると「いきなり現れた」とか「いきなり消えた」みたいに見えてしまう。だから、使う場所には注意が必要だろう。

　村の外に出ることで能力を解除して自室に戻った俺おれは、貯金箱を開け将来のためにと貯ためてあったこづかいを全部取り出した。

　そのまま街の道具屋へ直行し、鉄製のクワを一本購入。

　この世界では、鉄はまだそこそこ高級品であり、それだけで貯金をほとんど使ってしまったが、開墾には必ひつ須すだから仕方がない。村の開拓を進めていけば鉄も手に入るかもしれないし先行投資というやつだ。

　そのクワを持ってスキルを発動。開拓村へ移動する。

　移動させたい物を持った状態（正確には触れた状態）でスキルを使えば、道具でもなんでも『開拓村』に持ち込むことができるようだ。

　さあ、ひとりぼっちの開拓を始めよう！




「ほっ！　よっ！　せいっ！」

　クワを振るって畑を作る。

　開拓……と聞いて最初に浮かぶイメージは、とにかく何かを栽培することだ。
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　そうでなくても、立て札に「ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ：『初めての収穫』を達成」とあった。これはまさに、開拓の指針と見て間違いないだろう。

　やっと手に入れた能力だ、レベルアップするというなら狙ねらわない手はない。

「ふっ！　はっ！　サクサクいくなこれ」

　開拓村の土は軟らかく、十歳の子どもの力でも簡単に耕すことができた。

　残ったこづかいで買ってきた種芋を植えて水を撒まく。水はとりあえず家から水みず桶おけで運んでいるが、その度に行き来してたら面倒だし、誰だれかに見つかる危険もある。川でもあればいいのだが、見渡す限りの草原だ。川どころか生物の気配すら感じられない。

「いくらなんでも見晴らし良すぎだろう……」

　はじめての収穫をクリアする為ために、畑を作って耕すのはいいが、それだけじゃ村とは到底言えないだろう。現状、草と柵さく以外本当になにもないのだ。

　では、村を構成する要素とはなんなのか。脳内説明書によると俺おれが運んだ物が『村』の世界に影響を及ぼすとある。

　例えば雪を大量に運べば雪の世界に、砂を大量に運べば砂漠の世界になるということらしい。植生も同様で持ち込み植えた植物が繁殖するのだそうだ。ただ、基本的には人間が住める環境を作らなければ、大きな発展は望めそうにない。

　まあ、極端なことをせず、自分が住みたい世界になるようにやればＯＫだろう。

　そのために必要なものは多いが、外からなんでも持ってこられるわけでもない。街にないものも多いし、なによりお金がない。とはいえ、できる範囲でやってみようと思う。

　その日は、ほんの家庭菜園程度の畑に、数えるほどの種芋を植えて作業を終えた。

　というか、二時間経たったくらいで村から弾はじき出され、元の場所に戻されてしまった。中に入る回数に制限はないが、一日に滞在していられる時間には制限があるようだ。

　村のレベルが上がればもっと滞在時間も増えるのだろうが、今は時間内で効率良く作業する方法を考えたほうがいいだろう。




　次の日は、『開拓村』に持ち込む物を探すため、クワをかついで街の外に出てみた。

　開拓村のほうは、土地を耕して種芋を植えたらもうやることがなくなった。こづかいも尽きたし、せいぜい水やりくらいしかやることがない。

　俺が住む街は、ラベルダ王国でも指折りの都市ということだが、大都会ということは全然なく、街を出て少し歩けば手付かずの自然が残る場所がいくらでもある。

　この世界には魔物……つまりモンスターもけっこういるらしいが、さすがにうちみたいな都市の近くにはいないので、出会ったことはない。

（さてさて、手当たり次第いってみようか）

　人目のない林に入り、木材として使えそうな木の幼木を見つけては掘り起こし、開拓村へ移植する。木材は使い道が多い。村づくりの基本的資材になってくれるだろう。

　石材も重要だ。街の近くには石切場があり、種類はよくわからないが白くて加工がしやすい石が削り出されている。交渉し少し分けてもらい、コッソリと開拓村へ運ぶ。本当ならタダでもらえるものではないのかもしれないが、さすがに十歳の子どもには甘い。触れるだけで運べるから、子どもの力でも問題なかった。

　良いい土もあったほうがいいだろう。クワで掘り返した土をどんどん運んでいく。土中の微生物などもまとめて村に移植してしまうつもりだ。腐葉土なんかも栄養があって良いとか聞いた記憶があった。

　さらに野草、野花を見つけられる限り持って行く。さすが自然が豊かに残っているというか、野イチゴなんかも簡単に見つけられた。

「あと……ああ、あれがあった」

　小さな葉が数枚集まり手のひらのように見える特徴的な葉──麻である。

　現代日本では考えられないが、こっちでは似た植物がそこらへんに生えていて、生活にも利用されている。

「これを栽培することになるとはなぁ……」

　麻は、繊維から布もロープも作れるし、種は食べられるし、確か油も取れたはずだ。麻薬的な効果の方はよく知らないが、実用品としては絶対に押さえておきたい。

　見つけた麻の群生地で、何十本かを引っこ抜いて「開拓村」に植え替えた。

　けっこう地道な作業なので妹ルキアに手伝って貰もらおうかと試してみたが、当然というべきか妹は「開拓村」に入れなかった。物や小さな虫などは村に入れられたが人間は無理なようだ。

　だから、すべてを一人で行わなければならなかった。

　暇な間に身体からだを鍛えておいてよかったと心から思う。




　そんなことを、人目もはばからず何十日間も繰り返した。

　運び込んだものがそのまま『開拓村』を形成する要素の一つとなって、ジワジワと村の様子が変化していく様を見るのは楽しかった。

　やってることは外から見れば完全に変人のソレだっただろうが、そこは見た目が子どもで助かった。大人だったら不審者もいいところだっただろう。

　学校に行っていないので、時間がたくさんあったのも幸いした。

　毎日のように、外へ素材探しに出かけていたが、途中からは運び込んだ素材を使って村をコーディネイトしていく作業に没頭した。村の中でなら、自由に物の移動ができるのでゲームでカスタマイズするように畑や石などを配置していった。

　その結果、村はすごい速度で外見を変化させていった。時間の流れが違うのか、それとも村の性質なのか。最初は、見渡す限りの草原だったものが、少しずつ植生を豊かにさせていくのは、村を育てるゲームというよりは、惑星開拓にも似た趣おもむきだった。

「うん、見違えたな！」

　地道に開拓を続けて一年も経たつころには、元はただのなにもない大地だった開拓村も、畑と野生植物がある、「これから村を作る土地」ぐらいには成長していた。

　立て札の表記は一年で少しだけ変化した。


　──────────────────────



　☆☆☆　開拓地までもう少し！　☆☆☆

　だんだん人が住める土地に近づいてきましたね！

　開拓村まで、あと一息！　頑張りましょう！




　現在のレベルは　０　です。

　村には名前がありません。開拓度は『未開地』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　「初めての収穫」を達成


　──────────────────────



　開拓が進むごとに、わずかずつだが柵さくも外側に広がっていっており、滞在できる時間も少しずつ伸びてきていた。わかりやすいようで、わかりにくい成長だ。

　レベルが上がれば、もっとわかりやすい変化があるのかもしれない。

「……しかし、驚いたよなぁ」

　つい独り言を呟つぶやいてしまう。

　村の中……柵の内側に木を植えたり、石を持ち込んだりしたわけだが、徐々にその木々が村の外へ浸食していき、いつのまにか見渡す限りの草原だった『村の外』の一部が、植生の豊かな森へと変へん貌ぼうしていた。脳内説明書にあった、運んだ物が『村』の世界に影響を及ぼすという一文の意味が、そのとき理解できたのだった。

　特に嬉うれしい驚きだったのは、村の中に川ができたことだ。

　最初は土を掘っただけだった。土の中にどれほどの水気があるのか知りたかったのだが、五十センチ掘っても湿った土が出てくるだけ。川になれと祈って何日もかけて溝を掘ったりしてみたが、さすがにそれだけでは川にはならなかった。

　ターニングポイントだったのは、最初の種芋が全く根付かず、すべてダメになってしまった時だった。そのとき、もっと根本的な部分に気付いたのだ。

（この世界には雨がない）

　雨がなければ川も存在しないし、植物も育ちにくい。当たり前のことだった。

　だができることは昔ながらの雨あま乞ごいぐらいだ。というか、それ以外には知らない。

　俺おれは街外れの河原で流木を大量に拾い集め、すべてを『開拓村』に運び野焼きを実践した。野焼きの煙が雨を呼ぶ。科学的に正しいのかどうかはわからないが俺はそれに賭かけた。

　はたしてそれは成功して、しばらく後に、村に雨が降った。

　そして一週間後には、村の中に川ができていて、俺おれは小躍りせんばかりに喜んだ。

　ただ、水質的に茶色く汚れた川だったので、濁らないように河原から大量に石を持ってきてバラまいておいたら、また一週間後には綺き麗れいで澄んだ水に変わっていた。

　そういった、変化を見つけながら村を育てるのは面白かった。

　最初はマイナーな神に当たってしまったかと思ったが、今では最高の能力に当たったと確信している。アラミラ様々だ。





　　　　◇◆◆◆◇






「そろそろだな。ついに収穫第一号か」

　村の開拓を始めて約一年。

　ようやく村の畑に植えたイモから最初の収穫ができそうだった。

　別になんてこともない、普通のイモである。だが、開拓村での大きな一歩なのは間違いなかった。少なくとも継続的にイモが収穫できれば食糧難の時に抜群の威力を発揮するだろう。そんな時が訪れるのかどうかはわからないが、ここは文明が十分に発達した世界じゃない。戦争だって前世と比べればずっと身近だ。

　食料があるだけ幸福と思っていなければ。

　……それから、さらに数日後。いよいよ収穫の時が訪れた。

「じゃあ、掘ってみるか……。ちゃんとできてりゃいいけど」

　イモの出来も気になるが、収穫すればレベルが上がるはずだった。

　そして、俺が手で土を掘り優しくイモを収穫した時、それは起きた。


　［　おめでとうございます！　「初めての収穫」を達成しました！　］

　［　おめでとうございます！　てのひら開拓村のレベルが１に上がりました！　］

　［　おめでとうございます！　あなたの村の開拓度が『開拓地』になりました！　］



　脳内に響き渡る声。

　村を覆おおっていた柵さくが、すごい勢いで数十メートル分遠ざかっていく。

　早速、立て看板を確認すると──


　──────────────────────



　☆☆☆　てのひら開拓村　☆☆☆

　開拓はまだまだ始まったばかり

　どんな村になるのかは、あなた次第だ！




　現在のレベルは　１　です。

　村には名前がありません。開拓度は『開拓地』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　「総人口十人」を達成


　──────────────────────



「うおおおおおお！　レベルアップ！」

　ついに開拓地になったぞ！　って、まだ村じゃないのか……！

　だけど、自分がやっていることが無駄じゃないとわかって、すごい達成感だ。

　次なる目標は、総人口十名とのこと。どうやったら人が増えるのかは謎なぞだが──

（まあ、いいや。さっそくイモを食べてみよう）

　わからないことを思い悩むより、この能力世界で育ったイモがちゃんと食べられるのか、味がどうなのかを確かめるのが先だ。




「イーモ♪　イーモ♪　落ち葉で焼きイモ♪」

　開拓村の中で薪たきぎを集め、収穫したイモを鼻歌交じりで焼いている時に、その変化は起きた。変化──というと少し語弊があるかもしれない。とにかく大変なことが起きた。

　開拓村に人がやってきたのだ。

「やあ、おいしそうな匂においだ！　私にもひとつくれないか？」

　どこからやってきたのか、耳がニョッキリと長い金髪の美しい少女が、元気よく焼きイモを無心してきた。

　懐なつかしい言葉。日本語でだ。

　俺おれがあっけにとられて、無言で焼きイモを渡すと、少女はアチアチと手の中で遊ばせてから、二つに割りパクパク食べ始めた。俺はそれをやはり無言で、半ばあっけにとられて見守る。……しかし、美お味いしそうに食べる子だ。

「おいしいっ！　うーん、こんなにおいしいものは初めて食べた」

　ただの焼きイモにしては過分な評価だ。

「まだありますから、どうぞどうぞ」

「えっ、いいのかい？　じゃあ遠慮なく」

　少女は長い笹ささ穂ほ型の耳をピコピコと動かして、二つ目のイモにも勢いよくかぶりついた。

（これ、エルフだよ……な……）

　俺は少女の外見的特徴に見覚えがあった。生前やったゲームやマンガなんかで見たエルフという種族の特徴と合致する気がする。

　しかし、開拓村ってんだから村人がいずれ来るとは思っていたが、こんな可愛かわいい子が来てくれるとは想定外だ。ちょっと嬉うれしいぞ。日本語も懐かしくて胸に来た。

　俺は少女がイモを食べ終わるタイミングで質問した。

「君は誰だれ？　どこから来たの？」

　我ながらストレートな質問だが、そもそもここってどこなんだという疑問はずっと抱いていた。能力世界はどこにあるのかも謎なぞだし、柵さくの向こうには行くことすらできないのだ。

「私の名前はエネル！　出身はカイ、君だよ。お父さん！」

「へ？」

「だって、ここは正真正銘、君自身の世界なんだからね。私は君の開拓をサポートするために、君自身が生み出した村の管理人なのさ」

　まさかの脳内フレンズだった。いやまあ、そりゃあひとりぼっちの農作業は辛つらいとは思ってたし、一人で全部やるの無理とこぼしたことも何度もあったけど……。

「だからこれからは、私が村の管理は代行するよ！　君は外の世界から、いろいろ持ってきてくれれば、私がいい感じにやっておくからね！　とりあえずは、食べ物の種がいいかな、できれば美お味いしいやつ！」

　三つ目の焼きイモを頰ほお張ばりながら、エネルが言う。

「あと、カイ。君にこれをあげるよ」

　エネルから、ちいさな巾きん着ちやく袋ぶくろを手渡される。

「なにこれ」

「中を見てごらん。それは創造の種。神の力の具現である種だよ。今はまだ一つしか生み出せないけど、この能力……開拓村が育てばまた種を生み出すことができる。頑張ろうって気になるだろう？」
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　創造の種とはまた大おお仰ぎようなものをもらってしまった。

　開拓村がレベル１になったご褒美的なものなのだろう。

「なんの種なの？」

「それは私にもわからない。きっと君にとって必要なものが実るんじゃないかな」

「そっか」

　その後、俺おれはその「創造の種」を開拓村の中に植えてみたのだが、数週間経たっても何の芽も出さなかった。エネルに訊きいてみたら、現実世界に植えるものなのだという。

　しかし、なにが出るかわからないものを闇やみ雲くもに植えるわけにもいかず（うちには庭がないのだ）、結局エネルに種は預けておくことにした。さしあたり困っていることはないし、正式な祝福の儀を受けて給料が入ったら、自分の土地なんかも買えるだろう。そしたら、なんでも好きなように植えられるのだから。




　エネルが村に来てから、少しずつ村人が増え始めた。

　村人というよりは、どこからともなくやってきた入植者という感じだ。服装も粗末で、ほとんど原始人のような見た目。俺は最低限の生活の知恵をエネルを通して村人に伝え、足りないものをできる範囲で補充していった。

　村人たちは木を切り倒して（金属がないから石器だ！）粗末な小屋を作り、畑を耕しだした。畑仕事が終わると、土を乾かして原始的なレンガらしきものを作り家を補強していく。俺が大量に植えたからか、すっかり自生している麻の繊維から縄や布も作ろうとしているようだ。想像以上に、生活力がある村人たちである。

　彼らが食べているものはイモばかりだ。野イチゴなんかも見つけてきて食べているようだが、主食はイモだ。というか、現状「収穫」まで成功している食料がイモだけだったから、「イモが主食の村」になっているのだろう。

　村人がどんどん畑を増やすので村はイモ畑ばかりになっていった。

　さすがに、イモだけというのも可哀かわい想そうなので、おこづかいでヒヨコみたいな形の豆を一袋調達して、エネルに渡した。しばらくすればこれの栽培も始まるだろう。

　川で捕まえた川エビと小魚も生きたままエネルに渡したので、近くこれも、村人たちの食卓を彩ることになるだろう。

　しばらくすると、村人は麻の服を着るようになった。麻の実も副菜として食べているようで、同時に、麻を育てる畑も増えた。

　エネルによると、なにもかもを村人に伝えなくても、村人たちは村にあるものを利用して勝手に生活するらしい。基本的には村人とエネルによってオートで開拓が進み、俺が持ち込んだ物や知識によって、村が変化、成長していくらしい。

　俺おれはそんな村の成長がたまらなく嬉うれしく、楽しかった。村人には俺の姿が見えていないが、ちょっとした村長気分で村を散策するだけで新しい発見があった。

　新しい村人が増えていたり、服におしゃれな刺し繡しゆうや模様が描かれるようになったり、野イチゴを栽培しようと試みる村人が現れたりと、生きているようなリアルさがあった。

　実際には、細かい部分は省略されているのだろう。天災も起きたことがないし、疫病だってない。畑からは何度でも同じ作物が収穫できる。良いい意味でゲーム的な能力だった。

　そうして毎日が過ぎ、村のレベルも順調にいくつかアップし、開拓村がなんとなく村と呼べる程度にまで育ってきた頃。

　いよいよ、本当の祝福の儀の時が訪れた。

　十歳でコッソリと祝福を得てから二年もの時間が経過していた。





　　　　◇◆◆◆◇






「お兄ちゃん、どーう？　似合う？　ルーちゃん完かん璧ぺき？」

「おお、可愛かわいいぞ。こりゃあ本格的に変な虫の心配をする必要があるな」

「えっへへ～、ルーちゃん虫もだいすき！」

「そりゃ困る。俺も親父おやじも泣くよ」

　儀式当日。普段着ないような上等な服を着せられた俺とルキアは、親父に連れられて街で一番大きな神殿を訪れていた。

　神殿は街には数カ所あって、親父が働いているところとは別の神殿だ。もちろん親父は儀式そのものには参加しない。あくまで参列者というか、付き添いの父兄扱いだ。

　妹は普段着られないような、可愛い服にはしゃいでいる。

「これが終わったら私たち神官見習いになるんだねー。でも……ほんとに大丈夫かなぁ？」

「ま、大丈夫だろ」

　すでに俺と妹は自分たちで祝福を得てしまっているからか、ルキアは少しだけ不安そうな顔だ。俺はそれを、バレたら笑って誤ご魔ま化かそうと言って納得させた。実際、祝福なんて本当に名前を呼ぶだけで授かってしまう適当具合なのだ。特段、怒られるようなことでもない……はず。まして、ルキアは誰だれでも名前を知っているイデア神の祝福者だ。いくらでも誤魔化しが効くだろう。

　祝福の儀の内容は至ってシンプルだ。

　その年に十二歳になる「聖印」のある子どもが集められ、神官が一人ずつ聖印を確認し、神の名を告げる。子どもは、その神の名を復唱し神の祝福を授かる。そんな流れだ。

　年に一回の儀式ではあるが、そこまで厳粛な雰囲気ではない。普通におしゃべりしたり、父兄が騒いだりと案外自由なもんである。

　ただ、神の名前自体は秘匿されているため、儀式そのものは一人ずつ別室で行われる。俺おれは神殿の長なが椅い子すに座りソワソワと順番を待った。

　こういうのは、わかっていてもなんとなく緊張するものだ。

「カイ・ハスクバーナ。入りなさい」

　初老の神官に名前を呼ばれた。

「じゃあ行ってくる」

「次はきっと私だね。もし怒られたら、私の分まで怒られてきてね、お兄ちゃん」

「まあ、実際俺の差し金だからな……。ちゃんとルーの分まで怒られてくるよ」

　そんな言葉をルキアと交わして、席を立つ。

　部屋に入ると真ん中に本を持った高位神官がいて、見届け人なのか、壁際の椅い子すにおかしな格好をした男が二人座っていた。真っ黒い服を着て、頭ず巾きんで顔をすっぽり覆おおい隠している。神殿関係者には違いないだろうが、今まで見たことがない連中だ。

「では聖布をいただこう」

　神官が、俺にとってもうかなり長い付き合いになる胸の聖布に手をかざし、短い呪じゆ文もんを唱えた。布が淡く光りハラリと床に落ちる。

　聖布があった左胸には、十年近い時間を掛けてハッキリと浮き出た聖印があった。左右対称のデザインでなかなかカッコイイ。

（へぇ、こんな形だったんだな）

　神官が俺の聖印を瞬きもせず、ジッと見つめる。

　ちょっとコソバユイ気分だ。そんなにジックリ見なくてもわかるだろうに。

　それともすでに祝福を授かってしまっているのが、聖印からわかってしまうのだろうか。

　俺は上う手まい誤ご魔ま化かし方を頭の中でシミュレートし始めたが──どうも様子がおかしい。

「……どうかしましたか、神官さま？」

　俺の胸の印を何度も確認し、手元の本のページをべらべらとめくる神官。まさか、アラミラは儀式を行うような神官ですら、知らないような神だったというのだろうか。

　というか、なんで儀式を行う神官に「真実の神イデア」の祝福者を用意しないんだろう。うちの妹でも俺の神の名を看破したんだから、そのほうが確実だろうに。

（……嫌な予感がする。祝福の儀式なんて本来、流れ作業のようなもののはず──）

　神官は焦った様子で何度も本を確認し、額に脂汗が滲にじんでいる。

　そんな中、立ち上がったのは、壁際に待機していた覆面の黒服たちだった。

　まるで喪服のように黒ずくめのその格好は、本来、文字通り祝福されるべき日である儀式に必要な人間とは思えない。

　──そう。本来ならば、必要ない。

　なにか、イレギュラーが発生したりしない限りは。

　背中に冷たいものが伝う。

　黒服が神官の肩を叩たたく。困惑する神官が小さく「審問官どの……」と呟つぶやいたのを俺おれは聞き逃さなかった。審問官……異端審問官ってやつか……？

　神官を無遠慮に遠ざけた審問官は、ジロリと俺の聖印を確認し──

　一言「邪神……」とだけ呟いた。




　悪い予感は当たるもの。

　俺は有無を言わさず拘束され、入ってきた場所とは別の扉から外に連れ出された。そして、外に待ち受けていた黒い馬車に力尽くで乗せられ、そのまま家族への別れの挨あい拶さつすらできぬほど唐突に、港に停泊していた大型船に乗せられてしまった。

　そして、手足を縛られ、目隠しをされ、猿ぐつわまで嵌はめられ、なにもわからないまま狭い船室に放置された。一日に一回、祝福者が空腹を和らげるスキルをかけに部屋にあらわれる以外には誰だれも来ない。

（一体、なにが起きたんだ）

　頭の中には異端審問官が呟いた「邪神」という言葉と、儀式を行う高位神官ですら「アラミラ」を知らなかったという事実がグルグルと回っていた。今、自分は魔女狩りの対象者のように扱われている。そう考えるのが、当然の論理的帰結というものだった。

（殺されるのか……？）

　ちょいとイージーモードになってきたと余裕コイてたらコレだ。

　猿ぐつわを嵌められた状態では、スキルを使うことができない。スキルは言葉に発して初めて発動する。スキルがなければ俺はただの子どもだ。

　何もできず放置され続け、数日なのか数週間ぶりなのか。

　俺は本当に久々に拘束を解かれ、部屋の外に出された。




　船の外はただただ原始的な島だった。

　いちおう今船がいる場所は船着き場のようになっているが、朽ち方からして、もう何十年も放置されているようにしか見えない。

　無人島。正確には「無人島にしか見えない島」だ。

　異端審問官は何も喋しやべらず、棒で小突いて俺を降りるよう促すと、そのまま船は俺を置き去りにして、なんの躊躇ためらいもなく、むしろ焦るように出港していく。

（マジかよ……。なにこの展開……）

　なんの準備もない。なにもかもが唐突。

　二度目の人生、いきなり難所が到来してしまった。

　さすがの俺も、無人島サバイバル編があるとは夢にも思ってなかったよ……。
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第二章






「そういえばこの世界のビーチは初めてだな！」

　サクサクとした柔らかい砂の感触に、空元気な感想を漏らす。

　前世は病弱少年だったから、海で遊んだ経験はほとんどない。人っ子一人いないビーチを独り占め。これがレジャーだったら……いや、どっちにしろ孤独すぎるか。

　しかし、せっかく異世界生活も軌道に乗ってきたというのに、いきなりの島流しとは。

「……どうすんだよ、これ」

　理解が追いついてこないが、しかし、いつまでもそうしていても仕方がない。

　見える範囲での話だが、島はほとんどが十数メートルはありそうな断だん崖がい絶壁で海と隔てられていて、近くにはこの砂浜以外の出入り口はなさそうだ。砂浜から少し奥は原生林に覆おおわれ、野生の王国といった様相。ただ、船を付けた場所は、ずっと大昔に捨てられた港という感じだったから、かつては人が住んでいたのだろう。

　人の気配のない、絶海の孤島。そんな場所に、俺おれは置き去りにされたのだ。

「どうしよう……どうする……どうすりゃいい？　考えろ、俺……」

　これからの未来の過か酷こくさを想像して足が震える。

　いくら人生が二度目だといっても、別に前世で修羅場を潜くぐってきたというわけではない。助けも期待できそうもないこの状況じゃ、すぐ野垂れ死にしそうだ。

　とにかく食料の確保か、いや雨風防げる場所が必要だろうか。それとも体力のあるうちにイカダを作って脱出するか？　……いやいや、そんなもん漂流して死ぬだけだ。どこから来たのか、この島がどこにあるのかもわからないのに……。

　そんなことを茹ゆだりきった頭で考えていると、突然グゥルルルと地響きのような重低音の鳴き声が耳じ朶だを打ち、総毛立つ。

（……なにか、いるのか？）

　ここは自然を多く残した島のようだ。猛獣の一匹や二匹いてもおかしくはない。実物は見たことがないが、本で読んだモンスターってやつがいる可能性だってある。

　恐怖に足がすくむ。異世界転生したといっても戦闘力があるわけじゃない。武器の修練も積んでないし、魔法だって使えない。原始的な脅威に対し、あきれるほど無力なのだ。

　グゥルルルと、また鳴き声が聞こえてきた。さっきよりも音が近い。

　俺おれは動くこともできず全身を汗で濡ぬらしながら、ただその生物が出てこないのを祈ることしかできなかった。

　だが、その祈りが通じることはなく、巨大な何かがヤブから這はい出てきた。

「あ……うそだろ…………」

　この時、失禁しなかった自分を褒めてやりたい。まさに蛇へびに睨にらまれたカエル、前世の言葉通りの状態だった。

　林の奥から出てきたのは、巨大な獅し子しの頭と、そのわりには貧相な山や羊ぎのような体を持った魔物だった。太く長い尻尾しつぽが大蛇のごとく蠢うごめいている。

「ライオン……？　いや、キマイラってやつなのか……？」

　ゲームだかマンガだかで見た記憶がある。複数の動物が合体したモンスターだ。異世界には、こんな変態生物が実在するのか。

　どんな見た目だろうが頭がライオンという時点で、俺の中ではライオンと変わらない。十二歳の人間の子どもとライオン。どうやったって勝ち目はない。

　だが、恐怖心で体は固まってしまった一方で、ギリギリ頭は冴さえていた。

　キマイラがこちらに飛び掛からんと前まえ屈かがみになった瞬間に、「てのひら開拓村」を発動することに成功。キマイラが飛び掛かってくるのと、視界が開拓村へと切り替わるのはほぼ同時だった。

「…………ッ！　……あ、あっぶなかったぁ」

　俺は、ヘナヘナとその場にへたり込んでしまった。本当に失禁しなかっただけ偉い。

　村で過ごしている間は時間を稼ぐことができる。急に獲物がいなくなったと思えば、あのモンスターもどこかへ行ってくれるかもしれない。っていうか、どっか行ってくれなかったら時間切れで外に出された瞬間に惨殺という……。

「どっどうしたんだ、カイ。すごい汗だよ、白さ湯ゆでも飲むかい？」

　俺おれの尋常じゃない様子を見てエネルが走り寄ってきて言う。

「あ、ああ……ありがとう、もらうよ」

　木製の椀わんになみなみと注つがれた白湯を飲んで一息つく。

　村の様子はいつもと変わらない。ここは外界から隔絶された世界だから、当然といえば当然だが、俺がピンチに陥ったからといってこちらに影響があるわけじゃないのだ。

（そうだ。俺にはこの能力がある。今まで育ててきた、俺だけの開拓村が）

　無む理り矢や理りにでも気持ちを切り替えるしかない。

「エネル。なんか武器になるようなものってあるかな」

「武器が必要な状況なのかい？　うーん……残念だけどカイ、まだこの世界には争い自体がないんだ。肉が取れる動物もいないから狩りの概念もない。せいぜい武器になりそうなのは、村人が木を切るのに使っている石いし斧おのか、君が持ち込んだクワくらいで……」

「それじゃ、いくらなんでも気休め程度だな……」

　石斧やクワでは、あの化け物は撃退できない。戦うのは無理だろう。

　いちおうこの開拓村の中は安全だが、ずっと引ひき籠こもることはスキルの制限時間のせいで不可能だ。島の中で安全な場所を探すか、それともあのキマイラを倒すかしなければ、生き延びる道はないだろう。しかし、それはどちらも難しく感じられた。

「いよいよ今度こそ詰んだかもしれない」

　人ごとみたいに、つい呟つぶやいた。

　こうなるのを見越してあの異端審問官は、俺をここに置き去りにしたのだろうか。だとしたら、ずいぶんと回りくどい殺し方だ。それとも、あのキマイラに定期的に与える生いけ贄にえにでも選ばれたのか？　そんなに神聖なものには見えなかったけど。

　どんなに考えてみたところで、答えは出ない。

「村から外の様子がわかればいいんだけど……」

「ここは隔離された世界だからね。私にも外のことは全くわからないし」

「となるとイチかバチかか……」

　能力を解除して外に出た時に、モンスターがいなくなっていてくれればいいが、ダメなら詰みか。『開拓村』は連続発動自体はＯＫだが、一日の滞在時間は決まっている。そこをオーバーしたらもう発動できない。

「……どうするんだい？　カイ」

　心配そうなエネルの声。スキルの中の人だけど、気にしてくれるのはありがたい。

「一時間くらい経たったら一度外に出るよ」

　モンスターの脅威は全体の問題の一部でしかない。もしここが無人なら島の探索に拠点づくりとやらなければならないことは山積みだ。この時点で躓つまずいてもいられないし、状況からしてある程度は運命に身命を委ゆだねる必要がある。

「まあ、きっとカイなら大丈夫さ。大いなるアラミラ神の加護があるんだ」

「邪神扱いされてるみたいだけどな！」

　きっかり一時間後。心を落ち着かせた俺おれは、クワを片手に能力を解除し外に出た。

　途端に、磯いその香りが漂う。ついさっきまでいた砂浜だ。急いで周囲を見渡す。

「よ……よし。いないな」

　キマイラは無事にどこかへ行ったようだ。運がいいのか、それともモンスターの習性によるものか。ともかく、これで希望がつながった。

　しかし、ホッとしたのもつかの間、またしてもヤブからガサガサと音がして、中から別のモンスターが飛び出してきた。キマイラよりは小さいイノシシみたいなモンスターだ。なんなんだこの島は！　モンスター天国かよ！

「くそっ！　『てのひら──」

「こっち！」

「えっ!?」

　また『開拓村』へ避難しようとしたところを、別の草むらからすごい勢いで飛び出してきた少女に腕を摑つかまれた。そして、少女らしからぬ力で、俺を引きずるようにヤブを分け入っていく。後ろからモンスターが追いかけてくるのを確認する余裕すらなく、一目散に丘を駆け上がる。信じられないほどの健脚だ。

　喋しやべる余裕なんて一ミリもない全力疾走をしばらく続け、浜辺からおそらく一キロほども離れた丘の上、とてつもなく巨大な樹きの下まで連れていかれた。

「ハァ！　ハァ！　ハァ！　ハァ！」

　地面に崩れ落ちて、呼吸を求めあえぐ。いきなりの全力疾走で心臓が破けそうだ。

　いや、今はそんなことはどうでもよくて──

（人だ！　人住んでた！）

　無人島だと思い込んでいたから、素直に嬉うれしい。

　心配そうに、しかしなぜか所在なげに立つ少女は、綺き麗れいな白い髪をして、頭にはねじくれた角つのの飾りを付けている。すごく整った顔をしていて、キラキラと複雑な色に輝く瞳ひとみが神秘的だ。わずかに光沢のある滑らかな素材を使った衣服も、俺が住んでいた街では見なかった雰囲気のもの。年齢は俺と同じくらいに見える。

「……大丈夫？　ここなら……魔物、近寄れないから……」

　少女はそう言い、逃げるようにどこかへ立ち去ってしまった。いろいろ訊ききたい事があったのだが、こんな未開の地で暮らす子だ、見知らぬ人間に慣れていないのかもしれない。

「グゥルルゥ」
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「おっと、へえ。本当に入れないのか」

　追いかけてきたモンスターがすぐ近くに来ていて驚いたが、なぜか本当に大樹には近付けないようで、樹きの周辺をうろうろしている。不思議と白い髪の少女には興味がないようで、モンスターはそっちを追いかけたりしない。なぜだろう。地元民は襲われないのか？

（とはいえ、命は助かった）

　この巨大な樹は最高のベースキャンプになる。風は防げないが雨は凌しのいでくれそうだ。

　モンスターは、大樹から二十メートルほどの場所をうろついている。そこまでの範囲が安全圏だということだろう。これだけあれば小屋を建てたりもできるし、さしあたりの拠点として申し分ない。

「しかし先住民がいたとはな……」

　これは完全に想定外だった。言葉も通じるし、普通に可愛かわいい子だし、モンスターに襲われない手段も何か持ってそうだ。これは案外どうにかなるかもしれない。今度会った時にいろいろ訊きいてみることにしよう。

　とはいえ、まずは島を調べることと、衣食住の確保が先だ。なんといっても優先すべきは食だろうが、これは『開拓村』で水も食料も手に入る。住に関しても木材が豊富に村から調達できるし、衣も麻布が村で手に入るから──

「なんだ！　最低限だけなら、なんとかなるぞ！」

　モンスターの脅威さえなければ、生きるのだけは問題ないのだ。これは開拓村様々で、もっと違う能力だったらとっくに詰んでいただろう。

「ありがとなー!!　俺おれは生きるぞー！」

　俺は張り裂けんばかりの声で、もう姿の見えない白い髪の少女へと叫んだ。

　届いたかは分からないが、半分は自分自身へ向けた言葉だった。

　俺はここで生き、そしていつか絶対に脱出してやると心に誓った。





　　　　◇◆◆◆◇






　まずは、自分のいる場所を確認する。

　少女に連れてこられた巨大樹は幹が直径三メートル程もある大木で、この木にどうしてモンスター避よけの効果があるかはわからないが、とにかくモンスターは近寄ってこなかった。最初は半信半疑でビクビクしていたが、あの後も何匹かのモンスターが同じようにしていたのを見たので、本当なのだろう。

　巨大樹の生えている場所は、小高い丘の上だ。３６０度のパノラマというほどではないが、それなりに見晴らしがいい。だが、想像よりもずっと島のサイズは大きく、その全容がわかるほどではなかった。見える範囲には、人間が住んでいる形跡はなにもない。

　周辺を確認した俺は『開拓村』に入り、エネルに無事を報告し、イモを食べ水を飲んだ。腹が満たされ少しずつ冷静になってくる。そういえば服は儀式用の一張羅のままだ。

　これは汚すともったいないし少し動きづらいので、エネルに預かってもらい、村で作られた粗末な麻の服に着替えた。これを着ると原始人さながらだが、汚したとしても惜しみがなくていい。それに何枚も重ね着すれば、それなりに暖かい。

　食料と水、換えの衣服を持って島に戻ると、日が暮れていた。

　小高い丘の上にいるのだし、先住民がいるなら煮炊きの煙や、夜ならなんらかの光が見えるだろうと思ったものだが──

「なにもなし……か。あの女の子も来ないし」

　俺はごろんと地面に寝転がった。一人きりの野宿は寂しいものだが、前世では入院生活が長かったので、そういう寂しさには耐性がある。色々あったが、とりあえずまだ生きている。生きてさえいれば、なんとかなるもんだ。

「しかし……結局俺はなんでこんな島に連れてこられたんだろうな……」

　などと言いつつも、殺すため以外には考えづらい。

　祝福の儀の時。神官も異端審問官も「アラミラ」の名は口にしなかった。それは当然、アラミラの祝福者を生まない為ためだろう。

　そして、キマイラに襲われた時、『開拓村』がなければ俺は助からなかった。

　つまり奴やつらにとって、俺おれが祝福をすでに授かっていることも、この島で生き延びていることも想定外ということになる。

（ルキアや親父おやじは無事かな……）

　ここまで問答無用に島流しを実行する奴らだ。

　家族に累が及ばなければいいが、俺にできるのは祈ることだけだ。

（仮かりに生きてこの島を出ることができたとしても、街には帰れないか）

　コッソリと戻って家族に無事を伝えるくらいはしたいところだが、敵（もう敵と言ってしまっていいだろう）の考えが不明だ。あまり楽観視もできまい。

「とにかく今は生き抜くこと……だな」

　あるいは、迎え──救助が来る可能性もゼロではない。父親は神殿の高位神官だ。家では頼りないが、本当は立派な人物だということを知っている。神殿で起こった事なら、神官である親父だって事情がわかるはずだし。

（……なんて、そのへんは期待薄だろうな。世の中どうにもならない事はあるもんだ）

　今回の件、大型船があらかじめ用意されていたみたいだし、神殿の一部の者の犯行という可能性はほとんどない。親父一人が抗あらがったところで無視されて終わりだろう。

　助けは期待できない。となれば、自力で生き延びなければ……。

　そのためにも、今は体を休めよう。

「寝るか……」

　目を閉じれば、激動の一日目が終わる。

　とにかく明日からは気持ちを切り替えてサバイバルしていこう。




　翌日。

　明け方の凍えるような寒さで目を覚ました俺は、速攻で『開拓村』に避難した。

「寒さっむ！　昨日の決意がいきなり崩れかける厳しさなんですけど……！」

　昨晩、地べたにそのまんま眠ったからか、地面に体温を吸収されてしまって、身体からだが冷え切っていた。いずれ慣れるのかもしれないが、文明的じゃなさすぎる。

　というか、このままじゃ普通に低体温で死ぬ。

「カイ。そろそろ来ると思っていたよ。ささ、白さ湯ゆを飲みたまえ。温まるよ」

「やけに用意がいいな！　でもありがたい……！」

　白湯を啜すすり、軽く体操して全身に熱をまわす。

「今日の夜までには、小屋……最低でもベッド作らなきゃ死ぬぞこれは」

「ベッドかい？　今のところ製材技術も最低限だし、藁わらもない。落ち葉を山ほど集めればそれなりのものにはなるかな。カイの体格なら大きさもいらないしね」

「体格については、まだまだ成長期だからね？　しかし、落ち葉か」

　無い物ねだりしても仕方がない。あるもので創意工夫していこう。

「じゃあ、私は材料を用意しておくから、カイはゆっくりしていてくれよ」

「助かるよ、エネル」

　相変わらず俺おれは村人に干渉できない。前世でやった街を作るゲームみたいに、俺がプレイヤーでエネルが助手キャラみたいな位置付けなんだろうか。村人と話をしてみたりできれば面白かったんだが。

「あっ、そうだ。カイ」

　村のほうへ歩きかけたエネルが振り返る。

「今、新しい環境にいるんだろう？　ならなにか新しい物が手に入るんじゃないのかい？」

「新しい物か。そうだな、上う手まくすれば何か見つかるかも」

　実際には巨樹の下から離れられないわけだが、いずれはそれもなんとかするつもりなのだ。探索できれば島特有の植物やらなんやら手に入るに違いない。

　この状況では開拓村の能力が俺の生命線。できることはやっていかなければ。

「なら、なんでもいいから持ってきてくれると助かるよ。村を大きくしていけば君の助けにもなるはずだしね」

「善処するよ」

「うん。できれば美お味いしいものがあると、私も嬉うれしい」

　軽くハッハハと笑って去って行くエネル。

　本来ならば孤独な状況なんだろうが、朗らかな脳内フレンズが変わらずそこにいてくれる。そのことが、どれほど救いになっているだろうか。

　俺は心の中でエネルに感謝を送った。





　　　　◇◆◆◆◇






　とりあえず家を作ることにしたのはいいが、ノコギリやら釘くぎやら最低限必要な道具がなくて、作業はかなり難航した。

　ただまあ、それでも難易度的にはイージーモードなのだ。

　だって、本来なら食料、それも水が最優先となる状況なのだから。それが「開拓村」で最低限のものだが入手できるもんだから焦らずに済んでいる。

　イモも豆もそれなりの量が収穫できているし、水は村に流れる川で手に入る。

　そもそも安全圏から出ることなく材料が手に入る時点で、相当にゆるい。

　本当なら家なんかを作るより、白い髪の少女が暮らしているであろう集落で助けてもらうのが良いいのだろうが、モンスターが蔓延はびこる外にむやみに出ていくわけにもいかない。

　少女の服装や角つのの髪飾りを見た感じ、けっこう文化的な生活をしている集落があるはずなのだが……。

　逆に、向こうから誰だれかが助けに来てくれる可能性も考えたが、現状なにもないのだし希望的観測で行動するのは危険だ。いずれにせよシェルターは必要なのだしな。

　ちなみに、現在の「開拓村」のレベルはこんな感じ。


　──────────────────────



　☆☆☆　てのひら開拓村　☆☆☆

　金属の導入を検討してください。

　家畜の導入を検討してください。

　果樹の導入を検討してください。




　現在のレベルは　４　です。

　村には名前がありません。開拓度は『開拓集落』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　総人口五十人達成


　──────────────────────



　一年前にレベル１に到達してからはレベルアップが速かった。

　だが、最近は伸び悩んでいる。

　理由は、ヒントが出ているように、単純に新素材の不足だろう。

　本来ならば、金属も家畜も果樹も手に入れたかった。

　だけど、十二歳のガキが街中で手に入れるのは難しかったし、なによりお金がなかった。

　正式に儀式を受けて神官になったら、その給料で一気にいこうと思ってたんだが──

　だが、ジワジワと村らしくなってきているのだ。一年や二年での成長と考えれば、目覚ましい発展と言ってもいいレベルのはず。

　いくつもの家（掘っ立て小屋だけど）が点在し、村の大部分に畑が作られている。イモと豆と麻しかないとはいえ、カロリーベースは十分。村人にも余裕が出てきたのか、麻の服の縫製レベルもなんとなく上がってきているような気もする。

　相変わらず道具類は石器が中心で、あとは植物をうまく使った品だけ。そんな中でも、村人たちは、自分たちで創意工夫してジワジワと文化的な生活になっていっている……ような気がする。まあ、まだまだかなりササヤカなものだが。

「まさか石器で丸太小屋を組むようなことになるとはな……」

　俺おれは開拓村から取り出した（エネルに言えば村で手に入る素材なら持ってきてもらえるのだ）木材と蔓つるを使って小屋を作成している。村人が作った小屋そのものを取り出せればよかったのだが、制限があるのかそれは無理だった。石器が取り出せただけでもラッキーというところか。

　現在、開拓村で手に入る木材といえば、切って枝を払って皮を剝むいただけの丸太だ。あとは、細い枝や葉っぱなど。ようするに木そのもの。

　製材する技術がないんでそのまんまだが、うまく組めば小屋ぐらいなら作れる。十二歳の力では限度があるが、最低限横風が防げればいい。

「寝るところと、荷物置きと……六畳くらいのサイズで十分だけど、なにかしらの熱源が欲しいな。囲い炉ろ裏り……はさすがに難しいだろうが、火鉢ならいけるか……？　テントのように狭い空間なら保温も楽だろうし……？」

　囲炉裏か火鉢があれば室内に熱源ができる。それなりに暖かくなるだろうし、資材的にも問題ない。だけど、小屋のサイズそのものはそこそこ大きくしないと火事になりそうで怖い。欲を言えば、もっとちゃんとした家を作りたいが、いろいろ厳しいのが実情だ。

「おとなしく最小限にしとくか……」

　結局、人ひとりが横になれる程度の、風が吹けば飛ばされそうなあばら家になった。

　家を建てる場所をクワで浅く掘り、細い枝葉を敷き詰めて床とした。四本の太めの丸太を柱として立て、壁はやはり細い枝を何本も麻ヒモでつなぎ合わせて作成した。最後に壁に土を塗ったら、いちおうそれっぽくなった。天井は巨大樹があるから雨の心配はそんなにないが、一応葉っぱのたくさん付いた枝を並べて縛り付けてみた。

　肝心のベッドは落ち葉を大量に敷き、その上に麻布をかぶせただけで完成。試しに寝てみたが、まあ地べたに寝るよりかは遥はるかにマシ……という程度。

（せめて毛皮があればな……）

　開拓村に獣を導入しておかなかったことが悔やまれたが、今更どうしようもない。

　本来ならば、こういう原始的住居は虫むし除よけとして煙で燻いぶさなきゃダメと聞いた気がするが、材料はすべて「開拓村」から持ってきたので、変な虫が湧わく心配はないだろう。あの世界から取り出した物には、余計なオマケ──例えば虫やホコリなど、そういう自然の状態ならありえるものがくっついてこないからだ。

「なんとか完成か」

　なんと、小屋を一つ作るだけで、もう日が暮れかけている。原始生活は生きるだけで手一杯だと聞いたことがあるが、まさにその通りなんだな。

　小屋自体はまだまだこれから改良の余地があるのだろうが、最初から完かん璧ぺきを目指す必要はない。生き抜くことが目的なのだ。上う手まくやっていこう。




「やっぱ全然違うな。家サイコー」

　自家製のあばら家で一泊して、また新しい朝が来た。

　小屋の効果は素晴らしいもので、寒くて我慢できない程ではなくなった。

　いや、寒いは寒いのだ。もっと改良するか毛皮を導入するかしたいところだ。

「さーて、今日はどうすっかなー。……ん？」

　小屋の前に見慣れないものがある。

「これ……果物か？」

　鮮やかなオレンジ色の、ミカンみたいな小ぶりの果実が三つ。昨日まではなかったし、もちろん、巨樹にこういった果物が実っているわけでもない。

　ハッとなって周りを見回すと、あの白い髪の少女が、だいぶ離れた場所からこっちを窺うかがっているのを発見した。

（あの娘こが持ってきてくれたのか？）

　試しに手を振ってみると、少女は恥ずかしいのかなんなのか、サッと木の陰に隠れてしまった。チラチラとこっちのことは気にしているようだが……。

「よその土地の人間が怖いのかな……」

　それか、集落の長老に「ならんならんぞ、余よ所そ者ものに近寄ってはならん！」と厳しく言いつけられているのかもしれない。ありえそうな話だ。

「これ食べられるのかな……」

　イモや豆だけでは栄養が偏ると思っていたのだ。新しい食材は大歓迎。

　しかし、ぶっちゃけ自分都会っ子ッスからね。ちょっとしたことで腹痛くなりそう。

「────と、いうわけで、持ってきました」

「あっ！　美お味いしそう！」

　新しい食べ物を発見したら持ってきて欲しいと頼まれてたのもあって、開拓村に持ち込んでみた。

　ひとつエネルに渡してみると、美味しそうだと躊ちゆう躇ちよも見せずに皮を剝むき、ポイッと口に放ほうり込んだ。一瞬、「毒味係」という単語が頭に浮かんだのは秘密だ。

「ふーむ。甘酸っぱくてこれはなかなか……いや、かなりイケるぞ、カイ。もう食べた？」

「まだ。じゃあ食べてみるかな……」

　では実食！

「……ん。普通に美味しいぞ、これ。想定外」

　生前食べてたフルーツみたいな味だ。この世界で転生してからは食べたことがない味。というか普通に柑かん橘きつ系けい。皮があんまり厚くない甘夏みたいな。

「味が濃いよね。これは村人も喜ぶんじゃない？」

「三つしかないけど、これっぽっちで作付けできるの？」

　実の中にそこそこ種が入ってるけど、それにしたって。

「そこは運かな。少なくともこの『世界』はこの果物を『発見』したよ」

「発見？」

「君が持ち込んだことで、この果物は『開拓村』の世界にも『存在するもの』になったんだよ。今までの物もそうだっただろう？」

　なるほど。俺おれがエネルにこの果物を渡した時点で、この開拓村を含む世界が、この果物の存在する世界になったということか。作付けが行われるかどうかとは、別次元での成長要素だといえる。

「じゃあクワは？　これも持ち込んでることになってる？」

「なっている。そもそも村人が使ってるのは、そのクワを模したものだしね。鉄はまだこの村にはないけど、この世界のどこかには存在していて、村が発展すれば伝わってくる可能性だってあるんだよ」

　それは夢が広がるな。とりあえず頑張れば世界そのもののレベルを、現実世界と同じところまで持ってくるのは決して不可能じゃないってことじゃないか。

　あとは、俺自身の創意工夫と前世の知識を大活用すれば、さらなる発展も……？

「気付いていると思うけど、この村は君が来ている時だけ時間の流れが等倍で、離れている間は数倍の速度で時が流れているんだ。だから発展そのものは速いはずだよ」

　確かに、やけに景色の移ろいが速いとは感じていた。

「じゃあ武器もそのうち調達できるように……？」

「そりゃあ長いスパンで見れば考えられるけど……うーん、現状では難しいんじゃないかな。なにせ外敵という概念自体が存在しないんだから。武器を作る必要性がない」

「我が能力ながら、なんてややこしいんだ……」

　つまり、いずれ村が発展して鉄の扱いが始まったとしても、武器が作られる可能性は限りなく低いということ。結局、欲しいものは俺が伝えていくしかないのだ。だが、外敵の概念なんてどうすれば……？

「ちょっと危険ではあるけど、モンスターを村に放ってみたら？　村は崩壊するかもしれないけど、一気にバイオレンスな世界になるよ」

「モンスターを……？　うーん……」

　それはちょっとひどくないか？　自分の能力の中の事とはいえ、躊ちゆう躇ちよしてしまうな。

　とはいえ、武器は欲しい。島ではモンスターが跋ばつ扈こしているし、今俺自身が置かれている状況的にも、戦う力が必要になる予感がビンビンしてる。もちろん、武器があったからといって最初に出会ったキマイラみたいな大型猛獣みたいなのと戦えるとは思えない。あんなの、地球ならゾウとかサイに匹敵するレベルの脅威だろう。となると、ハンパな武器を手に入れる事の優先順位は低い。

（まあ、今のところは考えてもしかたがない）

　果物の種をエネルに渡して、クワを片手に能力を解除した。

「さて、やるかな」

　クワを片手に一人呟つぶやいた。

　今日は開拓村でやることもないし、リスク分散の一環で島の開墾をやることにする。

　現状、『開拓村』では食料──イモと豆を手に入れることができるが、完全にそれ頼りにしてしまうと、万が一能力が使えないとか、凶作とかがあった場合に（実際あるのかどうかはわからないが）マズいことになる。

「とまあ、実は畑仕事が好きなだけだったりして……」

　ザックザックと、一心不乱に土を耕す。

（あの娘こ、ずっとこっち見てるな……）

　俺おれのそんな作業を、白い髪の少女は遠い木陰からコッソリ覗のぞいていた。

　暇なのか、それとも俺を助けた責任みたいなものを感じているのか。

　それとも、ただ単に珍しいだけなのかもしれない。十二歳の小僧が、どこからともなく材料を出してサバイバルしている様なんて。

　しかし、少女は、決してそれ以上近づいてくることはないし、俺から接触しようとすると逃げてしまう。なんとかしたいのだけれど、どうしたものか。




　そんな日が何日か続いた。

　巨大樹の周りの畑を一通り耕し終えた俺は、「開拓村」から持ってきた種芋を植えた。

　実際にこれが実るのはずっと先だろうが、悲しい話、現状ここから出る手立てがない。さすがに死ぬまでここにいるつもりもないが、できることからやっていくしかない。

　白い髪の少女は俺が眠っている間にやってきて、こっそりと毎晩果物を差し入れてくれた。果物は二種類あって、最初の日に食べたミカンみたいなのと、もう一つはバナナだ。正確にはバナナに似た果物。前世のものほど甘くはないが、実がズングリと大きくて種入りだがなかなか食いでがある。俺はそのどちらも村で作付けさせてもらうことにした。

　数が揃そろったからか、どちらもすぐに村に広まった。種からのスタートなので、収穫にはもう少しかかるだろうが、これで食生活もグッと豊かになるだろう。




「そういえば、カイ。これのこと忘れてない？」

「ん？」

　ある日の夕方、一日の仕事を終えてエネルと焼きイモを食べている時。エネルが小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出しつつ言った。

「なんだっけそれ」

「おおっと、まさか本当に忘れているとは……。種だよ！　種！　創造の種！」

「あっ！　ああっ!!」

　忘れてた！　そういえば初めての収穫を達成したときに、エネルから貰もらったんだった。

「これは開拓村では育たないけど、そっちでなら育つはずだよ。今こそ植える時が来たんじゃないか？」

　まさに植える時が来ていた。というか、なんで忘れてたんだ。

　創造の種は、なにか役に立つものが生なるのだという。エネルのザックリとした説明だから出たとこ勝負感は否めないが、現状を打破する力になってくれるに違いない。

　すぐには実らないだろうと思いつつ、さっそく植えてみた。

　っていうか、ほんと頼みます。




　しかし、次の日。

「ゴホ！　ゴッホ！　ゴホゴホェ！　マジかよ！」

　昨夜、創造の種への期待で胸を熱くしながら寝たわけだが、起きたら胸だけでなく全身が熱くなっていた。

（喉のどが痛い！　体の節々も！　なんだかボーッとする！）

　どうやら、ずっとほぼ野外での生活をしてた無理が祟たたったらしい。

　できる範囲で気を付けていたのだが……。

「完全に風邪ひいた……」

　正直、こんなところで病気になるのは死活問題だ。医者なんているわけもなく、自然治癒に頼るにしても環境が悪すぎる。

　助けが全く来ないことで、精神的にも弱気になっていたのかもしれない。

「寒い……」

　自分が自分でないような感覚。体がフワフワしている。体温計がないからわからないが、かなりの高熱が出ているようだ。

　前世で嫌と言うほど慣れ親しんだ「死の感触」がすぐ近くに来ているのを自覚した。

　この島は比較的温暖なようだが、寒暖の差はある。とくに朝方はかなり冷え込む。麻の作業着を重ね着してなんとか乗り切ろうと頑張るも、かなり厳しい状況だ。今は昼間だからいいが、夜になったらどうなってしまうんだろう。

　現状、開拓村にいられる時間は二十四時間中、三時間程度。それを超えると村から弾はじき出され、丸一日能力が使えなくなってしまう。

　だから、できることは己おのれの免疫力に賭かけることだけだった。

　こういう時に、白い髪の少女が持ってきてくれた果物はありがたかった。

　あとは、水をなるべく多めに飲んで安静にしておくより他にない。

（ただの風邪ならいいけど……。変な風土病とかの可能性もあるのか……？　リアルに死ぬ可能性高いぞこれ……）

　頭がボンヤリする。気がつけば外はもうすっかり夜だ。

　手を伸ばせば届きそうな満天の星。煌こう々こうと輝く三つの月が島を明るく照らしている。

（寒い……）

　寒さで目を瞬しばたたくと、月が消えていた。雲に隠れたのかと思ったが、違った。

　逆光で輝く、白い少女の輪郭。

　あの娘こだ。すぐ近くまで来ているらしい。今日も果物を持ってきてくれたのだろうか。

「……死ぬの？」

　少女の震える声。心配……してくれているのだろうか。

（寒い……）

　俺おれは半ば無意識に少女に手を伸ばしていた。誰だれかの助けが必要だった。

　少女はおずおずと俺の手を握ってくれた。

　久々に感じる誰かの体温に、驚くほど心が安らぐのを感じる。

「…………あっ」

　俺は朦もう朧ろうとした意識の中で、その手を引き、抱き寄せた。少女の声が漏れる。

　少女は俺と同じくらいの体格だが、驚くほど素直に俺の胸の中に収まった。

（あたたかい……）

　耐えきれないほど寒かった。そして、少女は温かかった。

　熱に浮かされた頭で思う。拒絶されたら、もう俺はこの寒さに抗あらがえず死ぬだろう。そういう漠然とした手触りがあった。

　──そして、少女は拒絶しなかった。

　俺に抱きすくめられて、しかし何も言わずそのままでいてくれた。

　その夜は俺は、少女の柔らかい温かさによって、驚くほど穏やかに眠ることができた。




　翌朝。

　俺が驚くほどスッキリと目を覚ますと、少女は逃げずにそのまま留とどまってくれていた。

「……あ。おはよう」

「死ななかった……ね。よかった」

「うん。君のおかげ」

　さすがに一晩を共にした照れくささが出てしまう。いや、別に変なことしたわけじゃないけど、抱き合って寝ていたのだ。

「あ……あの」

　少女が、うつむいて何かを言いかける。

「うん？　どうした？」

「その……あなたは、私のこと……怖くない……の？」

「え？　怖くないけど」

「今までの子は……みんな怖がったよ……？」

　今までの子？　俺のほかにも、連れてこられた子どもがいたってことか。

　不安そうな眼まな差ざしを向ける少女の姿を見る。

　絹糸のような白銀の髪。こんな原生林の島では違和感が拭ぬぐえないほど美しい象ぞう牙げ色の肌。飾りというには大きすぎる側頭部から生えた角つの。

（ああ……なるほど）

　白い髪に白い肌。そしてなにより、その角。

　ファーレー教における人類の敵「悪魔」の姿だ。神殿の宗教画にも描かれているこの「悪魔」ってのは、前世におけるお化けみたいな存在とされており、子どもには恐怖の対象になるのかもしれない。まあ、俺おれは見た目通りの子どもじゃないのだけど。

「うーん。むしろ可愛かわいい」

　なにげなくそう口に出すと、少女は「プキョ!?」と変な声を出して動かなくなった。

　褒められ慣れてないにしても、すごい反応の仕方するな。

「だ……大丈夫？」

「────ハッ、あ……えっと。怖くない？」

「あ、うん」

「…………これでも？」

　少女はひとつウンと頷うなずくと、立ち上がり、わざわざ俺のすぐ横に座り直した。

　え、なにこれ。文化？　文化の違いなの？　不意にパーソナルスペース詰められちゃうとドギマギするんですけど！

　恥ずかしくて動けない俺を見て、何を勘違いしたのか少女は驚いた表情で口を開く。

「ほんとに……平気なんだ……。あの……私はアビス……です」

「アビス。いい名前だね。俺はカイ。カイ・ハスクバーナ」

　二人で照れくさくエヘヘと笑って、自己紹介。

　なかなかチャンスを摑つかめずにいたが、ようやく話をすることができた。そういう意味では風邪に感謝というか、不幸中の幸いだった。もう二度とひきたくはないが。

　その後、アビスからいろいろな話を聞いた。

　今までも何度も、俺のように船で連れられてきた少年少女がいたこと。

　アビスはなんとか助けようとしたが、みんなアビスのことを怖がりながら、最後には死んでしまったのだそうだ。アビスはそんなことを何度も繰り返したらしい。

　だから、最初近寄ってこなかったのだ。怖がられたくないから。

「村の大人は誰だれも助けてくれなかったの？」

　アビスを怖がったとしても、大人たちで無む理り矢や理り助けてしまえばなんとかなりそうな気もするけれど、その質問の答えに俺は薄々感づいていた。

「村……？　村って？」

　案の定、アビスが首を傾かしげる。

「集落があるんじゃないのか？　アビスが住んでいるところ」

「ううん。私、ひとりだよ」

　表情を変えずにアビスは言った。

（やっぱりそうだったのか……）

　もう何日もこの島にいるが、一度も煮炊きの煙が上がるのを見ていないし、夜に明かりが点ついているところも見ていない。

　……そもそもアビス以外の人間を見ていない時点で、変だなと思っていたのだ。

「アビスも、祝福の儀式の時に連れてこられたの？」

「ぎしき？　ううん……私は違うよ。この島の生まれだから」

　じゃあ、先住民ってことか。他に誰だれもいないってことは、それなりに事情があるのだろうが、まあ、そのへんは追い追い聞いていけばいいだろう。

（しっかし、角つのがモノホンだったとは）

　最初、飾りだと思っていた角は、直接頭から生えている──本物の角だった。

「亜人」という人間とちょっと違うヒトが存在することは、本で読んで知ってはいたが、角が生えた亜人は本でも見た記憶がない。まあ、実際に存在しているのだから、いるってことなんだろうけど。

　まあ、いずれにせよ、俺おれにとってはたいした問題ではないが。

「じゃあ、アビス。ひとりぼっち同士、友達になってくれる？」

　俺はアビスに手を差し出した。

　アビスは優しい子だ。俺の前に連れられてきた何人もの子ども全員に、同じように怖がられ、仲良くなれず、最終的には何人もの死を看み取とったのだろう。

　そんな中で、人との接触に臆おく病びようになるのは当然だ。それでも、アビスは俺のことを見殺しにはできなくて、手を引いて安全な場所まで連れてきてくれた。夜中に果物をくれた。病気になった自分を助けてくれた。

　アビスは差し出された手をマジマジと見つめて、少し戸惑った表情を見せてから、おずおずと両手で手を握ってくれた。

「これからよろしくね。マスタ」

「マスタ？　カイだよカイ」

「いいの。カイは私のマスタなの」

　どういう意味だかわからないが、いずれ教えてもらえるだろう。




　それが、俺とアビスの出会いだった。

　アビスは俺がまた体調を崩すのではないか心配だといい、いっしょに寝ることになったりしたが、俺の精神年齢はかなり高い。

　いくらアビスが、掛け値なしの美少女で、こんな原始生活のわりに身み綺ぎ麗れいで、髪もツヤツヤで瞳ひとみがキラキラだからって、アビスくらいの少女といっしょに寝たからといってなんということでもなかった。

　ないったらない。





　　　　◇◆◆◆◇






　朝。子ども二人が横になれば一杯になってしまうようなサイズの小屋で目を覚ます。

「マスタ、おはよ」

　まさに鼻先が付くような距離。文字通り目の前にアビスの美しい顔があった。

　いつから起きていたのか、パッチリと開いた大きな瞳には眠気の跡すらない。

「お……おはよう」

　緩く抱きしめあった格好のまま、朝の挨あい拶さつを交わす。

　外は明るいが、まだ朝あさ靄もやに包まれている。

「……マスタ、よく眠れた？　寒くなかった？」

　まばたきもせず、真まっ直すぐに俺おれを見つめてそんなことを言う。

「アビスのおかげでよく眠れたよ。いいお布団を手に入れたな、はっはは」

　照れ隠しでついそんな言い方をしてしまう。

「……うれしい」

　お布団呼ばわりしたのに、嬉うれしそうにはにかむアビス。

　こりゃスレてない野生児ですよ！　俺みたいな都会っ子にゃチョロすぎる！

　将来、悪い男に引っかからないか心配になってしまうな。

　まあ、実際アビスの存在がどれほど救いになっているかわからない。

　お布団は半分冗談だが、なんだかんだ言っても、突然放ほうり込まれた極限的な状況で、不安で寂しかったのだ。いくらエネルたちがいるとはいえ、彼女たちは能力の中の世界の住人。この島にいる間は、ひとりぼっちになってしまう。本当の本当に無人島だったら、もうとっくに心が折れていたかもしれないのだ。

「アビスがいてくれてよかった」

「私も……マスタが来てくれて……生きてくれてうれしい」

　朝っぱらから、とてもホンワカしてしまった。

　──こんな状況だけど、なんだかコレで良かった気がしてきた。

　突然、こんな孤島に連れてこられたこと自体は俺にとって不幸なことだったが、アビスにとっては幸せなことだったんだろうし、誰だれかの喜びになれたのなら素直に嬉しい。

　あの神殿関係者は絶対に許さないが、物事ってのは一面だけから見てもわからないもんだ。少なくとも俺おれは今、少しだけ幸せを感じていた。

　二人でなら、この過か酷こくな状況も乗り切れる。そういう希望が見えてきたからというのも大きかったのだと思う。

　とにかく、こうして俺とアビスの共同生活が始まったのだった。





　　　　◇◆◆◆◇






「じゃあ、ここに植えるよ、アビス」

「うん、マスタ。私、お水持ってくるね」

「助かるよ」

　それから数日、俺とアビスの共同生活は驚くほどうまくいっていた。

　いきなりの同どう棲せい。友達とかいう段階を飛び越してしまった感アリアリだが、単純に二人になったことで作業効率は一気に上がった。簡易的すぎた小屋を、二人で寝られる程度のサイズに拡張するのも簡単だったし、畑を広げたり水やりをするのも人手があるだけで格段に楽だった。マンパワーってすごい。

　風邪をひく前に植えた「創造の種」も、小さな芽を出し、順調に成長してきていた。

「なにができるのかな？　穀類なら嬉うれしいんだけど」

　現在の主食はイモと豆である。

　確かイモや豆を主食にしてる地域は前世でもけっこうあったはあったはずだが、元日本人にはちょっとつらい。せめて小麦が欲しい。米ならベストだが、贅ぜい沢たくは言わない。なんならトウモロコシでもいい。そろそろ他のものを食べたい。

　まあ、実際に欲しているのは味のバリエーション……というかそろそろ肉が食いたい。

　そんな俺の願いを知ってか知らずか、「創造の種」から吹いた小さな芽は、数日のうちにみるみる大きくなっていった。

　そして、さらに数日後には土の中に赤い頭ず巾きんをかぶった人の頭のようなものが……。

「…………ん？」

　土の中に小さい子どもが実った。

　子ども……妖よう精せいと言ってもいい。目を閉じているが、ちょっと可愛かわいい感じの……。

「なぜに……なんでなんだ……」

　何を言ってるのかわからないと思うが、俺もわからなかった。

　基本、無表情なアビスがクスリと笑ったくらいだから相当なものだ。

　朝、畑の様子を確認してみたら、土がコンモリと盛り上がり、土から頭だけ出したお子様が植わっているのだ。

「アビス……どうしよう……」

「収穫してみよ？」

「マジかよ、勇気モンだな……」

　これを収穫か……。ちょっと、いやかなり怖いだろ。勇気いるよね。だって頭だけ出した子どもだよ？　可愛かわいいけど、想像していたものと違いすぎて頭が上う手まく働かない。

　てか、これ……ひょっとして食料なのか？

　肉が食いたいと常々思っていたから、創造の種で「食肉」が創造されたって顚てん末まつだったりするの？　グロすぎるでしょ……！

「マスタ、お肉食べたいって言ってたもんね？　私が獲とってきてもよかったけど、これなら食べられそう？　柔らかそうだよ？」

「いやいやいやいや、食べられませんよ、さすがにこれは」

　アビスが前に食べられそうな獣を獲ってこようか？と言ってくれたことがあったが、俺おれはそれを断った。アビスは獣を食べるために獲ったことがないというし、こんな女の子があのモンスターどもと戦えるわけがない。

　狩りは、もう少し村が発展して装備が整ったら一緒に行けばいい。

「……まあ、でも実際掘り出してみなきゃわからないか。これで首だけだったら怖いな」

　赤頭ず巾きん君は眠っているように目を閉じている。食肉用にするには、いろいろ心理的なハードルが高すぎる……などと考えながら、土を掘っていく。そして、その全容が明らかになる──

「思ったより、体は小さかったね。服も着てるし、上はハダカンボだけど」

「ああ……まさかの二頭身」

　コロコロとしたコビトだ、等身が低くコミカルな印象の戦士という感じである。

　そう。これは戦士だ。なぜか直感がそう告げている。

　見た目が戦士っぽいわけではないが、第六感というやつか。……いや、多分『祝福の能力』の一部だからだろう。このなんとなく理解できる感じは。

「…………オサ！　オサ！」

　戦士（仮かり）がいきなり目をカッと見開いて叫んだ。

「オサ？」

「オサ！　オサ！」

　可愛らしく声を上げながらピョンと立ち上がり、俺に体を擦り付けてきた。

　いきなり懐なつかれている！　しかも、体温高くて暑苦しい！

「こんな種があるなんて、不思議……」

　アビスが他ひ人と事ごとみたいに呟つぶやく。不思議で済ませていいのか、これ。

「はい、待てだ！　待て！　おすわり！」

　なんとなく犬っぽさを感じて戦士に命令すると、「オサ！」と叫んで、素直に従った。
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　よくわからないが、言うことは聞くらしい。

　試しにクワを持たせて畑の開墾を命じると、小さい体なのに想像を超えたパワフルさで、ワッセワッセとクワを振るうではないか。

「マスタ、新しい労働力……だね」

「つまりそういうことらしいな……」

　あとで、エネルに報告してみると、「なるほど君が必要な労働力を『創造』したってわけだね」などと訳知り顔で言われた。

　だがまあ、簡単な命令しか理解できないとはいえ、忠実な部下ができたといえる。

　さしあたっては、畑の開墾を任せることにしよう。





　　　　◇◆◆◆◇






「さて、そろそろ島を探索しようと思うんだが」

　アビスといっしょに暮らすようになって十日。俺おれは何度目かの提案をした。

「外は……あぶないよ？」

「それはわかってるけど」

「マスタ、必要なものなら私が探してくるから……」

「気持ちはありがたいけどさ」

「魔物もたくさんいるから……ね？」

　とまあ、こんな調子で、なぜかアビスは俺おれに外に出て欲しくないようだ。

　単純に守り切れないからと考えているのだろうか。なぜだかアビスは襲われないようだが、俺は違うから。

　アビスはあまり喜怒哀楽が大きいほうじゃないが、一緒に暮らしていて、毎日楽しそうだ。アビスにとって俺は、ずっと一人きりで生活してたところにやっとできた仲間なのだ。過保護にしたいという気持ちはわからないでもない。

「じゃあ、アビスがなんでモンスターに襲われないのか、秘ひ訣けつを教えてくれれば」

「そ、それは……ひみつだから……」

　なぜかそこは教えてくれないのだ。モンスターの脅威さえなければ、どうにでもなるんだがなぁ……。まあ、まだ出会ったばかりだ。俺も「開拓村」のことは話したが（いまいちピンと来ていないようだった）、アラミラのことは話していない。

　互いのことをもっと知るには時間が必要なのだろう。だが、今の俺にはそんな悠長なことをしている余裕はない。

「アビス。ほんのちょっと、すぐそこまででいいんだよ。戦士君だっているし、俺には能力もある」

「パッと消える能力は凄すごいけど、急に襲われたらあぶないし……」

「戦士君も連れてくからさ。最近はモンスターあんまり見かけないし、大丈夫だって」

　とにかく、島の探索が必要だった。

　アビスはけなげに食料を探して持ってきてくれるが、ずっとアビスに頼り切って生きるわけにもいかない。しかも、アビスは食材のチョイスが微妙で、なぜかフルーツばかりを持ってくるのだ。フルーツ自体はありがたいが、島にはもっといろんな資源があるはず。

　アビスの話を聞いた感じでは、助けが来る可能性もないだろう。

　ならば、次のことを考えて行動していくしかないのだ。

　島のことを知り、島の中のいろいろな資材を手に入れれば、「開拓村」に卸せる。「開拓村」の繁栄は、即すなわち自分自身の生存確率を上げることにも繫つながる。村のレベルアップの上限、つまり「発展」の上限はわからないが、船はおろか、飛行機の製造にまで辿たどり着つく可能性だってある。

　そういうのを抜きに開拓村のレベルを上げたいというゲーマー魂が疼うずくというのもあるが、今はまだレベルは４止まり。キリのいいレベル５まで上げたい。欲を言えばレベル10まで上げたいのだ。

　島の資材を取ってくるのは戦士君にまかせてみるという手もあったが、モンスターに襲われた場合、丸腰の戦士君一体では到底生き残れそうもない。貴重な労働力を簡単に失うような手段を取るのははばかられた。

　けれど、結界（樹きの周りにモンスターが近付けないところから命名）の周りだけでなんとかしようというのも無理な話なのだ。

　現状をどうにかしないと、どうにもならない。




　──結局、アビスをなんとか説き伏せ、結界の外に出ることにした。

　その代わり、アビスの言うことを聞くのが条件だ。まあ、俺おれはジャングル初心者。先輩の言うことを聞くのは当然というものだろう。

「マスタ、毒のある植物もあるから、あんまり無む闇やみに近づいたらダメ」

「マジか。じゃあ、戦士君に行ってもらおう」

　エネル曰いわく、人間よりも相当に頑丈らしいから、少しの毒なら大丈夫だろう。

「オサ！」

　俺とアビスと戦士君の三人で、結界の外を散策していく。

　意味があるかわからないが、武器として石器の斧おのを携行してみた。

　戦士君はそれなりに大きい石いし斧おのを持てたので、案外戦闘力として期待できるかもしれない。まあ、モンスターに会わないのが一番良いいのだけど。

「毒も心配だけど、虫刺されも怖いな……。そのへん、アビスは大丈夫なの？」

「私は平気。マスタは最大限警戒して」

「なんで平気なんだ……」

　アビスは平気な顔して、戦士君といっしょにどんどん森の奥に入って果物なんかをゲットしてくる。野生児と言ってしまえばそれまでだが、そういう感じでもないんだよなぁ。

　お風呂にだって入ってないはずなのに、いつだって髪も肌もピカピカだし、服も汚れたところを見たことがない。こっそり手入れしているのかもしれないが……。

「しかし、やっぱり前住んでた街の周りとは全然違うな」

　島の植生は俺がいた街のものとはかなり違っており、よくわからない植物だらけである。

　それでも、使えそうな植物は根っこごと引き抜き、回収していく。実が生なっている木は枝を折って回収。持ちきれなくなったら、開拓村に入りエネルへ渡していった。

「思ったよりモンスター出ないもんだな、アビス」

「……多分、マスタの存在をみんなが知らないだけ。見つかったら襲ってくる……よ」

「そうなの？」

　巨樹のところで生活してるのは目立つはずだがな。結界があるとモンスターの目からは見えなくなるのだろうか。

「そう。マスタは美お味いしそうだから」

　アビスが不穏な言葉を口にする。

「俺おれ、美お味いしそうなのか……？」

「うん。間違いない……ね」

　うんまあ、人間の子どもなんて筋量も少ないし美味しいかもしれない。生きたまま食べられるのは、考えただけでゾッとするが、野生の世界ってそういうものだ。

「まあ、後は戻るだけだし、もう今日は大丈夫っぽいな」

「オサ！」

　戦士君が元気よく返事してくれる。最初、意思疎通できるのか不安になったが、言葉は喋しやべらないものの、一方的な命令はだいたい通じるから不便はない。

「オサ！　オサ！」

「ん？」

　戦士君が、急にぴょんぴょんとジャンプして可愛かわいさアピールを──違った。戦士君が指さす茂みの中から──

「マスタ！　危ない！」

　アビスが叫ぶ声が聞こえた時には、状況を認識してスキルを使用。『てのひら開拓村』と叫び、開拓村への避難を完了していた。

　茂みから巨大な、丸太みたいな太さの蛇へびが姿を現したのだ。あのまま立っていたら、丸まる吞のみにされていただろう。

「ビビった……。爬は虫ちゆう類るいが苦手ってこともないが、サイズが想定外過ぎる」

　蛇は自分よりも大きいサイズの動物でも丸吞みにするという。あのサイズの蛇では、サイくらいの生き物でも飲み込むに違いない。俺など軽くひと飲みだ。

「どうしたんだい？　もう新しい素材はなさそう？」

　事情を知らないエネルがやってくる。

　エネルは島で得られた大量の新素材に狂喜乱舞し、開拓民に素材を分け与えて、なにやら指示を出すのに忙しそうだったが、まだ新しい素材は欲しいようだ。

「いや、ちょっとモンスターが飛び出してきたんで逃げてきた」

「モンスター！　大丈夫だったのかい？」

「俺は大丈夫だったけど──」

　言いかけて、ここにいるのが俺一人だということに気がつく。

　アビスが蛇に丸吞みにされている姿を想像し、背中が冷たくなる。

「ごめん、エネル！　戻るよ。なんで自分だけ逃げてきちゃってんだ俺は！」

　急いでスキルを解除し、現実世界へ戻る。

　自分が戻ったからといって、何がどうなるという事もないかもしれない。だが、女の子一人だけを残して（戦士君もいたが）モンスターから逃げ出すというのは、どうなんだ。

「アビス！」

　現実世界に帰還し、急いでアビスを探す。

　モンスターは見当たらず、近くにいた戦士君が「オサ！」と嬉うれしそうにする。

「アビスは……」

　まさか、蛇へびに丸まる吞のみされた……？

「どしたのマスタ？」

　後ろから声がして振り向くと、丸吞みどころか、なんの変化も見当たらないアビスがそこにいた。

「アビス！　あのモンスターは？　大丈夫だったのか？」

「うん。もういなくなった」

「そ……そっかぁ。よかった……」

　やっぱりモンスターは心底アビスに興味がないらしい。

　戦士君にも興味がないってのは、少し意外だったが、元が種だし肉食動物の琴線に触れないのかもしれない。カテゴリーとしては、野菜の仲間というか……。

「ごめんなアビス。俺おれだけ逃げちゃって。怖くなかった？」

「……平気。それよりマスタがちゃんと逃げてくれてよかった。マスタは死んだら終わりだもん」

「それはアビスだって同じだろ……」

　もともとアビスは一人でこの島に住んでいたそうだし、モンスターに襲われないというのも真実なのだろう。だが、一人で逃げてしまったことに俺は罪悪感を感じていた。

　開拓村は完全なる安全圏ではあるが、自分だけしか入れない場所でもある。

　そして、入っている間、外がどうなっているのかわからないのだ。

　これじゃあ待避所として最適とはいえない。

　モンスターに対抗する手段は、別の道をちゃんと考えなければ。




　探索を終え、帰りの道。

　今日の探索そのものは大成功だったと言えるだろう。

　島と一口に言ってもいろいろある中で、これだけ植生の豊かな島に捨てられたことは、不幸中の幸いというやつだったかもしれない。島そのものの面積も広いようで、まだまだ全然探索しきれていないし、未探索の箇所では、新しい素材も多く見つかるはずだ。

「……もっとちゃんと探索するには、戦闘力が必ひつ須すだな」

　そんな独り言をこぼしてしまう。

　とにかくモンスターに対抗できなきゃ始まらない。あるいは、アビスからモンスター除よけの秘密を聞き出すか……だが、アビスは教えてくれそうもない。やはり、モンスターに対抗する方法を見つけるのが現実的だろう。

　戦士をもっと増やすか。武器を手に入れるか。それとも俺おれ自身が強くなるか。

「現実的なのは、やっぱり戦士なのかな」

　隣をポックポックと歩く、戦士君を見る。

　体格は十二歳の俺と比べてもまだ小さい。だが、とても身軽で力も強い。

　人数をそろえて、ちゃんとした武器を持たせれば、それなりの戦闘力になるだろう。

　今は大きい石いし斧おのを担いでいるし、これなら相当に重い武器でも扱うことができるはず。

「戦士君の戦闘力を上げるには武器が必要だし、武器を手に入れるには開拓村を育てなきゃならない。その開拓村を育てるには島を探索して新しい素材を手に入れなきゃだけど、探索するには戦士の戦闘力を上げなきゃだし……」

　堂々巡りに入り込む。このままでは何も解決できない。

　それでも、今日の探索でかなり村に物を持ち込むことができたのは良かった。急激な発展とは行かないだろうが、村もそれなりにはレベルアップするだろう。

　そうすれば、創造の種が貰もらえるだろうし、種で戦士が生まれれば戦力が増す。武器は鉄器が欲しいが、贅ぜい沢たくは言えない。最悪、石器でもなんとかできるよう創意工夫しないと。

　そんなことを考えながら歩いていると、ふと地面に影が落ちた。

　ふと顔を上げようとして──

「マスタ！」

　アビスが切迫した声と共に前を歩いていた俺をドンと押した。

　俺はゴロゴロと地面を転がりながら、さっきまで自分がいた場所になにか巨大な物体が地響きを立てて降り立ったのを、突き刺すような気配で悟った。

　立ち上がりざま、見る。

「……マジかよ」

　そこには、上空から飛来した見たこともないような巨大な鳥がいた。地面に鋭するどい爪つめを突き立て、不服そうにクゥルルと喉のどを鳴らしている。

　もしアビスに助けられなかったら、あの爪に串くし刺ざしにされていただろう。

「マスタ！　はやく逃げて！」

　鳥がギョロリとこちらに顔を向ける。

　デカい鳥だ。鳥というより恐竜と言ったほうがシックリ来るかもしれない。体高だけでも三メートルはあるだろう。

　クチバシも爪もやたらとデカく鋭い。攻撃を食らえばひとたまりもないだろう。

　一方俺が持っている武器らしい武器といえば石斧だけ。

「マスター！」

　アビスが焦ったように叫ぶ。冷静沈着なアビスにしては珍しい。

　開拓村に逃げることも考えたが、空を飛ぶ相手である以上逃げるのは難しいだろう。

　ここで倒す必要がある。戦うしかない！

「アビス！　とにかく結界まで走れ！　俺おれと戦士君はいいから！」

　巨大と言っても鳥は鳥。地上での戦闘力は決して高くないだろう。

　なにせ、これだけのデカさだ。パワーは凄すごかろうが、動きは鈍重だ。

　実際、鳥はモタモタと方向転換を始め、機敏さは感じない。だが、襲撃に失敗したから空に帰るという雰囲気でもない。人間なんてほとんど見たことがないだろうから、無抵抗な小動物だと思っているに違いない。

「戦士君は、石いし斧おので攻撃！　足を狙ねらえ！」

　体格差的に足しか狙えないだろうが、当たればダメージは入るだろう。モンスターがどの程度痛みに耐性があるかは不明だが、やれる範囲でやるしかない。

「オサ！」

　戦士君一号が跳ねるように移動して、巨鳥を攪かく乱らんしながらチクチクと足を攻撃する。

　ギャッギャッ！　と耳をつんざく程の声量で鳥が鳴き、バタバタと足を叩たたかれるのを嫌がる。戦士君も持ち前の運動神経で、なんとか爪つめやクチバシによる攻撃を避よけている。

「マスタッ、どうして逃げないの!?　私は大丈夫だって言ってるのに！」

「アビスや戦士君を残して逃げないさ。それに鳥が相手なら戦い方がある。大丈夫だから、アビスは逃げて」

　アビスを逃がすように遠ざけ、俺は開拓村へ移動。逃げるためではなく、武器を手に入れるためだ。異世界などというファンタジー世界に来たからか、武器といえば剣や槍やりと思い込んでいたが、動物相手ならもっと効率が良いいものがあった。

「エネル！　火だ！　火をくれ！　あと麻布もあるだけ！」

「なんだい、ヤブから棒に」

「魔物退治に使うんだよ！　早く」

　エネルはいつも火を焚たいて、なにかしらを調理して食べているので、火はすぐ手に入った。長めの木材の先端に麻布を何重にも巻き付け、火を付ける。

「同じのたくさん用意しておいて！」

　火の付いた枝を持ち、能力を解除し、恐怖心を押し殺して巨大鳥へ走る。

　今は戦士君に気を取られて、ドタドタと下手なダンスみたいな攻撃を繰り出している。

　俺は後ろから近づき、地面に付きそうなくらい伸びた尾羽に火を近付けた。

　だが、よく動くせいか、思ったように火が点つかない。

　こっちにはまだ気が付いていないようだが、気を抜くと踏まれそうで怖い。こんなのに踏まれたら一発で昇天してしまう。

（くそっ！　動くな動くなよ！）

　一本目の枝は火が消えてしまった。すぐさま二本目を開拓村から持ち出す。

　二本目、三本目、四本目──

「よしっ！　点ついた！」

　尾羽にボウッと火が燃え移り、黒い煙を出しながら炎が大きく広がっていく。

　一度火が点いてしまえば、その巨大な体に見合った大きな羽は、燃料としては抜群。

　あっというまに炎に包まれ、巨大鳥はギャッギャギャッーと猛烈な鳴き声を出した。

「逃げるぞ！　戦士君は無事かッ!?」

「オッ、オサ！」

　戦士君も無傷ではなく、爪つめにやられたのであろう切り傷が痛々しい。

　だが無事で良かった。もう巨鳥は火だるまだ。これなら逃げられる。

「走れ！」

　戦士君が走り出したのを確認し、俺おれも逃げ出した。

　後ろからは、巨鳥のすさまじい断末魔の声が聞こえてきている。

「アビス！」

　アビスはまだ逃げずに、少し離れたところで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　火を見るのが怖い……というわけでもないだろうが、様子が変だ。

　だが、今は逃げなきゃ。

　動けずにいるアビスの手を取り、走りだそうとした、その時──

　ギャッギャギャー！とひときわ激しい叫び声が響き渡った。

　思わず振り返ると、巨鳥が炎をまとった状態で、こちらに全力で向かってくるではないか。それは魔物の本能なのか、それとも狂気に駆られた行動か。

　向こうのほうが歩幅が大きいぶん脚が速く、このまま逃げられるかどうかはわからない。

「とにかく逃げよう！　追いつかれたら、また戦えばいい！」

　アビスの手を引き走ろうとするが、アビスはスルッと俺の手を抜けた。

「少し…………離れててマスタ」

　アビスが毅き然ぜんとした態度で、一歩前に進み出る。

　巨鳥は鈍重ながら、その巨体故に一歩一歩がデカい。距離は五十メートルほどしかない。逃げずにいれば、すぐに追いつかれてしまうだろう。

　いくらアビスがモンスター除よけの能力（？）を持ってるにしても、障害となるならば排除されてしまうだろう。

「私が、言わなきゃならない事、言えずにいたから……マスタを危ない目に遭わせた」

「な、なに言ってんだよ！　逃げるんだって！」

　だが、アビスは頑として動かず。

「……私のこと、きらいにならないでね」

　小さく呟つぶやく声が聞こえた。

　──ふと、どこからともなく、バチバチと電気の放電のような音が聞こえてくる。

　音の発生源は……アビスだった。

　アビスの体の表面がバチバチと帯電し、その光がすごい勢いで全身を駆け巡る。

　光の束が何重にもなって、繭のようにアビスの体を包み込む。そのあまりの輝きに目を逸そらした、次の瞬間──

「ア…………アビス…………？」

　アビスがいたはずの場所に、明らかにアビスではない成熟した大人の姿があった。

　黒曜石のように鈍く輝く、拗ねじくれた角つの。輝く白銀の髪。熱情を静せい謐ひつの中に閉じ込めたような、複雑に輝く黄金色の瞳ひとみ。スラリと伸びた長い脚。メリハリのある肉感的な体。

　それは、アビスであってアビスではなかった。

　……まるで、アビスがあと十年も成長すればこうなるんじゃないか、そう思わせるような姿──

　その女性は、こちらにチラリと振り返り寂しげに微笑ほほえんだ。




「クギャッー！」

　巨鳥が出した金切り声で現実に戻ってくる。

「アビス！」
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「だいじょうぶ」

　アビスが少し大人びた声で答える。

　そして、ちょっとそこにあるものを取ろうかってくらいの軽い動作で、右手を前に突き出した。またバチバチと体から電気が発生しスパークする。

「ほろびなさい！」

　言葉と共に、アビスの右手から一条の光が放たれ、轟ごう音おんと共に燃える巨鳥にぶち当たった。クチバシから入った光が、巨鳥の体を破壊しながら突き抜ける。

　たった一撃で、巨鳥は完全に動きを止めた。その瞳ひとみは真っ白に濁り、光を失っている。

　そして、そのまま地響きを立てその場に崩れ落ちた。

「…………ま、魔法か」

　半ば呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　初めて見た。自らの肉体から超常の現象を起こす、奇跡の繰り手。

　──つまりアビスは魔法使いだったのか。

　魔法使いってのは、この世界の特級戦力である。

　ほとんど遺伝によってその能力を受け継いできた連中で、平民にはほとんど存在しない。皆無と言ってもいいだろう。

　特に女性の魔法使いは、文字通り唯一「魔法使い」を産める存在であるため（男性の魔法使いにはその因子がない）、全員が貴族だ。

　突然のことに驚いたが、これでアビスがこの島で生き抜けていた理由がわかった。

　魔法使いは祝福者とは違い、明確な攻撃能力を有する。俺おれも初めて見るがこれほどのものだとは思わなかった。

　なぜ秘密にしていたのかは不明だが、なにか特殊な事情があるということなのだろう。

　というか、魔法使いって変身するんだな。さすがの俺も知らなかったよ！




　アビスは、俺に背を向けた格好のまま。何も言わずに立ち尽くしている。

　その背中に声を掛けるのは、なんとなくはばかられたが、ずっとこうしていても仕方がない。

「マスター」

　アビスがおもむろに振り返り云いう。

　その角つの。その顔。その服。確かに間違いなくアビスだ。

　ものすごーく、いろいろ成長してるが、アビスに間違いない。

　だが、さすがにこの成長ぶりには俺もドギマギしてしまう。

「マスター……あの……」

「すごいな、アビスは魔法使いだったんだな！」

　言いい淀よどむアビスに、俺おれは努めて明るく話しかけた。

　というか、実際興奮していた。

　魔法使いなんて、本の中でしか見たことがなかったし、俺自身も魔法の才能はなかった。

　興奮するなというのが無理がある。

「……マスター、聞いて。私、魔法使いだけど……魔法使いじゃないの」

　目を閉じて、静かに答えるアビス。

「そうなの……？」

「マスター……カイ……。私が何者でも嫌いにならないでいられる？　ずっと、そばに置いてくれる？」

　アビスが一歩だけ前に出て言う。

　縋すがるような目で真まっ直すぐ俺を見つめている。風が吹いて白銀の髪が揺れる。

　突然、そんなことを訊きかれて、驚かなかったと言えば噓うそになる。

　アビスとは朗らかに過ごしていたし、二人の関係に特別疑問を感じたこともなかったからだ。ひとりぼっち同士がいっしょにいることに、なんの不自然もなかった。

　だけど、訊かれたなら真しん摯しに答えてあげたかった。

「……嫌いになんて絶対にならないし、ずっとそばにいて欲しいよ」

　俺はアビスの輝く黄金色の瞳ひとみを真っ直ぐ見つめて答えた。

　今更なにがあろうが放ほうり出したり嫌いになったりするはずがない。そうでなくても、アビスは命の恩人だ。アビスのために命を懸けたとしても、惜しくない。愛とか恋とかじゃなく、ただ素直にそう思う。

　少しの照れくささで頭をかきながら、俺はアビスに歩み寄って、その手を取った。

「大丈夫だよ。アビスはアビスだろ」

「信じてもいいの……？」

　アビスはまだなにかを不安がっていた。

「マスタ……。私……噓ついてた」

　とつとつと語り出すアビス。それは確かに『秘密』だった。

「……私、人間じゃないの。私の正体は……ずっとずっと……ずぅっと昔に作られた戦闘人形。『レプリカント・アビス』それが私の本当の名前」

「レプリカント……？」

「……かつて、天才とうたわれた『アビス』という名前の魔法使いを模して作られた人造人間レプリカント。魔力だけを糧かてに生き、無限の命を生きる道具」

　悲ひ愴そうな表情を浮かべ、半ば捨て鉢に告白するアビス。

「無限の命って……じゃあ、アビスはもうずっと何百年もこの島に？」

「……ううん。私が作られたのは一〇〇〇年以上前のはず……なんだけど、私が起動したのは今から五十八年前。なんで急に起動したのかは……わかんないの」

「……なるほど」

　アビスが人造人間だったというなら、いろいろ合点がいく。

　アビスはほとんど食べるということをしなかったし、食欲自体も薄かった。トイレに行くところも見たことないし、そもそもこんな原始生活なのに汚れ知らず過ぎた。

　しかし、かつて進んだ文明があったというのは、お伽とぎ噺ばなしでは聞いたことがあったけど、まさかそこまで発展していたとは。

「……あ、あのマスタ。気持ち悪くないの……？　私……、この見た目で悪魔だって言われて……みんな死んじゃって……。本当に、私……人間じゃないし……」

　どう言葉を掛けるのがいいか、人生経験が貧困な俺おれにはわからなかった。

　だが、人生経験がないのはアビスだって同じだ。変に小細工する必要はない。ストレートでいい。俺たちは二人とも、子どもなんだから。

「アビス、ありがとな。秘密を教えてくれたことも嬉うれしかったし、あの魔物から助けてくれたことも嬉しかった。気持ち悪いなんて、思うはずがないだろ。……アビスは綺き麗れいだ」

「マスタ……！」

　アビスは、パァッと表情を輝かせた。

　まあ、実際……元日本人の俺にとって、アンドロイド少女はほとんどご褒美以外の何ものでもないわけで、すべて本音だ。

「だから、変に気にする必要ないよ。ちょっと種族が違うくらいのもんだろ、実際……。というか、元になった人間がいるなら、ほとんど人間なんじゃないか？」

　どういう製造方法をしてるのかはわからないが、アビスは実際、ほとんど人間と変わらない。むしろ良いい意味で、バージョンアップした人間というか、超人というか。

「うん、体の作りそのものは人間と変わらないの。だけど、組織は全部人工のもの……私の体は、目に見えないほど小さい機械がたくさん集まってできてるの……。だから、こうして、体を急におっきくできたりするんだ」

　ナノマシンとかいうやつだろうか？　ゲームだか小説だかで読んだ記憶があるな。

「……そ、それでね。私、一人では生きられないの。自分だけでは生き方がわからなくて、なにしたらいいのか全然わかんなくて……。でも……ずっと一人だったから……」

　つっかえつっかえ話すアビス。

　その姿は人間そのもの。例えば、アンドロイドやらオートマタの物語では、「感情」があるかないかが必ず主題に上がるものだが、アビスにはどう見ても感情がある。

　確かに、感情豊かという感じではないが、感情の存在そのものは疑いようがない。

「だから、ね、私……勝手に自分で決めちゃったの。二人であの夜を越えた日に。この人に私のご主人様マスターになってもらおうって。いっしょに生きてもらおうって」

「……だから、マスタって呼んでたのか」

「ちゃんと説明できなくて……ごめんなさい。……今からでも、遅くないなら……その……私のマスターになって……くれませんか？」

　まあ正直、アビスが普通の人間だったなら微妙な話だ。普通に対等の関係でいいと思うし、そうあるべきだろう。

　だが、アビスは普通どころか、人間ですらないのだ。一人では生きられないというのは、「一人で好きに生きる」という能力を持たされていないからだろう。あるいは、これから世界を知ることで、やりたいことが生まれてくるのか──いずれにせよ、そうなるまで手助けしてやらなければならない。

（ある意味、今日が一番前世の知識に助けられた場面かもしれない）

　前世がなかったら、俺おれはアビスを怖がり遠ざけていたかもしれないし、アビスが言うこともほとんど理解できなかっただろう。祝福を与えたもう神に寄り添い生きる平均的異世界人に、「人造人間レプリカント」なんて理解できるはずないもんな。

　だから、俺はこう答えた。

「じゃあアビスは今日から俺のものだ！」

「はっ、はい！　ふつつかものですが、よろしくお願いします、マスタ！」




　こうして、俺とアビスは主従となった。

　……さすがに、いきなり「俺のもの宣言」は、ちょっと調子こきすぎたかもしれない。





　　　　◇◆◆◆◇






「オサ！」

　ついアビスと話し込んでしまったからか、戦士君が声をあげた。まだ安全圏じゃないのに立ち話ってのも気が緩んでいたかもしれない。

　戦士君の巨鳥との戦闘のケガが心配だったが、思ったよりも軽そうだ。というか、切り傷はあるが血は出ていない。

「オサ！　オサ！」

「ん？」

　戦士君がなにかアピールしてくる──と思ったら、シュルシュルと縮小していき、種の状態にまで戻ってしまった。

「うわー！　戦士君が死んだ！」

　俺はついそう叫び、種を回収してエネルのところに相談しに行ってしまったが、エネルによると戦士君は一定以上のダメージを受けると、この状態に戻るのだそうだ。種状態はいわば休眠モードでしばらく動くことができないらしい。

　なんにせよ死んだわけではないようで、ホッとした。

　俺おれは開拓村から出て、アビスに事情を説明した。アビスも戦士君が無事と分かり安あん堵どの表情を浮かべた。

「戦士君はしばらくすると戻るらしいし、とりあえず、あのデカブツを回収しよう」

「家まで運ぶの？」

　アビスはもういつもの少女の姿に戻っている。大人の姿になるのは戦闘モードで、ずっとその姿でいるのは落ち着かないのだそうだ。特にこっちが省エネとかいうのはないらしいが、俺としても少女の姿でいてくれたほうが落ち着く。

「いや、開拓村に運ぶ」

　アビスの魔法で死んだ巨大な鳥の死し骸がいに触りながら、『てのひら開拓村』と唱え、開拓村へ移動する。

　これだけの量の動物性タンパク質は初入荷だ。街に住んでいた頃は、エネルのオヤツになる程度の肉しか持ち込んだことなかったし。

　肉以外にも、クチバシやら爪つめやら使えそうな素材も多い。羽根がほとんど燃え尽きてしまったのは少し残念だが。




「パンパカパーン！　カイ、おめでとう！　レベルアップです！」

　開拓村に入ったと同時に、エネルが大げさに両手を挙げて歓声を上げながらやってきた。

　一番最初のレベルアップの時は、どこからか声が聞こえてレベルアップを伝えてきたが、エネルが来てからは彼女が教えてくれるようになった。

「これで、やっとレベル５だね。五の倍数が一つの山だから」

「やっぱなんかあるのか？」

「正式に『開拓村』になるよ。今までは、せいぜい集落だったけど、これからは最低限だけど村ってことになる」

「マジでか！」

　早速、立て札を確認してみる。


　──────────────────────



　☆☆☆　てのひら開拓村　☆☆☆

　おめでとうございます！

　ついに『開拓村』になりました！

『ゲスト』の機能が解放されます！




　現在のレベルは　５　です。

　村には名前がありません。開拓度は『開拓村』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　総人口六十人達成


　──────────────────────



「エネル！『ゲスト』の機能の解放だって！　なにそれ？」

「うん。これからは村に人を連れてくることができるよ」

「人を！」

　妹で試してダメだったから諦あきらめてたが、まさかレベルアップで機能追加があるとはな。

「カイがいる間しか人は村にいられないけど、手を繫つなぎながらスキルを使えば一緒に入ってこれるはずだよ。つまりお客さんだね」

「じゃあ、ちょっとアビス連れてきてみる。この鳥は素材とか食材として持ってって」

「わぁお！　大物だね。これは御ご馳ち走そうだな！」

　巨大な鳥に喜ぶエネルを横目に、いちど能力を解除する。

「あ、おかえりマスタ」

「ああ。ちょっと、能力のことで話がある。とりあえず家まで戻ろう」

「うん！」

　小走りで家がある巨樹の下まで戻る。幸運にも、その間モンスターは現れなかった。




「さて、アビスには俺おれの能力のこと、詳しく話してなかったね」

「うん。神様から貰もらった力だって聞いてたけど、それ以外は知らない」

「じゃあ、とりあえずその辺から話すよ」

　話すといっても、それほどたいした話じゃない。祝福やアラミラの話。あとは能力である開拓村のことを話すだけだ。アビスはふんふんと聞いていたが、祝福のところで引っかかった。アビスの知る知識では「祝福」というのは存在しないらしい。しかも、魔法は誰だれでも才能の差こそあれ使えたはずだというのだ。

　まあ、アビスの時代からは一〇〇〇年も経たっているのだし、その間にいろいろあったのだろう。祝福だって、案外この一〇〇〇年の間に「発見」されたものなのかもしれない。なにせ、「神の名前」を知らなければ恩おん寵ちようを授かることはできないんだからな。

「じゃあ、その開拓村？からマスタはいろいろ持ってきていたの？」

「そうだよ。そんで、さっき能力が拡張されて、俺以外の人も入れるようになったらしいからさ。アビスにも俺の村を見て貰おうかと思って」

「行けるの？　行ってみたい！」

　うきうきと楽しそうなアビス。

　考えてみたら、ずっとこの島で暮らしてたアビスにしたら、初めての「外」ということになるのかもしれない。まあ、目新しいものなんて……あるか。村人もいるし、エルフのエネルもいる。

　俺おれはアビスの手を握り、『てのひら開拓村』と唱えた。

　瞬間的に視界が切り替わる。まさしく瞬間移動だ。

「ここが開拓村だよ、アビス」

　握った手の感覚はそのまま。確かにいっしょに村へ移動できるようだ。

　俺の隣にはアビスがいる。俺に気付いたエネルが、こっちに歩いてくる。

「……？　どうした、アビス？　驚いて声も出ない？」

　アビスからなんのリアクションもない。隣を見ると、アビスの様子がおかしい。

「……アビス？」

「あ…………マスタ…………。こ、ここ、ま……魔力が……」

　アビスはそのままヘナヘナと倒れてしまった。

　魔力？　魔力がどうしたっていうんだ!?

「カイ、とりあえず一度その子は外に出したほうが良さそうだよ。この世界は、君の世界ではあるが、誰だれにとっても住み良い世界というわけじゃないんだ」

「エネル……。そうだな、そうする。大丈夫だといいけど」

　俺はアビスの手を握り、能力を解除した。

　まさか、こんなことになるとは……全く想定していなかった。




　能力を解除して、ぐったりしているアビスを見ると、目をパチクリさせてそのまますぐにスックと立ち上がるではないか。

「だ、大丈夫なのか!?」

「うん……なんだろ、大丈夫。びっくりした……」

　ビックリしたのはこっちだよ！　という言葉は飲み込んで、事情を訊きく。

「あのね、私……人間じゃないから、食べ物から生きる力を貰もらうんじゃなくて、ほとんど魔力だけで動いてるの。だけど、あの場所は……魔力がほとんどないみたいで……倒れちゃった」

「今はもう平気なのか？」

「うん。別に魔力がなくても死ぬわけじゃないし、ちょっとビックリしちゃっただけというか……。わかっていれば平気だとおもう」

　倒れたのは人造人間であるが故のことだったらしい。

　今はもう立ち上がり元気アピールをしている。人間でいうと、突然おなかが減って動けなくなったような感じだろうか。

　なんにせよ、開拓村とアビスは相性が良くないようだ。色々と見せたかったのだが残念。





　　　　◇◆◆◆◇






「お、おお……。ついに俺おれは肉料理を手に入れた……！」

　アビスと二人のいつもの食卓。

　俺の目の前には脂したたる肉の塊。アビスが倒したモンスターの肉だ。そんなの食べて大丈夫なのか不安だったが、エネルが太鼓判を押してくれたので食べてみることにしたのだ。調理法は、バナナの葉に包んで蒸し焼きにした。

「塩味も付けた……。圧倒的完かん璧ぺき……！」

　塩は海辺の潮しお溜だまりで強引に作った。磯いその海水が溜たまっている場所に、アビスの炎魔法を打ち込み水分を蒸発させて、塩だけを取り出すという力技。

　すべてアビス大明神様のおかげだ。

　まさか、炎の魔法があそこまでの火力を持つとは思ってなかったので、ちょっとビビったが、逆に言えば水くらい簡単に蒸発させられる火力がなきゃ、戦闘用には使えないのかもしれない。火炎放射器とかも、すごい炎吹くもんな……。

　テーブルナイフもないので、肉はかぶりつきだ。そもそも肉の解体自体が石器によるものだし、かなり原始的だ。石器向きの石があったからいいけど、鉄の本格導入をしておかなかったのは、正直かなり後悔している。やはり鉄は文明の基礎なんだと痛感した。

「よし……。いただきます……！」

　肉にかぶりつく。口の中に脂と旨うまみが広がる。久しぶりすぎて、肉ってこんな味だっけ？　という感動すらある。夢中になって、あっという間に食べきってしまった。

「……ふう、ごちそうさま」

「マスタ、美お味いしかった？」

　アビスは俺の隣で、俺が食べているのを見守ってくれていた。

　アンドロイドなアビスは、食事の必要がない。ただ、甘い物は好きなようで、フルーツはたまに食べるんだが、肉には興味がないらしい。

「美味しかったよ。魔物の肉なんて食べて大丈夫なのか、ちょっと不安ではあったけど」




　開拓村のレベルが５に上がってから、一ヶ月が経過していた。

　初めての結界外遠征から、俺の生活環境は激変と言ってもいい進化を遂げている。

　まず、アビスのカミングアウトのおかげで、外の探索がかなり進んだ。確かな戦闘力を持った存在がいるというだけで、安心度が段違いだからだ。

　毎日の採集によって、かなりの素材を開拓村に運び入れることができている。

　島で手に入れた素材で作付けが始まったものは、ミカンとバナナとオリーブの三つ。

　どれも有用だが、特にオリーブが手に入ったのは大きい。

　この島のオリーブは綺き麗れいなエメラルドグリーンのぷっくりとした大きめの実がなる。実自体は渋くて食べられないが（なんらかの処理をすれば食べられそうだが、やり方がわからない）、絞れば油がたくさん取れる。麻からも油は取れると思ったのだが、この世界の麻は（品種の問題なのかもしれないが）油があまり取れなかったのだ。

　まあ、そりゃ異世界なんだし、完全に同じ植物ではなく、あくまで「似た植物」なんだろうから仕方ない部分だろうけど。

　バナナの栽培が始まったのもよかった。バナナは食用としてもいいが、葉っぱが大きく水をはじく為ために、軽い屋根材とか、食器としても使える。調理用としても、素材を蒸し焼きにするのに便利だ。

　ミカンは味がとても良いい。甘みと酸味が強く、食べると元気になった気がしてくる。ビタミンも豊富だろう。正直、これだけのフルーツは街に住んでいた時にも食べたことない。

　たぶん、この島で手に入れたこの三品種は、もともとアビスを作った文明人が品種改良した種だろうと思う。この味の良さで原生種とは思えないからだ。どれくらいの長さ人が住んでいなかったのかはわからないが、アビスが目を覚ました五十数年前にはすでにこんな感じだったというから、大昔の文明人が滅んで（あるいは島を捨てて）から、ずっとこうなのだろう。

　オリーブとミカンとバナナは、島でも栽培を開始した。

　こっちはあんまり意味ないかもしれないが、どっちにしろすぐには島を脱出できないのだ。生活基盤は盤石にしておきたい。

　それ以外では、海水から作った塩、貝や海藻、磯いそにいる小魚やカニや貝なんかの海産物。木の実や少量のハチミツ、野花、キノコ、山菜、ハーブなどを『開拓村』に入荷していた。量が少ないから、残念ながら村で作付けが行われるほどではなかったが、いずれこれらを入荷した影響も見られるようになるだろう。

「……というか、そろそろ脱出のことも考えてもいいかもな」

　食後の白さ湯ゆを飲みながら呟つぶやく。

「マスタ、脱出って……？」

「島から出るんだよ。もちろんアビスもいっしょに」

「出て……どうするの？」

「うーん……とりあえず、家族に無事は伝えたいかな」

　ルキアにも親父おやじにも、別れを告げられなかったから。特にルキアは、俺おれがいなくなってちゃんとやれているのか心配だ。お兄ちゃんっ子だったからな。

「……そっか、マスタには家族……いるんだもんね」

　アビスが小さく呟く。

　おっと、アビスちゃん。アンドロイドとは思えない情緒性の高さだな。

「妹と親父おやじがいるよ。二人とも血のつながりはないんだけどね」

　なんたって捨て子だったからな。

「アビスも家族だよ。ずっといっしょだって言っただろ」

「私も家族……？」

　家族の定義は難しいが、もう俺おれは一生アビスの面倒を見ると決めていた。

　俺にとってアビスがもう大切な存在になっているというのも当然あるが──

　この世界で、アビスのことを理解し偏見を持たずに接することができるやつが、俺以外にどれだけいるというのだろうか。

　悪魔の姿で、人造人間で、女の魔法使いで、変身だってする。食事の必要はなく、歳としも取らない。

　誰だれかといっしょに暮らせば、その特異さは隠しきれるものでもないだろう。

　一人で暮らすか、理解者を得るかの二択。

　そして、その理解者はさしあたり俺以外にない。

　アビスは、小さく「家族……家族……」と呟つぶやいていたが、急にエヘヘと笑って抱きついてきた。

　アビスは精神年齢が低めだからか、嬉うれしい時の感情表現がストレートだ。

　……それにしても、こんな可愛かわいい子が人造人間だってのか。

　過去の文明はあまりにハイレベルすぎるぜ。





　　　　◇◆◆◆◇






　島にやってきてから三ヶ月が経過した。開拓村のレベルは７にまで上がった。

　さすがに、「毎日レベルアップ！」というような急激な成長はしない。

　そもそも、レベル０から１に上がるのにだって、一年もかかったのだ。それを思うと、島に来てからの成長はかなり速いと言える。

　巨大樹の途中の枝まで登り、島を俯ふ瞰かんする。

　この小高い丘に立つ巨大な樹きの上からでも、島の全景はわからないほど広い。

　アビスによると、島はヒョウタン型でかなりの面積があるという。今、探索が終わっているのはヒョウタンの巨大樹がある側……それも半分ちょっとだ。

「さしあたりもっとちゃんと開拓して……、あとは脱出の準備か」

　島の脱出は最終目標だが、実際には超えるべきハードルが高い。

　まず船を作らなければならない。イカダでも大丈夫かもしれないが、陸地までの距離が不明だ。潮の流れもわからないから、その時点で大きな賭かけのようなもの。

「開拓村で船を作れるくらい文明が進めばいけるか……」

　可能性はある。今、開拓村を育てる方向として「海」を作ろうと考えているのだ。

　川は野焼きの実践で生まれた。海も貝殻やら魚やら運んでいれば、そのうちできるだろうと思う。海も近くにある村となれば、成長スピードもさらに上がるはず。内陸部の山奥の村よりは、海沿いのほうが発展しやすいのは歴史が証明しているのだから。

　そうなれば、船の誕生も十分に期待できるのではないだろうか。

「……まあ、その場合、十年くらいはかかっちゃいそうなんだよなぁ……」

　なにせ、鉄がないのだ。木造船で十分とはいえ、鉄なしでどこまでやれるものか。

　製材技術だって石器頼りじゃ限度があるだろうし。

　エネルの話では、鉄そのものは「開拓村を構成する世界」に存在しているとのこと。ということは、村が育てば、交易品として入ってくるかして鉄が村に導入されるはずではある。ただ、それを待っていたら、まさしく十年コースだろう。

「結局……村と島。どっちも開拓していくしかないな！」

　つまりはそういうことなのだ。

　どう生きていくにせよ、村のレベルアップは俺おれ自身の生存率を上げるだろうし、島での生活がすべてのベースになることにも代わりはない。

　最終的には脱出するにせよ、すぐには無理だ。それはここ三ヶ月の生活で嫌と言うほどわかってしまった。

　下を見下ろせば、せっせと畑を耕す戦士君一号の姿が見える。

　少し離れたところでは戦士君二号が畑に水をまいており、戦士君三号はアビスにくっついて散策に出ている。

　この三ヶ月でエネルから創造の種を二つ貰もらっていたのだ。

　俺は、それをすぐに植えた。

　案外、戦士以外のものができるのかもと思ったのだが、結局戦士が実った。だから、今は戦士が全部で三体に増えている。全部戦士かよ！という気持ちも多少はあったが──

「でも、助かってる」

　戦士君たちは本当によく働く。大きめの石なんかを開拓村に運ぶ時も、彼らに頼めばいいし、オリーブの原木を掘り起こした時も、彼がクワを振るってくれた。

　やはり原始生活にはマンパワーは欠かせないのだ。これからの開拓を考えれば、さらに人手は必要になってくるだろう。

「……ちょっとエネルに相談してみるか」

　俺は木から降り、てのひら開拓村を発動した。




「────というわけで、創造の種がもっと欲しいのだけど、なんとかなりませんか」

　のんびり椅い子すに座ってミカンを食べていたエネルに話しかける。

「唐突だな！　それに、なんで敬語なのさ？」

「いや、へりくだったほうが種も出やすいかと思って……」

「そんな事しても出ないよ!?」

　残念。だが、なんとしてでも種は出してもらいたい。

　戦士の数は開拓速度に直結するからな。

「うーん、そうは言ってもね。別に私の一存で種を出したり引っ込めたりできるわけじゃないから……。わかってるだろうけど、私はただの管理人だからね」

「じゃあ、どうやったら手に入るか教えてくれれば。レベルアップすればいいの？」

「それもあるけど……やっぱり、新しい素材とか、村に新しいなにかを呼び込んでくれた時が、生まれやすいかな。こないだの種は、島の新素材をたくさん持ってきてくれたから、生まれたものだしね」

「新素材か……」

　島の探索は続けている。だが、基本的には俺おれがアビスに護衛してもらいながらの行程となり、距離がなかなか稼げない。アビスは強いが、この島は基本的にモンスターの巣だ。複数のモンスターに囲まれたら、アビスといえど無事に済むかどうかわからない。

　アビスは大丈夫だというが、俺の能力は不意打ちに弱いというのもあるし、慎重にならざるを得ない。

「今、村に必要なものは、やっぱり家畜だと思うよ。労働力にもなる大型のやつなら最高かな。牛か馬。そのあたりが手に入ったら、種五個くらい出せると思う」

「家畜か。それって、大人しい野生動物なら問題ない？　今いるの無人島だから、家畜化された動物とか無理なんだけど」

「問題ないよ。どう扱うかは村人たちが決めるだろうから。どちらかと言えば数のほうが大事かな。一頭では村で飼う家畜として定着させるのは難しい」

「じゃあ最低でもペアっていうかツガイで見つける必要があるか」

「そうだね、そうしてくれると助かるよ！」

　正直、見つかるかどうかはわからないが、これだけ広い島だ。モンスターどもだって、なんか食べて生活してるのだろうし、家畜向きの動物の一種類や二種類、いないってこともないだろう。

　さっそく、明日から動物探しに出てみよう。





　　　　◇◆◆◆◇






「マスタ、私だけで探してくるよ？」

　次の日。家畜探しの話を振ったら、アビスはあっけらかんとそう答えた。

　……確かに、アビスだけで行けば危険は少ないだろう。下手に俺おれが付いていったほうが足手まといだ。アビスは戦闘力がありモンスターの捕食対象にもならない。頭の悪いモンスターは襲ってくる場合があるが、そういうのはさほど強くない。

「うーん……」

　安全度でいえば、アビス単体のほうが安全だろう。それは間違いない。

　だが……正直、効率が悪い。

　俺が付いていけば家畜候補の動物を見つけるたびに、開拓村に送ればいいが、アビスでは見つけるたびに動物を連れて戻ってこなければならないし、家畜を生きたまま連れてくるのは大変だろう。家畜がモンスターに襲われるというパターンもある。

　それに……なにより、自分自身で島を探索したい気持ちが強い。自分で見なければわからないことも多いだろうし。

「……やっぱり俺も行くよ。戦闘はアビスに任せるし、戦士君も三人いる。大丈夫だよ」

「うん。じゃあ、いっしょにいこ」

「ずいぶん簡単に折れたな」

「あっちなら、あんまり危なくないから」

「そうなの？」

　アビスによると、このひょうたん島の俺が住んでいる側は多種多様なモンスターがいるが、くびれの向こう側は、なぜかあんまりモンスターがいないらしい。

「ええ、じゃあ向こう側のほうが安全なのか。ならそっちに拠点を移せば──」

「でもあっちは結界がないよ。モンスターもマスタが向こうに引っ越したら食べに来ると思う」

　なるほど。上う手まくいかないもんだ。

「なんで向こうのほうがモンスター少ないんだ？」

「あっちは魔力が少し乱れてるから。気持ち悪くなる。モンスターもいっしょだと思う」

　魔法使いならではの理由だった。

　もし餌えさがないからみたいな理由だったら、探しに行く意味がないからな。

「アビスは向こう行っても大丈夫なのか？」

　開拓村に連れてった時みたいに、倒れられても困る。

「うん。ちょっと魔力の感じ気持ち悪いけど、ぜんぜん平気だよ」

「そっか」

　そんなやりとりをしてから、準備をして出かけることになった。

　今はまだ早朝といっていい時間。日帰りする必要があるので、暗いうちから出発する。

　アビスには最初から戦闘モードの大人の姿になって貰もらい、戦士君たちは全員連れていく。

　かなりの距離を走らなければならないが、この世界に転生してそれなりに毎日鍛えている。ちょっとしたマラソンぐらいは楽勝だ。

「では、出発しよう！　目標は家畜になりそうな動物！」

「おー！」

「オサオサ！」

　さあ、家畜探しに出発だ！




「こうして走ってみると、けっこう気持ちいいな！」

「うん。マスタといっしょならなんでも楽しいよ」

「そっか」

　未開の島を走る。島は全域がジャングルに覆おおわれているわけではなく、草原となっている場所も多い。そういう開けた場所を走っているだけで、けっこうリフレッシュできる。

　隣を併走するアビスを見る。

　大人アビスは、本当にいろいろ大人だ。隣を走っていると、体のある部位が柔らかく揺れて実にけしからん。普段からあのモードだったら、どうにかなってたかもしれない。基本的にアビスは無防備だから。

「オッサ！　オッサ！　オッサ！　オッサ！」

　戦士たちも甲かん高だかい声で掛け声を出しながら走っている。

　島はジャングルみたいな場所もあるが、岩場もあるし、沢もある。もちろん、林になっている所もあるし、ただの草原になっているところもある。

　今日は走りやすい草原を選び、休憩を挟みながらの行程なのでまだ余裕がある。

　もちろん、俺おれもボンヤリ走っているだけじゃない。四方に目を光らせ、家畜になりそうな動物はいないか探してはいる。今のところ発見できていないけど。

「アビス！　向こう側まで、まだかかりそうなのか？」

「まだ、これで半分くらいー！」

　子どもの足とはいえ、二時間くらいは経たつと思うが、これで半分……。

　結界の大樹があるのが、島の端に近い場所だと考えると、端から端まで走って八時間くらいのサイズってことだろうか。想像してたより大きい。

　もちろん島だし、形もいびつだろうけど……。

　結局、モンスターは上う手まく回避しつつ走ったり歩いたりしながら四時間、「ひょうたん型の島」のくびれ部分に到着した。と言っても、くびれ部分が数十メートルしかないほど括くびれているわけじゃない。普通に数百メートル以上ある。ジャングルは途切れ、海にかけて草原になっており、やわらかい風が吹いている。

「なんか……思ったより、こっちはのどかな雰囲気なんだな」

「私も久しぶりに来たけど、変わってない」

　ジャングルを抜けしばらく歩き平原に出た。どうやら中央部分は湿地になっているらしく、水場がいくらか見える。これならなにか動物がいるかもしれない。

「いた……！　群れだ！」

　特になんの障害もなく、家畜になりそうな動物を見つけてしまった。

　水牛のように見える。全部で九頭の群れでのんびり草を食べている。

「アビス、あれわかる？　モンスターって感じではないよな？」

「うん。モンスターなら、こんなとこでノンビリしてないと思う。魔力気持ち悪いから」

「その原因もいずれは見つけたいとこだな」

　まあ、今は水牛だ。角つのが立派なのがオスだろうか。ツガイで二頭も手に入ればいいんだが、さて……。

「ん？　これどうやって捕まえたらいいんだ？」

　当然、生きたまま捕まえる必要がある。殺してしまっては意味がない。

　でも、俺おれが丸腰で歩いて行って捕獲するのは無理がある。

　戦士君でも、やつらが暴れたら取り押さえるのは難しそう。角の一撃食らいそうだし。

「アビス、雷の魔法って、小さい出力で撃つことできるのか？　動物を昏こん倒とうできるくらいの力で」

「や、やったことない……。できる……と思うけど」

「じゃあ、頼む。とりあえず一頭だけでも気絶させられればいい」

　正直に言えば、動物さえ見つければ、ガーッと捕まえて開拓村に送って終わり！　みたいに簡単に考えていた。動物ったって野生生物だ。そんな簡単なわけがないだろうに。

「じゃあやってみるね」

　アビスが水牛に手のひらを向ける。距離は百メートルほどもある。

　この距離で当たるとなると、アビスはスナイパーにもなれそうだ。

　バシュッという音と共に、雷光が水牛へと走る。

　速度的には擬似的な雷だろう。本物の雷は光の速度で、こうして目視できるものではないはず。魔法の源は魔力だというから、本質的にはエネルギー弾に属性を付与しているだけなんだと思う。ここ数ヶ月、アビスの魔法を見ていてなんとなくわかった。

　アビスが放った魔法は、真まっ直すぐに飛んでいき、一頭の水牛に命中した。

　思ったよりも大きな音と共に、倒れる水牛。

「死んだんじゃないか、あれ」

「どうだろ……？　加減したけど……。わかんない」

「じゃ、直接確かめるしかないか……って、おい。噓うそだろ！」

　ブモー！と叫び、いきり立つ残った八頭の水牛たちが、砂すな埃ぼこりを上げてこっちに向かってくるではないか。こうなっては、モンスターと大差ない。

　あの巨体に体当たりされたら無事では済まないだろう。

「マスタは逃げてて。なんとか全部気絶させてみる」

「頼む！　戦士君は逃げてろ！」

「オサ！」「オサ！」「オサ！」

　戦士君たちが逃げていくのを尻目に、俺おれはアビスの隣にいた。

　どうなるかわからないんで、ギリギリまで粘るつもりだ。いざとなったら二人で開拓村に逃げればいい。水牛が通り過ぎる間くらいならアビスも耐えられるだろう。

「んっ……！　調整がむつかしいな」

　アビスがギリギリ死なないレベルの雷撃を放つ。

　放たれた電撃は、問題なく水牛に命中する。コントロールは抜群だ。

　見た目からは威力がどんなもんかはわからないが、アビスが上う手まく調整していると信じるほかない。だが、威力を調整しながらの魔法は、連射ができない。

　凄すごい勢いで迫り来る水牛。

「てか、迫力すげえぇ！　あと六頭！」

「んんっ……！　二連射……！」

「あと四……！　って無理だこれ！」

　仲間を倒されても、キレた水牛は止まらない。

　むしろ加速して走ってくる。野生の生命力に満ち満ちたエネルギッシュな突進だ。

　これ、捕獲できたとしても本当に家畜化できんのか!?

「アビス逃げるぞ！　息止めてろ！　『てのひら開拓村！』」

　牛が眼前に迫ったタイミングで、アビスの手を摑つかんで開拓村へ移動する。

　水牛からすると、俺とアビスがいきなり姿を消したように感じたはずだ。というか、実際消えてるのだけど。

「………………っ！」

　隣には俺の言いつけ通り口を塞ふさいで息を止めたアビス。

　アビスは魔力を口から摂取してるらしく、息を止めていればけっこう平気らしい。

「ちょっと我慢してろよ……一分くらいしたら戻るから……」

「………………！」

　あの水牛は多分そのまま俺たちが消えた地点に留とどまったりはしないだろう。もしかすると戦士君たちを追いかけ回してるかもしれないが、彼らの体力なら逃げ切れるはずだ。

「よし、解除！」

　能力を解除し、あたりを見回す。近くには水牛の姿はない。上手くいったようだ。

「ぷはぁっ、はぁはぁ。マスタ、あそこ」

「ん？　おお」

　残った四頭の水牛は、数百メートルほど向こう側へ走り去って行くところだった。

　どうやら、突然いなくなった俺おれたちを探して走って行ったようだ。あるいは、いきり立ってわけがわからなくなっているのか。いずれにせよ、気絶した水牛は放置されている。

「さあ、早速回収しよう。生きてるか死んでるかは、この際どっちでもいいしな」

　死んでたら残念だけど、そしたらまた来ればいい。

　それより、時間を掛けすぎて日帰りプランが崩れるほうが怖い。夜にはまだまったく適応できていないからな。

　水牛に触れながら能力を使い水牛を村に移していく。全部で五頭の水牛を手に入れることができた。エネルに見せたところ、ちゃんと全部生きていて四頭がメスで一頭がオスだった。理想的な配分だ。家畜として増やすことを考えれば、メスが多いほうが都合がいい。あとは無事に家畜化できればいいんだが、エネルによるとそこは問題ないだろうとのこと。

「おめでとう、カイ。村への『家畜』の導入達成だね。明日あたり来てくれれば、種を渡せると思うよ」

　エネルが言う。

　こういうのを依頼達成というんだろうか。なんにせよミッションコンプリートだ。

　……まだ、帰りに何時間もマラソンしなきゃならないんだけどな！





　　　　◇◆◆◆◇






「ふーむ。わからん」

　俺は今回新たにエネルから手に入れた計五個の創造の種を植えながら唸うなっていた。

　エネルの話では、この種から生まれたものが、同一のものなら、繁殖ができるはずだというのだ。しかし、やつらは残念ながら全部オスに見える。

　じゃあ、メスの戦士が生まれるのかと、「メス出ろメス出ろ」と祈ったりなんだりしてみたが、出てきた実はいつものちっさい頭ず巾きん戦士だった。

「まあ、いいか……」

　総勢八名にまで増えた戦士を見て思う。これでちょっとした小隊規模にはなった。

　ちゃんとした武器を持たせれば、キマイラぐらいになら勝てそうだ。

　繁殖に成功すれば、さらに戦力を増強できるのだが、現状雲を摑つかむような話である。

「戦士君たち」

「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」

　元気に返事をする戦士一号から八号。

　みんな鳴き声？が同じだ。オサってどういう意味なんだか……。

「君たちに繁殖の許可を出します。大いに増えるといい」

「オサ？」「オサ？」「オサ？」「オサ？」「オサ？」「オサ？」「オサ？」「オサ？」

　顔を見合わせる戦士たち。ダメだこりゃ。

　しかし、繁殖か。動物だとしたら、まあアレだけど、植物ならなんだろう。いや、植物だとしても、おしべとめしべがどうのこうので増えるのだろうか。わからない。

　まあ、なるようになるだろ。

　きっと発情期とか、そういうのがあるに違いない。うん。




　その日の夜。

〈ザッシュ　ザッシュ　ザッシュ〉

「オ………………オオ…………」

〈ザッシュ　ザッシュ　ザッシュ〉

「オ……オッサ…………」

　いつものようにアビスと一緒に寝ていると、なにやら物音がする。

（なんだ……？　モンスター？　野生動物？）

　野生の小動物が夜な夜な近寄ってくることは、今までにもあった。

　だが、今回はなにか様子がおかしい。

　鳴き声と共に、土を掘り返すような音が聞こえてくる。

「マスタ、眠れないの？」

「起こしちゃったか。いや、なんか聞こえるだろ。なんだろう……？」

「オ…………オサ……」

　やっぱ聞こえる。妙な鳴き声が……。

「ちょっと出てみよう。静かに……」

　アビスと小屋を抜け出し、月明かりだけを頼りに周囲を窺うかがう。

　結界範囲内は、モンスターこそ入れないが野生動物は入り放題だ。今では、畑ではイモが順調に育ってきているし、オリーブとバナナ、ミカンの木も植えてある。たぶん、なにかがイモを荒しに来たのだろう。モンスターってことはないはずだが……。

「マスタ、なにか動いてる」

　やはり畑のほうだ。ずんぐりむっくりとした何かが……。

　俺おれは目を凝らした。

「オサ……オサ……」

　戦士君が数体。月明かりに照らされて、そのシルエットが浮かび上がる。

「んん……？　自ら土に植わっているのか……？」

　どうやら、戦士たちは体がすっぽり入るサイズの穴を掘り、そこに埋まっているようだ。

　戦士たちはそれぞれ穴を掘り埋まってから静かになった。普段寝る時は、その辺でゴロゴロ寝てたはずだから、なにか特殊な儀式みたいなものだろうか。

「アビス……なんだと思う……？」

「えっ、わかんない……。でも今日みたいな満月の夜は魔力が活性化されるから、それが関係あるのかも」

　結局、よくわからない。まあ、明日になればなにかわかるかもしれない。

　俺おれはアビスを連れ、気付かれないようベッドに戻った。




　次の日の朝。

　昨晩、戦士たちが埋まっていた場所を見てみると、見たことのある植物の芽がピョコピョコと顔を出していた。水を与えて様子を見ていると、数日後に待望のベイビー──というか、普通に戦士君が実ったのだった。

　まさか、ああいう増え方をするとは意外だったが、土の中に種でも植え付けているのかもしれない。

　そんなこんなで、戦士はジワジワと増えていった。

　鉄製の武器は相変わらず存在しないが、戦いは考えよう。

　投石や、木製の武器、ロープ代わりの蔓つるなんかでも案外戦える。また、人数が揃そろっていれば、それだけでモンスターや野生動物に対しての威嚇効果が期待できる。

　あとは単純に労働力としても、戦士君はサバイバル生活に欠かせない存在だ。戦士君自身が自家繁殖できるとわかった事で、また一つ前に進むことができそうである。





　　　　◇◆◆◆◇






　開拓村のほうは、無事に水牛が家畜化された。

　村の面積もずいぶん広くなったと感じる。まあそりゃあそうだ。箱庭的なものとはいえ、家の庭みたいな感覚とは違う。

　なんとなく開拓村を歩き見て回る。

　水牛が原始的な鋤すきで畑を掘り返していたり、畑のわきには肥だめが異臭を放っていたりする、なんとか『村』と呼称できるかという程度の集落だ。村人の手によって栽培されているのは、イモに豆にオリーブにミカンにバナナに麻。

　ここが能力の中の世界でなく現実ならば、同じものばかりを同じ土地で育てるのは土地の栄養が偏りＮＧとなるだろうが、ここではあまり関係がないらしい。

　村に建つ家屋は、ほとんどが原始的な大勢で住むことができる小屋。

　気候の変動がほとんどないこの村では、そこまで寒さの対策をする必要がないからか、簡素な小屋に村人たちは集団で住んでいる。おそらく、一家族？で二十名ほどだろう。子どももおり、人種は俺おれと同じような外見である。

　村人からは俺の姿が見えていないので、好き勝手に見て回る。

　喋しやべっている言葉は、なんと日本語だ。というか、エネルが喋っているのも日本語だし、この世界では日本語が公用語なのだろう。

　ちょうど昼時だったらしく、村人たちがバナナの葉の上に食材を並べて食事を始めた。

　蒸したイモと豆とバナナを一緒に煮たものに、デザートとしてミカン。

　まだ家畜である水牛を潰つぶして食べるというところまでは、進んでいないようだ。牛乳もまだ見かけない。牛乳の生産が始まれば食品のバリエーションは大幅に広がるだろうが、加工食品はまだ難しいかもしれない。チーズの作り方などは俺が手助けしたほうがいいだろう。チーズが自然発生するのを待つのは時間が惜しいし、俺だって食べたい。

　もう少し時間が経たったら、食肉も乳製品も普通に手に入るように成長してくれよ……と、村人たちの食事風景を見ながら願う。

　というか、村人たちの食事事情が、俺の現在のそれと全く一緒で思わず笑ってしまった。

　まさに、村の発展が俺自身の生活レベルと一致しているというわけだ。





　　　　◇◆◆◆◇






　春先にこの島に連れてこられ、暑い夏を越え、実りの秋に感謝し、厳しい冬をなんとか乗り越え、また春がやってきた。

「一年……か。長いようで短かったな……」

　この一年間。開拓村と島の開拓と。できる限りのことをやってきた。

　まず冬を越えられたのは、実はけっこうギリギリだった。このあたりには雪は降らないとアビスに聞いて知ってはいたが、それでも気温は下がる。寒いのは苦手だ。

　生活環境の改善は急務だった。

　囲い炉ろ裏りのある防寒力の高い家に、毛皮を主体とした衣類。

　食べるものに関しては冬だろうがなんだろうが、開拓村で手に入る。

　囲炉裏のある家も、戦士軍団のマンパワーで案外簡単に組み上がってしまった。

　問題となったのは毛皮で、皮をなめして『革』にする知識を俺が断片的にしか持っていなかった為ため、ちゃんとした毛皮を村から入手できるようになるまでに時間がかかった。

　そろそろ冬の到来が見えるような時期になって、やっとゴワゴワの毛皮をエネルが持ってきてくれたほどだ。革は油と植物の皮を使って村人たちがなめしたとのこと。もっと文明が発達すれば、毛皮の質も良くなるのかもしれないが、贅ぜい沢たくは言っていられなかった。

　それでも毛皮は毛皮。麻の服とは比べものにならない防寒性能で感動したものだ。

　素材は水牛のものではなく、フサフサした毛のモンスターのものだ。牛の革だと、頑丈だけど、防寒向きではない。ただ、牛革はバッグや靴なんかを作るのにはベストだ。

　新しい時代がすぐそこまで来ているのを予感させた。

「春が来ると、こんなに心が明るくなるもんだったんだな……」

　この一年を生き抜いた素直な感慨が湧わいてくる。

　たかが一年。されど一年だ。これで事実上、俺おれはこの島でのサバイバルを制したと言ってもいいだろう。一年生きられたなら十年だろうが生きられる。

「だから次の段階に進める」

　俺の手には、金色に輝く『創造の種』。

　つい昨日、開拓村レベルアップのご褒美でエネルから貰もらったものだ。

　普通の戦士が生まれる『創造の種』は、赤い種だが、今回貰った特別な種は金ぴかに輝いている、まるで黄金のような種。普通のとはオーラが段違いだ。

　開拓村は総人口一〇〇名を超え、『農村』へとステップアップしていた。

　立て看板はこんな感じ。


　──────────────────────



　☆☆☆　てのひら開拓村　☆☆☆

　おめでとうございます！

　開拓村が『農村』になりました！

『村の出口（北）』の機能が解放されます！




　現在のレベルは　10　です。

　村には名前がありません。開拓度は『農村』です。

　ＮＥＸＴ　ＬＥＶＥＬ　：　総人口百十人達成


　──────────────────────



　村の出口（北）という機能。

　この謎なぞの機能が次のステップ……つまり島からの脱出を決意させる最大の理由となった。

　開拓村はその四方を柵さくに覆おおわれている。

　そして、東西南北に一カ所ずつ出入り口として、柵に切れ目があり、俺も現実世界に戻ってくるのに、そこから外に出たりしている。

　さて今回の新機能。今まではその柵のどこから外に出ても「開拓村」を発動した地点に戻ってくるだけだったのだが、なんと「出てくる場所を指定できるようになった」のだ。

　エネルから貰った「北」と書かれた杭くいを現実世界のどこかに突き刺すと、そこが「出口」になる。つまり、事実上のワープポイントなのである。

　もし、村から脱出しようとして失敗して外洋で漂流してしまうような事になっても、開拓村経由で一発で島まで戻ってこられてしまうということだ。

　しかも、アビスも戦士君も全員連れての移動も可能。

　開拓村それ自体も凄すごい能力だが、このワープ機能だけでもスーパーチート……。

　さらに、この能力、北と指定してるということは、最終的に東西南北全部ワープポイント設定できるようになる可能性が高い。そうなったら世界中のあらゆる場所に行き来できるようになる。今は指定できるのが一箇所だから一方通行だけど、二箇所出口を設定できるようになれば、遠く離れた場所へも行き来できるようになるということなのだ。

「家族に会うの……半分くらい諦あきらめてたけど、これなら実現可能かもしれないな……」

　実家に戻ることさえできれば、家の中に杭くいを一本打っておけば秘密裏に通うなんてテクニックも可能になってくるだろう。

「ま、とりあえずは種か……。一番いい畑に植えてみよう」

　金色の種を畑に植えて、水をかける。

　この種も「創造の種」だというからには、戦士と同じようなものが実るのだろう。

（……戦士以外の職種がいいな）

　戦士がいるからには、他の職種も当然ありえるだろう。魔法使いか、僧そう侶りよがいいな。




　数日後。

　すでに芽を出してスクスクと順調に成長していた金色の種を植えた場所を確認してみると──

「耳だ……」

　耳が生えている。キツネみたいなピンと立った大きめの耳が。

「どう思う、アビス」

「収穫してみよ？」

「マジかよ、勇気モンだな……」

　もうちょっと様子見たほうがいいんじゃないかな。せめて頭が出てくるまで。

　うん。そうしよう。普通の種よりも時間掛かるんだよ！

　というか、まさか獣が実るとはな。法則がさっぱりわからない。

　だが、創造の種から実ったのだから、俺おれにとっては必要なものなのだろう。

　────そして。

「もう四日目だけど変わらないじゃん！」

　頭が出てきてから収穫しようと思って様子を見ていたが、一向に頭は出てこなかった。

　つまりこの状態で収穫するしかないってことか。あんまり土の中で眠らせておくのも可哀かわい想そうだし、掘り出してみるかな……。まだ形になってなかったら、戻せばいいし……。

　表面の土を払うようにして、頭を露出させていく。

「ん？　髪の毛だ」

　燃えるような赤い髪。これはもしや……？

　掘り進めていくと、顔が見えた。女の子だ。すると、女の子は突然カッと目を見開いた。

　こんな生き埋め状態で覚かく醒せいした！　と思った次の瞬間──

　右腕、左腕と順番に腕を出す。生き埋め状態から腕を出すとなると、見た目から想像するより力持ちだ。そして、自力でグイグイと土から這はい出だしてくる。

　ちょっとしたゾンビ映画みたいな光景だが、出てくる女の子は実に雅みやびな姿をしていた。

「和服じゃん……」

　もともと戦士君だって、服着た状態で生まれてきたし服着てるのは当然かもだけれど、それにしたって和服は驚きだ。

　土の中から出てきたキツネ耳の女の子は、クルッと後ろを向いて犬みたいにブルブルブルーっと体を震わせて土を落とした。燃えるような輝きをたたえた赤髪が躍る。デカくてフッサフサの尻尾しつぽがピンと逆立つ。

　そして、またこっちにクルリと振り返り口を開いた。

「産まれて飛び出てジャジャジャジャーン！　獄炎の大魔導士わたくしちゃんが爆誕だー！　はじめましてマイロード！　ふつつかものですが、よろしくね！」

　キュピーン！　と効果音が出そうなポーズまで取って抜かりがない少女に、俺おれもつい真顔で「あっはい」とか言ってしまう。
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　まさかというか、さすがというか……。金色の種からは、戦士とは比べものにならない、知性のある『魔導師』が生まれたのだった。

　これなら、完全なコミュニケーションも可能だろう。本人のキャラはいささか強烈だが。

「あのあの！」

　つい呆あつ気けにとられていると、獄炎の大魔導師わたくしちゃん（仮かり）がぐいぐいと服の袖そでを引っ張ってきた。

「マイロード！　名前！　わたくしちゃん、可愛かわいい名前が欲しいんですけど！」

「あ、ああ名前ね。うん。わたくしちゃんが名前じゃなかったんだな」

「わたくしちゃんは、わたくしちゃんの一人称ですよ！」

　名前か……困ったな。女の子の名前を付けるなんて、想定していなかった。戦士君たちは、もう一号二号と呼んじゃってるし、魔導師一号とかじゃ……ダメだろうな。

　うーん……。名前……俺おれの名前がカイだから……。

　──そういえば、親父おやじに拾われた頃。

　俺とルキアは親父に名前を付けてもらったわけだが、俺の名前「カイ」の発音が日本語の「アイ」に似ていて、俺はずっと自分の名前は「アイ」なのだと勘違いしていた。

　ある程度、大きくなって名前の綴つづりを覚えてアイではなくカイなんだと知ったんだが、アイなんて名前じゃ、日本なら「愛」だな、女の子みたい……なんて考えたっけ。

「愛……。恋……。ああ、恋か。獄炎の大魔導師ちゃんの名前は『恋レン』にしよう」

　服装も和服だし、やはり日本語で書ける名前がいい。レンならシンプルだしな。

　ま、生前も今も恋とか縁がないんだけどね！

「レン！　それがわたくしちゃんの名前？」

「そうだよレン。俺はカイ。こっちはアビス。これからよろしくな」

「わーい！　マイロードにアビス！　わたくしちゃんのことよろしくお願いします！」

「うわわ」

　勢いよく抱きついてくるレン。

　キツネ耳に燃えるような赤髪、美しい着物を着て、体付きも身長からすると大人っぽいが、文字通り産まれたてなのだ。さしずめ俺は父親か。

「レンは炎の魔法が使えるのか？」

「はい！　炎のことなら任せて！　マイロードを寒くさせませんよ！」

「はは、マイロード寒がりだからな……」

　その後、早速レンの魔法を見せてもらった。

　魔法そのものはアビスのものを、もう結構見ていて慣れている……はずだったのだが。

　レンは元気よく口から火を噴いたり、手に炎の球を作り出して投げたりしている。

「アビス、これ魔法？」

「いえ…………少なくとも私が知る魔法ではない……です。なにこれ……」

　まさに獄炎の大魔導師の異名は伊だ達てじゃない。自称だけど。

「……マスタ、あの子は魔法に魔力を使っていない。どこからエネルギーを取り出しているのか……」

　つまりこの世界の魔法法則から外れた意味不明な魔法ということか。腹にガソリンでも入ってるのかもしれない……。

　まあ、そもそも最初の戦士君からして意味不明な存在だったのだ。

　これくらいは、許容範囲というものだよ！





　　　　◇◆◆◆◇






　家族が増えて、さらに生活が安定してきた。

　島で安心して暮らすのに障害となっていたモンスターを、アビスと戦士、そしてレンとで連携して討伐していく。島は広いが、モンスターは食物連鎖の最上位者である（魔力を食べて生きる性質があるため、エサを食べる量は少ないが）為ため、数自体は少ない。

　既に、ほとんどのモンスターを狩ることに成功していた。

　そのおかげで、島の探索速度は大幅に上がり、島にある資源のほとんどを開拓村に卸せるようになった。

「開拓村」も「農村」にレベルアップしてから、さらに入植者も増え、島で見つけてエネルに卸した魚介類も流通し始めている。どうやら、村の近くに「海」が出現したらしい。これは目もく論ろ見み通りだ。

（でも、開拓村に船ができるのを待ってもいられない）

　俺おれは、島からの脱出の準備を本格的に始めていた。

　とにかく必要なのはイカダだ。もちろんちゃんとした船があったほうがいいのだが、現時点の文明レベルで作るのは無理だろう。俺にはワープができる「開拓村」があるから、とにかくイカダでもなんでも沈まないベースさえあれば船旅もなんとかなる。

　イカダ作りは試行錯誤の連続だったが、結局は浮力と安定性が確保できればいいという結論に落ち着き、沢山の丸太を麻あさ紐ひもでつなぎ合わせたオーソドックスなものにした。

　とはいえ、素材もマンパワーも十分すぎるほどあるため、イカダは案外あっさりと完成した。二度の航行テストを行い改良を施し、とりあえず簡単には転覆はしないだろうと思われるものができた。

「本当に島を出るの？」

　完成したイカダを前にアビスが言う。

「そりゃ出るよ。ずっとここにいても仕方ないし。もちろん、すぐ戻れるように開拓村の出口の杭くいは結界のとこに一本刺してから出航するけどさ」

　まあ……実際の所、すぐに定住できる地を見つけられるとも思っていない。

　あるいは、安住せずに色々なところを渡り歩くのもいいかなとも思っている。悪魔の姿のアビスと、キツネ耳のレン、さらには戦士たちを連れての旅は、苦難が多いだろうが、そんなのやってみなけりゃわからないのだ。

　航路に関しては、ある程度は行き当たりばったりなのだが、アビスの頭の中には一〇〇〇年前の地図が存在していて、一番近い陸地の場所がわかるというので、それに頼ることになった。




　出航を次の日に決め、準備に追われている最中にそれは起きた。

「マスタ。船が来た」

「…………え？」

　アビスが指さす方向を見る。

　まだ遠く、黒い点にしか見えないが確かに船だ。わずかずつ、こちらへ向かってきている。少しずつシルエットがハッキリしてくる。何枚もの帆を張った大型船だ。

　──ちょうど俺おれが連れて来られた時に乗せられたもののような。

「俺を助けに来た……なんてわけないか」

　わかっていたが、つい口に出た。助けが来たなんて可能性は、もう万に一つもない。

　あるのは、もう一つの可能性のほうだ。可能性というより、確信に近い。

　あの日から、一年が経たったということ。

　俺は、それについてわかっていながら、考えないようにしていたのだ。それに気付いてしまったら、もうこの島から出ることはできなくなる。そう、理解していたから。

「マスタ。船はこの時期にしか来ない。来ない年のほうが多いけど……」

「……ああ」

　念の為ため、みんなを見つからないように巨樹の裏に隠す。

　脱出用のイカダは反対側の浜だ。船が入ってくる港跡のほうには、なにも置いていない。俺の生存がバレるようなものは、何一つないはずだ。

　そうでなくても、この島は断だん崖がい絶壁に囲まれた島。島の陸地がどうなっているのかは、上陸しなければわかりっこない。アビスの話では、この五十数年、捨てられた子ども以外の人間が島に上陸したケースは一回もないというから、上陸してくる可能性もない。

　船の目的はやはりこの島のようだ。ゆっくりとしたペースで近づいてくる。

「……どうするの？　マスタ」

　表情を消して俺に決断を迫るアビス。

　どうするったって二択だ。船の乗組員を皆殺しにして船を強奪し、脱出するか。それとも、ただ船が去るまで手を出さず「子ども」だけ保護するか、だ。

「……私……ずっと助けられなかった。でも……今なら助けられる……よね？」

「アビス……」

「マスタが、島を出るの楽しみにしてたの……知ってるし、わかってるし……私も外の世界、見てみたいけど…………でも……」

　五十数年、何人もの子どもの死を見てきたアビス。それは本人にとっても辛つらい記憶なのだろう。今、あの船に乗せられているであろう子どもを助けても、死んでしまった子どもたちが帰ってくるわけじゃない。だが、助けられるなら助けたい。

　アビスのその優しさは、俺おれにとっては嬉うれしいことだった。

「助けるよ」

　俺はアビスの頭をくしゃくしゃと撫なでて言った。

　というか、こうなってしまえばもう助けないなんて選択肢はない。

「みんなは隠れてな。俺だけで行ってくる」

　俺はそう告げて、丘から浜への道を走り出した。




　密林を越えて、船が見える距離まで近づき、様子を窺うかがう。

　ちょうど、船が港跡に着き、人が降りてくるところだった。

（俺以外の人間の姿を見るの……一年ぶりなんだよな、そういえば……）

　出てきたのは俺の時と同じ。異端審問官だった。

　やはりあの異端審問官は、この役目の為ためだけに祝福の儀式に参加しているのだ。

（やつをぶっ殺すのは多分簡単……でも、意味はないか）

　ちょっとスッとするだけだ。アラミラ神についての謎なぞを吐かせることもできるかもしれないが、どっちにしろリスキーすぎる。

　それをやってしまったら、この島は放棄せざるを得なくなるしな。

（来た……！　一人か）

　別の異端審問官に連れられて、女の子が一人出てくる。

　人形を二つ抱えて、あのときの俺と同じように、キョロキョロと回りを見回し、半ベソをかいて、全くわけがわからないといった様子。

（胸が痛てぇ。これが人間のすることかよ……）

　客観的に見て、酷ひどすぎる。

　ほんの十二歳の子どもを、理由もなにも話さず、ただ無人島に放置する。

　完全に鬼の所業だ。決して許されることじゃない。

（……それでも、今回からは助けられる、か）

　子どもを置いて去ろうとする異端審問官に、女の子が追おい縋すがる。

　異端審問官は、なにかを女の子に言い含め、ドンと突き放した。女の子が尻しり餅もちをつく。

（くそっ……まだ、まだだ。まだ出ていけない）

　女の子が呆ぼう然ぜんとしている間に、異端審問官はサッと船に乗り込み、俺おれの時と同じようにさっさと出航していった。

　女の子は人形を強く抱きしめ、どうやら泣いているようだ。

　この浜にはもう危険な生物はいない。キマイラはもうとっくに開拓村の素材になったし、イノシシもどきも丸焼きになった。

　俺は船が見えなくなるまで、ジリジリとした気分で隠れ続けた。

　二十分ほど、そうしていただろうか。女の子は未いまだに動かず泣いている。

　それとも、そこで待っていろと、あの異端審問官に言われたのかもしれない。

　船が行ったのを確認してから、俺はわざとらしくガサガサと音を立てて出て行った。

　女の子がビクッとして振り返る。

　顔は涙でぐちゃぐちゃだが、綺き麗れいなドレスを着ている。俺と同じパターンなら祝福の儀式の最中に連れて来られたはず。見た感じ、そこそこの家のお嬢さんだったのだろう。

「こんにちは。長旅お疲れさま」

　何と声を掛けてやったらいいかわからず、微妙な感じになってしまった。

「おにいちゃん……ここ、どこ？　なんで、カエデ連れてこられちゃったの……？」

　なんで……か。どう答えるべきか。

　本当のことを教えてもいいし、噓うそを教えて希望を持たせてもいい。

　だが、まだこれは予想でしかないが、彼女も俺と同じか、あるいは別の『邪神』の祝福者なのだろう。儀式用のドレスだからか、胸元が大きく開いたデザインで、『聖印』が見えている。そして、その形は俺のものと同じ形だった。

　つまり彼女もアラミラの祝福者だ。

「詳しいことは、上で説明するよ。君にはしばらくこの島で生活してもらうから」

「えっ、カエデ帰れないの……？」

「それはまだわからない。だけど、今すぐには無理だよ」

　絶望させないギリギリのラインで説明する。

　実際、帰れないだろう。だが、家族に無事を知らせるくらいならできるかもしれない。俺がやれそうなのはそれくらいまでだ。




　女の子は、名前をカエデ・エンフィールドといった。

　出身地を聞いたが知らない街の名前だった。国の名前はわからないという。十二歳の少女だ、自国の名前を知らないってこともあるだろう。ただ巨大な城がそびえ立つ大きい街だという事までは聞き出せた。俺の故郷の近くには、カエデが住んでいた街に該当するような都市は存在しない。ということは、少なくともラベルダ王国や、その周辺の国ではなさそうである。ファーレー教は国を跨またいだ超巨大組織だから、そういうこともあるだろう。

　この島は、ファーレー教の祝福の儀式を行っているすべての国から『子捨て場』として使われている。事実としてそういうことなのだと思う。

　カエデは賢い子だった。アビスやレンや戦士を見て、最初は少し怯おびえたが、すぐに打ち解けてくれた。自分が置かれた状況についても、思ったより理解しているようだ。

「アビス、島を出るのはとりあえずキャンセルだな」

「どうするの？」

「もう島を放棄するのはなしだ。ファーレー教の子捨てがある限りは、この島を拠点にする。さすがに、見殺しにはできねぇよ」

「マスタなら……そう言ってくれると思った」

　アビスが柔らかく笑う。まあ、俺おれはアビスのご主人様だからな。

　どういうペースで子どもがここに捨てられるかもわからないが、自分と同じ境遇で連れてこられるであろう子どもたちを、見殺しにするという選択肢はなかった。

　捨てられた子どもたちの為ために、ここに国を作ろう。せめて、満足に暮らしていけるだけの国を。俺の能力があれば難しいことではないはずだ。

　だから、そう決めた。決めざるを得なかった。




　しばらくして、カエデが落ち着いた頃、祝福の儀式を行った。

　儀式なんて大げさなもんじゃないが、一生に一度のものだ。

「アラミラ！」

　その名を呼び、カエデは祝福を授かった。

　最初、カエデは俺と同じ「開拓村」の能力を得るのだと思っていた。

　だが現実には違った。本来なら神から与えられる能力は一つきり。なのに俺とカエデは同じアラミラの祝福者でありながら、全く違う能力を得たのである。

　カエデのスキルは「仮かり初そめの命」という名で、物体に仮初の命を与えるというものだった。カエデが能力を使うと、いつも胸に抱いていた二体の人形が生きているように動き出した。それどころか、言葉すら喋しやべるではないか。ものすごい力だ。

　カエデは無邪気にそれを喜んだ。カエデにとっては、家から持ってきた数少ない持ち物である人形が、友達のように動き喋るというのは、大きな慰めになるのだろう。

　アラミラ神については逆に謎なぞが深まったが、今はまだ気にしても仕方がない。




　その後、しばらくはカエデといっしょに生活した。他に行くあてがない以上、この島での生活に慣れてもらわなければならない。

　だが、この島を拠点として長く住むのなら、いずれにせよ生活物資は足りない。

　島の外に出ずに本格的な拠点を作るのは無理だろう。手に入れたいものは限りなくある。一度「開拓村」に必要数を卸してしまえば、あとでいくらでも手に入れることができる。島を開拓する上でも、「開拓村」のレベルアップがそのまま、島の拠点作りへと繫つながる。

　最優先は「鉄」だ。あとは鉱物資源に、いろいろな植物の種。できれば穀類も欲しい。

　これから先のことを考えると、衣食住の衣を充実させる為ために「綿花」や「羊毛」なんかも手に入れておきたい。オリーブの実の処理方法や、石けんの作り方、皮のなめし方なども知識として仕入れたい。

　当初の予定では一度出たらもう戻らないつもりだったが、少なくとも他に良いい場所を見つけられるまでは、この島を拠点にするしかないだろう。幸い、島はそのほとんどが切り立った崖がけに囲まれた巨大な火山島で、少人数がコッソリ生活する分にはバレる可能性は低いはずだ。

　そのまま、カエデが生活に慣れるまで、三ヶ月間を一緒に過ごした。

　そして、初夏。俺おれはアビスと共に、まだ見ぬ街を求め、大海原へと進出したのだった。
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第三章






「どこまで行っても見渡す限りの水平線……。開拓村がなかったら島からの脱出は無理だったな、これは」

　俺おれとアビスが島から旅立ち、すでに八日が経過していた。

　未いまだ陸地は見えず３６０度すべてが海。なんの目印もない航海のまっただ中である。

　動力は戦士君が持つオールと麻布で作った帆。海流から脱出する際には、帆にアビスの風魔法を当てて強引に推進力を得たりもした。

　イカダは日差しを防ぐ為ための小屋がある程度の質素なものだが、幸い分解したり転覆したりすることもなく、ここまで無事な船旅が続いている。

「マスタ、この速度ならあと三日で一番近い陸地に出るよ」

　アビスのナビゲートのおかげでペースがわかり安心だ。

「天気だけ心配だったけど、これなら乗り切れそうだな」

「島のほうは少し心配……。カエデだいじょうぶかな」

「食料は十分あるし、戦士君もレンも置いてきたから大丈夫だろう。トモダチもいるし」

　今回の旅には、カエデとレンを連れて来なかった。

　理由は単純。身軽でないと、どういう危険があるかわからなかったからだ。例えば、万が一、嵐あらしや高波に襲われた場合、全員を開拓村に連れていくのは難しい。

　だから今は俺とアビスの二人旅。

　戦士君たちも連れてきているけど、彼らはノーカンでいいだろう。海に一時間以上潜っても平気だったし、泳いで島まで戻れそうだ。

「しかしアビスは有能だなぁ。おかげでこうして不安なく航海できてる」

「地図が頭に入ってただけだから……。代わりに戦闘の知識が抜けてるし……」

　謙けん遜そんを見せるアビスだが、今回の航海に踏み切れたのはアビスの能力のおかげだった。戦闘用の人造人間であるアビスには、世界の地図が頭に入っていたのだ。地図はあくまで地形のみで、街の場所などはわからないらしいのだが、島や大陸の位置がわかるだけで十分過ぎる。おかげで羅針盤もなしに最短距離で陸地を目指せているのだから。

　なぜ地図を？とも思ったが、戦闘において地形の把握が重要だからなのだろう。

　ただ、本人によると、本来備わっているべき「戦い方」の知識が空っぽで、戦闘用なのに魔法を撃つくらいしか戦い方を知らない事が、コンプレックスなのだとか。

「戦闘だけなら、私よりもレンのほうが強い」

「あいつ容赦ないからなぁ……」

　レンは教えられたわけでもないくせに、殺すことに躊ちゆう躇ちよがない。動きも野性味があってシンプルにパワーとスピードがある。自称魔導師のくせに、呪じゆ文もんを唱えたりもせず、炎をまとった拳こぶしでぶん殴るわ、口から炎を吐くわでやりたい放題。実際、島のモンスターのほとんどはアビスではなくレンが狩ったほどなのだ。

　そんなレンも島でお留守番をしている。カエデの世話をできるのが、消去法でレンしかいなかったからなのだが、これがゴネにゴネて結構苦労した。

　まあ、気持ちはわからなくもない。レンはまだ生後一歳程度だし寂しいのだろう。誰だれだってお留守番は嫌だ。

　その点、カエデは大人というか理解が早くて助かった。自分の能力で「仮かり初そめの命」を得た人形トモダチといっしょに遊ぶ姿は、顔は笑っていても瞳ひとみはどこか空虚で心配になってくるのだが、俺おれたちの旅立ちも笑顔で送り出してくれた。もしかすると、俺が彼女の両親を探してくることを期待したのかもしれないが……。

　家族のところに帰りたいと願うカエデを幸せにできるのかわからないが、できる限りのことはしてやりたい。カエデの両親はもちろん探すつもりだが……。

「ま、とにかく必要なものを手に入れたら、一度島に戻ろう。街さえ見つかればなんとかなるだろうから」

「うんっ！」

　考えなければならないことは沢山あるけど、今は一個ずつ確実にやっていこう。





　　　　◇◆◆◆◇






「お、おー！　見えた！　見えてきたぞ。陸が！」

「うん。地形図通りだね」

　島から出て十一日目。ついにイカダは陸地に辿たどり着ついた。

　水平線の彼方かなたに薄うつすらと、陸が見えてきた時の感動はなんとも言えないもので、思わず歓声をあげてしまった。長い砂浜がどこまでも続いている。人の姿はなく、船なども見当たらない。残念ながら人間の生活圏内ではないようだが、イカダで上陸するのを見られて変に目立つよりは良かったかもしれない。

「いやー、身体からだがバッキバキだ。イカダでの長旅はさすがにちょっとこたえる」

「運動、ほとんどできなかったもんね」

　豪華客船ほどでなくてもいいが、次があるならもっとちゃんとした船を作ろうと心に誓う。寝室用に小屋を作ってあったし、開拓村のおかげで食料と水に困らないとはいえ、キツいものはキツいのだ。開拓村から戻る際に座標がズレて海上に出てしまったりするから、村でゆっくりすることすらままならなかったし。忍耐力は鍛えられた気がするが。

　戦士君たちと一緒に必死でオールを漕こぎ、イカダごと浜に乗り上げる。イカダは使い捨てになるが、いちおう浜に上げて隠しておいた。

「さて、アビス。大きめの川は近くにありそう？　街があるならそっちのほうだろうから」

「ちょっと離れてるけど、あっち」

　アビスが浜の左側を指さす。海沿いに歩けば川までは辿たどり着つくだろう。

　街があるかどうかは……まあ、半分は運だ。ひょっとすると俺おれの故郷であるラベルダ王国に到着という可能性もなくはないが──

「せめて、俺も世界地図でも見て知ってたらなぁ。自分が育った街がどこにあるかもわからないとは……」

　一度親父おやじに地図をねだったことがあったが、手に入れることはできなかった。よく考えたら地図は高度な軍事機密にもなりうると前世のテレビで聞いた記憶がある。アビスの脳内に地図が入っているのも、その関係なのだろう。

　アビスによると、俺が捨てられたあの島は周囲を三つの大陸に囲まれた、海の真ん中あたりにあるのだという。絵に描いてもらったら本当に絶海の孤島で笑ってしまった。見事なほどに海のド真ん中。都合の悪いものを捨てるのに丁度良かったのだろうか。

「地道にさがそ？」

「うん、そうだな」

　こうして陸地に立つと、どうしても家族のことを思い出す。親父も妹も元気にやっているだろうか。

（でも旅を繰り返していれば、いずれは辿り着くはず）

　それは今回の船旅で確信できたことだ。海を甘くみるつもりはないが、ラベルダ王国がどこかに存在している以上、いつか巡り会う時が来るはずなのだ。

　砂浜から、陸のほうへ上がっていく。

　陸地には手付かずの草原が広がり、人の姿は見当たらない。整備された道らしきものもないが、さしあたりモンスターの姿もないし、背の低い草原地帯で歩きやすいのが救いだ。

「川までどれくらい距離ありそう？」

「普通に歩いて──三日くらいかかるかも」

「三日……。早く街に行きたいし、少し急ごうか。みんな大丈夫？」

「オサ！」

　思ったより距離があるが、船旅と比べれば幾分か快適だろう。




　二日間歩き、ようやく畑や海辺の小屋など人の生活の気配が見えてきた。

　この二日間、移動しながら考えたが、街に入るに当たってある程度自分自身の出自や目的などを隠す必要がありそうだった。目的の物を手に入れる為ためには、どうにかして金を手に入れなきゃならないが、身分証明もなにもない子どもが二人ではうまくいかないだろうし、特にアビスの見た目は問題だ。

「まず……アビスは大人の姿でずっといられる？」

「だいじょうぶ」

「じゃあ、街にいる間はずっとその姿のままでね。あと、角つのと髪はこれで隠して」

　俺おれはこの日の為ために用意してあった、ネコ耳フード付きのマントをアビスに手渡した。

　アビスはファーレー教の悪魔と同じ容姿をしているから、なにも隠さずに街に行くのは危険だ。場合によっては大騒ぎになってしまうだろう。

　白髪くらいならセーフだろうが、さすがに角だけは死守しないと言い訳もできない。

　そして、アビスが大人モードでいれば、子どもが二人という問題も解決だ。

「……どうかな」

　フード付きマントをかぶったアビスが両手を広げて、クルッとその場で一回転する。

　大人の姿で、そんな可愛かわいい仕草をするのは反則だよ！

「いいね。似合うよ」

　つとめて冷静に感想を述べた。可愛い子がフード付きの服着て、顔が見え隠れしてるのって、なんかいいよね。

「マスタも、いつもと違うね」

「パッツンパッツンだけどな……」

　俺は、エネルに預けてあった二年前に儀式で着た服に着替えていた。俺もこの二年で成長したのか、さすがに一部はキツくて入らなかったので直した。動物の骨を針にして手探りで直したので下手くそな出来だが、普段の麻でできた服よりはよほどマシな見た目になっただろう。

「アビスは俺のボディガード。そして俺はどっかの大商家のボンボン。この設定でいくからね。基本的には後ろで静かにしてればいいから」

　街に入ってからの設定をアビスに教えておく。ボンボンにしてはツギハギの服でみすぼらしいが、そこを突っ込んでくる人はいないと信じる他にない。

「あとは、もうモンスターなんかも出ないだろうし、戦士君たちは村で待機していて」

「オサ！」

　さすがに戦士君がなにものなのかを人に説明するのは難しいだろう。エネルに預けておけるので、全員村に移動してもらう。ここからは俺とアビスの二人になる。

「これでいいかな。行こうか」

「うん、マスタ」

　しばらく歩くと、だんだん人間がいる痕こん跡せきが増えてきた。この感じなら川沿いには街がある可能性が高い。

「街も近そうだし、そろそろ商品を出しておこうか」

「もう出すの？」

「さすがに出すところを人に見られるわけにはいかないからね」

　今回、街でいろいろな物を手に入れたいが、そのためには金が必要になる。その金を稼ぐ方法としては、やはり開拓村で手に入るものを売るのが効率的だろう。設定的にも商人ということにするつもりなのだし、商品は必要だ。

　周りに人がいないことを確認して、俺おれは開拓村に入り商品の準備を始めた。

　開拓村に投入する品を手に入れる為ためには、かなりの大金が必要になる。

　となれば、商品はそれなりの量があったほうがいい。まだ開拓村は自給自足の農村でしかないが、売れるものはたくさんある。量で勝負だ。

　商品の目玉となるのは、なんといっても生きた水牛だろう。労働力としても、食料としても有用。メスなら乳も出るし、ツガイなら増やすことだってできる。健康状態だってバッチリだし、開拓村産は品質にも差がなくハズレの生体が存在しない。

　さらに、農産物の数々。イモや豆はたいした金額にはならないかもだが、フルーツは案外高く売れるのではないかと思っている。あれだけ美お味いしいフルーツは俺の故郷にもなかったし、高い金を出す人もいるだろう。

　あとは塩。塩はそれなりに高価なものだったはずで、売れなかったとしても自分たちで使えるので持ってきてある。

　これは炎魔法が得意なレンが、磯いその潮しお溜だまりで海水を炎魔法で熱して作ってくれたもので、麻袋一杯ある。多分、３キロくらいはあるだろう。

　そんな商品を、村人が編んで作ったカゴ一杯に詰め込み、これまた村人が作った荷車の上に乗せ、その荷車を商品である水牛が牽ひく。豪華！開拓村セットの完成だ。

　これをまるごと売れば、相当な金額になるはず。さしあたり開拓村で欲しいものは一通り手に入る程度の金にはなってもらいたい。

　ただ、荷車を取り出してからの行程は、かなりスローペースになった。文字通りの牛歩だ。まあ、アビスによると、あと数時間で川に出るという話なので、焦らず行こう。





　　　　◇◆◆◆◇






「マスタ。人の声」

　しばらく歩いていると、アビスが突然口を開いた。

「ん、どこ？　全然わかんなかった」

「あっち」

　アビスが数百メートル向こうの茂みのほうを指さす。

「現地人かな。この辺のこと聞けるかもしれないし、ちょっと行ってみるか」

「うん」

　あんまり深く考えず茂みのほうへ歩き出す。少し近づくと俺おれにも声が聞こえてきた。なにか、男と女が言い争うような声。揉もめ事ごとだろうか。

　息を殺して茂みに分け入り、状況を窺うかがうと、向こうで綺き麗れいな服を着た女性が屈強そうな男たちに取り囲まれていた。

　痴ち話わ喧げん嘩かとか地元の農家の揉め事とか、そういうちょっとしたトラブルという雰囲気じゃない。女性のほうは切迫した表情で、着ている衣服には傷や乱れがあった。

　断片的に聞こえてきた情報を整理すると、どうやらあの女性がどこからか逃げて、男たちが連れ戻しにきた──ということらしい。

「……どうするの？」

　アビスが袖そでをちょいちょいと引っ張ってくる。

　関かかわり合いになるべきか悩ましいところだが──

「危なそうだし助けてから考えるか。アビス、水牛捕まえたときの弱い電撃で男たちを気絶させられる？　あのときよりさらに出力は弱めてね。人間相手では殺しかねないから」

「だいじょうぶ。じゃあやるね」

　男たちも女性も茂みに隠れている俺たちに気付いていない。

　アビスが俺の命令に従い、躊ちゆう躇ちよなく魔法を放つ。

　連続で放たれた電撃に五名いた男たちは全員まるで反応できず、拍子抜けするほど簡単に地面に倒れ伏した。まあ、普通の人間は不意打ちで放たれる電撃になど反応できるはずがない。万が一にでも魔法使いが混じっていたら厄介だったが、魔法使い＝貴族である世界で、見るからにゴロツキのようなこの男たちが魔法使いであるはずがないのだ。

「な、なんだこれ？　誰だれかいるのか!?」

　女性は突然のことに呆ぼう然ぜんとしているようだ。自分を追い詰めていた男たちがいきなり電撃を食らって昏こん倒とうしたのだから当然だろうけど。

　俺はアビスと茂みから出て、女性に声をかけた。

「危ないところでしたね」

「……君たちは？　助けてくれたのか……？」

　女性は数歩後ずさり、あからさまに警戒しているようだ。なるべく温和な感じに喋しやべったほうがいいかもしれない。警戒されるようないわれもないのだし。

「偶然通りかかっただけなんですけどね。声が聞こえたので、つい。……迷惑でしたか？」

「い……いや、そんなことはない。ありがとう、君は魔法使い……なのか？」

「いえ、魔法使いは僕の護衛のほうで……。申し遅れましたが、僕はある街で商家を営んでいる者で、カイと申します。事情があり、家名は勘弁していただきたい」

　カイという名前はかなりありふれたもの（有名な聖人の名前）だが、名字であるハスクバーナまで名乗ると「本来生きていないはず」の自分としては、バレた時に困る。

　そうでなくても「訳ありの金持ち」というほうが変な詮せん索さくもされにくいだろう。

「そうなのか。……ありがとう、私はサラ・ビアンキ。見ての通りの者だよ」

「見ての通り？」

　なにか特徴があるだろうか。

　ドレスのような服を着て、赤茶色のショートボブの髪型も手入れが行き届いている。年齢は俺おれより年上だろうが、ギリギリ十代だろう。

　切れ長の目は怜れい悧りで、気が強そうな印象はあるが相当な美人だとは思う。それ以外には首に変わったアクセサリーというか、太めのチョーカーを付けているくらいで、特段おかしなところはない。

「……？　わからないのか？　君は商家の者なのだろう？　これだよ、これ」

　サラが首に付けたアクセサリーを指さす。チョーカーというか首輪だ。

　アビスも知らない様子だし、俺も見たことがない物だ。

　俺がつい首をかしげていると、サラは目を閉じて首を横に振った。

「……いや、知らないならいいんだ。それともわからない振りをしてくれているのか」

　実際に知らないのだが、変に詮索するつもりもない。助けたといっても、男たちに顔を見られたわけじゃないから、報復される可能性もない。情報さえ貰もらえれば十分だ。
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「それで、どうするんだ？　見返りもなく、助けてくれたというわけではないのだろう？　商人はみな損得で動くものだからな」

「もちろんです。助けたお礼ってことで、僕たちを近くの街まで案内していただけませんか？　実はこのあたりの事に無知でして、いろいろ教えてもらいたい事もありますし……街の前まででかまいませんので」

　地図だけを頼りに知らない街までの行商をしてるのなら、言い訳としては苦しくないだろう。知らない土地のことは地元の人に訊きく。普通のことだ。

「案内……？　そんなことでいいのか？」

　サラが怪け訝げんな表情を浮かべる。まあ、本人からすれば絶体絶命のところを、助けられたという思いがあるのかもしれないが、俺おれとしてはタダの通りすがりだ。

「行商中でして、地元の情報なども教えていただけると助かりますけど」

「……案内か……街までだよな？　少し考えさせてくれ」

　目を閉じて考え込んでしまった。

　考えてみたらゴロツキから逃げていたのに、案内を頼むってのも酷だったかもしれない。島で修羅場潜くぐってきたから、感覚おかしくなってるのかも。

　考え込む様子からして、サラは街から逃げてきたところだったのだろう。ならば出た街まで行くことになるのは、避けたいところだろうか。まあ、たいして距離もなさそうだし無理に頼む必要はない。少しこの辺の情報を得られればそれだけで十分だ。

　そう切り出そうとしたのと、サラが瞳ひとみを開いたのは同時だった。

「……うん。時間を取らせてすまなかった、街まで案内させてもらうよ。義を欠き、心まで堕してしまうわけにはいかないからな」

　なんだか創作なんかの武士みたいだ。キリッとしたところがあるから、こんな言い回しがよく似合う。とにかく脳内会議の結果は案内するほうに傾いたようでなによりだが、本当に大丈夫なのだろうか。悩むということは、それだけの理由があるということだ。

「無理しなくて大丈夫ですよ。逃げる途中だったんでしょう？」

「いや……正直に言ってしまえばね。逃げてはみたものの、行く当てなんてなかったんだよ。だが、君たちに出会うことができた。なら、これも天命なのだろう」

　天命か。神様が身近なこの世界では、この言い回しは時々聞く。ちなみに、うちの親父おやじも俺と妹を拾った時は天命だと思ったのだとか。

「そういうことならお願いします。あ、でも姿は隠したほうがいいですか？」

　アビスに着せているフード付きマントは予備があるから、顔を隠すくらいなら問題ない。

「姿というか……なにかスカーフのようなものがあったら貸してほしい。首のコレを隠したいからな」

　サラが首のアクセサリーに触れながら言う。隠したいなら外せばいいと思うが、あちらにもなにかしらの事情があるらしい。バッグからハンカチ代わりに使おうと思っていた麻布を取り出して渡すと、サラは礼を言ってからそれを首に巻き付けた。

「それで、あの男たちはなんだったんです？」

「あれは商館で雇われたゴロツキだ。荒事だったらなんでもやるような類たぐいの人間だよ」

　見た目通りの輩やからだったらしい。今はまだ昏こん倒とうしたままピクリとも動かず眠っている。連中が食らったのは水牛でも昏倒するような電撃だ。しばらくは意識を取り戻さないだろう。

「じゃあ、ちょっと装備をもらっといても大丈夫かな」

　俺おれはアビスと共に男たちの身ぐるみを剝はいだ。どっちが悪者だかわからない感じだが、地元の人間の身ぐるみを剝げば、いろいろなことがわかる。

（……なるほど）

　男たちが持っていた貨幣はすべて硬貨で、デザインは初めて見るものだった。肖像が彫り込まれた銀貨と、文字だけが刻まれた銅貨で、紙幣や金貨は持っていなかった。

　街への入場証のようなものも持っていなかったので、街の出入りはおそらく自由。

　男たちは全員二十代くらいか。古い刀傷がある奴やつが多いから、サラが言うとおり荒事が専門なのだろう。がっしりとした体格で、ちょっと羨うらやましいくらいである。

（やった。偶然とはいえ、武器が手に入った）

　男たちは全員が武器を携帯していた。鋼のロングソードと短剣が五人分。服も靴も革手袋も銀の装飾品も、開拓村の文明力からすれば、オーバーテクノロジーの宝庫だ。買えばそれなりにするだろうし、無駄にするつもりはない。

「……こうしておけば、意識を取り戻しても、すぐには行動できないでしょう」

　俺が容赦なく剝いでいくもんだから、サラが呆あつ気けに取られて見ていて、つい言い訳をしてしまった。
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　サラは自分自身のことは話さなかったが、俺のことは特に怪しんだりせず、道案内をしてくれた。荷車まで戻り、街へと向かいながらこの土地の話を聞いてみる。

　このあたりは最近ライムリーグ帝国という国の領土になった土地で、これから向かうスコルパの街は古くから港町として賑にぎわってきたのだそうだ。

　なんにせよ、大きい街なら商品を売るのは問題ないだろう。商売の経験があるわけじゃないが、欲しいという人がいれば売れるはずだ。それに、万が一売れなかったとしても、それも勉強。最初から何もかも上う手まくいくなんて思ってはいない。

　しばらく歩き、港町スコルパに到着した。街は気持ち程度の外壁に囲まれているが、基本的に開けた街で、港にはいくつもの帆船やボートが停泊しているのが見える。

「おー……。異国情緒あるなぁ」

　初めて訪れる「外国」に、つい田舎者っぽく声を上げてしまった。前世では、病気のせいで国内旅行ですらしたことがなかったし、島流しに遭う前も、街の外に出ることはほとんどなかった。そんな俺おれにとって異世界の知らない街は、なによりも珍しい外国だった。

　どこからか漂ってくるスパイスと魚の脂の臭においを、胸一杯に吸い込む。

　建築物もレンガ組みが主体だった俺の故郷の街のものと違い、ほとんどが石と木材だけで組まれている。街の中は人でごった返し、水牛が牽ひく俺の荷車をいろんな人がジロジロと見ていく。

　だが、久々に帰ってきた人間の世界に俺は胸が熱くなっていた。あの島に置き去りにされ、一時は死をも覚悟した俺が、人の世界に帰ってくることができたのだ。

　アビスも何も喋しやべらずにいるが、キョロキョロとあっちこっちに視線を送り、興味津々の様子。アビスにとっては本当に初めての街なのだから当然だろう。少し不安なのか、俺の服の袖そでをチョンと摘つまんでいるのが可愛かわいい。

「カイくん、これからどうするのだ？」

　道ばたに立ち止まって完全にお上りさんになってしまった俺にサラが尋ねる。

「そりゃあ決まってます！　メシ食いにいきましょう！　あ、もちろん奢おごりますよ！」

　密ひそかに決めてあったことだ。金なら男たちから巻き上げた分がある。

　やっとだ！　やっと、村でとれる食料とは違うものが食べられるのだ！　実を言えばさっきから腹が鳴って仕方が無かった。

　とはいえ、荷車を離れて食堂などに入るのは盗難が怖い。アビスは食事に参加せずに番に立ってくれるかもしれないが、それは可哀かわい想そうだ。

　というわけで、たくさん出ている屋台でいろいろ買ってきてみた。

　焼き鳥も、揚げパンも、麵めん料理も美お味いしくて、涙が出てきてサラにギョッとされてしまった。エネルにも食べさせてあげたかったが、こんな大通りで能力を発動させるわけにもいかない。せめて味付けに使われていた醬しよう油ゆみたいな調味料は買って帰ってやろう。




　食事の後、路傍の魚売りの男に話しかけて、この街で物を売る方法を訊たずねた。男によると、街の中心近くにバザールがあるのだという。バザールは常時開催している市場で、場代さえ払えばそこで物を売ることができるのだそうだ。

「じゃあ、僕たちはバザールに行ってみます。サラさんはどうします？」

　サラのことは助けたが、街までの約束だった。これ以上付き合ってもらう義理はない。

「……もう少し、付き合わせてもらってもいいだろうか」

　サラが布に隠れた首のアクセサリーに触れながら、絞り出すように言う。

「それは構いませんけど……」

　行く当てがないらしいし、こんなところで放ほうり出されても困る……ということだろうか。まあ、旅は道連れとか言うし、この街に詳しそうなサラに付き合ってもらえるなら逆に嬉うれしいけれど。

「……カイ君は、本当にこの首輪のことを知らないんだな」

　やけに首輪のことを気にしているサラ。知らないものは知らないというのに。

「装飾品じゃないんですか？」

「装飾品なら、隠さずとも外せば済むことだろう？」

　それもそうだ。

　でも、思い出の品とか願掛けとかで外さない場合はありえるんじゃないだろうか。

「君は商家の者だと言ったが、ずいぶんと真っ当な商売をする家の者のようだ……。この首輪はね、奴隷の首に嵌はめるもので私は逃亡奴隷だ。……最初は無知を装っているのかと疑った私を許して欲しい」

　謝られて後ろめたい気持ちになる。無知は本当だが、噓うそをついているのも事実だから。

　それにしても奴隷だったとは。この世界に奴隷制度があるという事は知っていたが、目の前の人がそうだという可能性は考えていなかった。

「大きな商家で魔法使いの奴隷を扱わないところは少ないと思ったのだが……。それに、君の魔法使い──アビスは、これを付けずに君に従っているのか……？」

「マスタに従うのに首輪なんていらない」

　アビスが真顔で言う。

「そうか……ずいぶん大人しいから感情を壊されているのかと思っていた……」

　感情を壊すって。そんな恐ろしいことが横行してるのか？　この世界。

「この首輪はね、主人が決まるまで魔法使いの能力を封じる力があり、主人が決まったら感情を壊され主人の言うことにすべて従うようになるのさ」

「魔法使い専用ってことですか？　じゃあ、サラさんは魔法使いってこと？」

「そういうことだ。……そんなことも知らずに私を助けてくれたのだな、君は」

「ええ、まあ……」

　魔法使いってことは貴族ってことなのか。なるほど、やけに物腰に品があると思った。

「しかし、感情を壊す首輪とは、ずいぶん物騒なものですね。外せないんですか、それ」

「解呪専門の祝福者しか外せないと言われている。私も詳しくは知らないのだが」

　ファーレー教十三神のほとんどは名前はおろか能力すら秘匿されている。その中に洗脳が得意な神でもいるに違いない。奴隷の首輪作ってるなんてのは、宗教のイメージから遠く離れた行為だが、元々アラミラの祝福者の島流しなんてことをやる連中だ。なにをやっていても不思議ではない。

　それにしても逃亡奴隷だったとは。着の身着のまま逃げてきたのだろうし、こんなとこで俺おれに放ほうり出されてもなおさら困るよな。

「じゃあ、いっしょに行きましょうか。用事が済んだら僕も国に帰るつもりですし、その首輪を外す方法もそのうち見つかるでしょう」

「い、いいのか……？　だが……」

「まあ、乗りかかった船というやつですね。助けた責任もありますし」

　サラのくわしい出自は不明だが、俺たちは島に隠れ住んでいるのだから、行く当てのない女性を一人匿かくまうのなど造作もない。本人が嫌と言えばそこまでだが、状況が状況だ、無人島は絶対にＮＯなんて贅ぜい沢たくは言わない……と思う。半分は希望的観測だが。

　いずれにせよ、これからの島の開拓には俺以外にも人間がいたほうがいいのだ。カエデにとってもそうだし、これからまだ送られてくるであろう子どもたちの相手ができる人間だって必要なのだから。

「すまない。恩に着る」

　サラは深々と頭を下げた。俺としても悪くない取引だ。

　まあ、あとはすべての用事を終えて無事に島に帰れればいいんだが、奴隷商館だって逃げた奴隷を必死に探してるんだろうし、一ひと悶もん着ちやくなければいいけれど。

　念の為ためにサラには、アビスのフード付きマントの予備を着てもらった。これだけでもかなり違うだろうし、そもそも逃げた奴隷が未いまだに街中にいるとは思わないはずだ。

　とはいえ、見つかっても面倒だ。さっさと用事を済ましてしまおう！
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「すげぇ大金だ……」

　夜。俺は売上金を宿のテーブルに並べて唸うなっていた。

　あの後、俺たちは荷車を牽ひいてバザールに行き、場所代を払って商品を並べた。

　市場では価格交渉をするのが普通と聞いていたので、それなりに吹っ掛けたつもりの金額を提示していたのだが、結果としては完売することができた。

　特に水牛を欲しがる人が殺到してしまい、即席の競売がスタートしてしまったのが大きかった。なんでも、こんなに立派な牛は見たことがないとかなんとかで、また持ってきて欲しいといろんな人に頼まれてしまったほどだ。

　ミカンも試食用にと剝むいて食べられるようにしておいたのだが、こんなに甘い果物は初めて食べた！と感動する人が続出して、あっという間に完売。

　一度、人が集まったら他の商品にも目が行くからか、塩や豆やイモなんかも買ってくれる人がいて、あれよあれよといううちにすべて売れてしまった。

　そして今、俺の手元には金貨と銀貨と銅貨の山がある。

　サラによるとちょっとした中古住宅くらい余裕で買えるような金額らしい。まさに、開拓村の能力がすさまじいチートを発揮した瞬間だった。

「マスタ、これで何を買うの？」

　まだフードを付けたままのアビスが、硬貨の山を覗のぞき込こみながら言う。

　宿には俺おれとアビスとサラの三人。

　部屋は一つだ。お金ももったいないし、別々にする意味もない。

「まずは鉄だな。それ以外の金属も手に入れば買うつもり。あとは、馬とか羊とか鶏とか。金額次第だけどね。あと穀類は欠かせないかな。うちには水牛もいるし、できれば種たね籾もみを手に入れて稲作を根付かせたいところだな」

　これ以外にも欲しいものは多いが、まずは鉄だ。できれば製鉄技術を入れたい。鉄が開拓村のある世界に出回るのと、村で鉄を作れるのとでは全く意味が違う。

　物以外では、知識が足りてない部分があるので、本を買うか人に聞くなどして補いたい。石けんの作り方とか、酒の造り方とか、革を綺き麗れいになめす方法とか、服や靴の作り方とか。家の建て方だってよくわからない。前世の知識はもちろんあるが、どれも断片的で「じゃあやってみろ！」で出来るほどの実用性はない。そもそも情報ソースがテレビというものがほとんどなのである。

「カエデのことも心配だし、なるべく早く買い物済ませて帰ろう」

「うん」

「サラさんも、いいですか？　買い物は付き合う必要ないんで、宿で待っててもらってもいいですし」

「あ、ああ……だが、その……いいのか？　私のこと、なにも訊きかなくて」

　おずおずとそんなことを言うサラ。

　気が強そうな見た目だが、本当は気が弱いのかもしれない。

「サラさんも、僕たちのことを訊かないじゃないですか」

　俺はそう答えた。本人が訊かれたくないなら無理に訊くこともないし、実際、俺以上に訳ありな人間はそういないのだ。

「……そうだな」

　サラはそう呟つぶやいてしばらく口を閉じ、ジッと俺の目を見た。

　前世から今まで女性に免疫がない俺はつい目を逸そらしそうになってしまうが、そうしてはいけない気がして、俺もまたジッとサラの瞳ひとみを覗き込む。

　そうして数秒、先に目を逸らしたのはサラのほうだった。観念したかのように口を開く。

「君の瞳は綺麗だな。……悪かった。私のことを話すよ。ずっと……考えていたんだ、私は本当はどうするべきなのか。どうするのが一番良いいのか……」

　俺の言い方が責めているように聞こえてしまったのか、謝罪の言葉を口にして俯うつむく。

　正直に言えば、奴隷にさせられてしまった人の身の上話は、どうあろうと愉快な話にはならない。だから、本人が話さないのなら、それでもいいと割り切っていた。しかし、本人が話す気になったのなら、聞いておかねばならないだろう。

「どこから話したものかな……。カイくんも私が貴族かそれに類するものだというのは、わかっていたと思うが、お察しの通り貴族だったよ。戦に負け、奴隷になったのさ」

　奴隷の首輪は主人が決まったら心を壊すというから、戦に負けたのは最近のはず。ということは、この辺りは戦火が近いのかもしれない。

「君も商人ならば、さすがにモンディアル公国のことは知っているだろう？　今ではライムリーグ帝国に滅ぼされてしまったが……。私は、そこの近衛このえ魔導師だったのだ」

　まずい、モンディアル公国なんて聞いたこともない。ってことは、やはりラベルダ王国とは違う大陸ということか。そもそもライムリーグ帝国のことだって知らなかった。

　サラが近衛魔導師だったという事実自体は、特になにも意外性はない。魔法使いは基本的に全員貴族だし、戦力としても特級だ。年齢的には若いが実力に年齢は関係あるまい。

　俺おれは、簡単に相づちだけを打ち、先を促した。

「モンディアル公国が落ちたのは、つい先日のことだ。私たちは城から落ち延びた先に待ち構えていた傭よう兵へい団に負け、全員捕らえられてしまったのだ」

「全員ってことは、何人もいたんですね」

「ああ……そうだ。すでに敗戦は決定的だった公国において、我々第三近衛隊は姫君を隣国まで逃がす任務を与えられていたのだ。魔導師は私だけだったが小隊規模での訓練も十分だったし、決して野盗の類たぐいに後れを取るはずはない……そのはずだった」

「それが、近衛隊を破るような強力な傭兵団に運悪くかち合ってしまったと」

「善戦むなしく……ということもないな。敵に強力な魔法使いがいてね。我々は事実として一人も殺されず無力化されたのだ。姫を守らねばならぬ近衛兵が揃そろっていながら……な。今頃は、姫様も仲間たちも、いつ誰だれに売られていくのか恐怖に震えているのだろう」

　突然、サラが地面に跪ひざまずき、ゴスンと地面にぶつける勢いで頭を下げた。

「頼むっ！　こんなことを頼む無む茶ちやは承知だが、私にはカイくんしか頼る者がいないのだ。姫を……ユーリセシル様を助けては貰もらえないだろうか……！」

　頭を下げたまま、振り絞るような声音で、その願いを口にする。

「助けるったって……。そのお姫様も奴隷にされてるんですか？　お姫様ともなれば、普通はそういうルートにはいかないんじゃ……」

「正規軍に捕まっていればそうだったかもしれないが、私たちが捕まった相手は、奴隷商の私兵でね。そうでなくとも帝国は戦場での略奪を認めている」

　奴隷商人が雇っている兵隊の中に強力な魔法使いがいるのか。

　サラを助けた時に、その魔法使いがいたら危なかった。もしいたら、あそこで大規模な戦闘に発展していた可能性が高い。そこは運が良かったな。

「このままでは姫は奴隷としてどこかに売られてしまうだろう。本来なら私自身でどうにかするべきなのだが、時間がないんだ……」

　モンディアル公国は滅びたと、確かにそう言っていた。つまりこの人は、国がなくなった今でも、そのお姫様に忠誠を誓っているのか。

「もちろん、虫のいい頼みなのはわかっている……。姫の身請けとなれば、相応の金を支払わねばならないだろう。まして姫は祝福者だ……、カイくんは有力な商家の者だというが、それでも右から左に動かせる金額ではあるまい」

　なんだか、俺おれが姫様を身請けする話に発展してきているんですけど！

「あ、あの、さすがに身請けはするつもりないですよ。そんなお金ないですし」

「ああ……そこで、私の出番だ。私を別の奴隷商に売ってくれればいい。私は魔法使いだ。こう言ってはなんだが、姫よりも私のほうが奴隷としての価値は高いはずだ。その金で姫を……また、もしできるなら、私の仲間たちも助けてあげて欲しいんだ」

　サラのあまりにも必死な懇願に、俺は頭を忙せわしなく回転させていた。

　状況を整理しよう。

　魔法使いの女性は、「魔法使い」を生むことができる文字通り金の卵。だからサラだけが先に買い手が決まったのだろう。しかし、サラは隙すきを見て逃亡。だが魔法が封じられた状態では遠くまで逃げることもできず、商館の私兵に追い詰められ、俺たちが出会ったあの場面へと繫つながる……というわけだ。

　元々サラを捕らえていた奴隷商を無視して他よ所その奴隷商に売る……というのも確かに不可能ではないだろう。魔法使いの女は金の卵なのだから、業界の義理よりも儲もうけを取るはず。奴隷の売買など、基本は秘密裏に行うものなのだろうし。

　そこで得た金を元に、サラのお姫様を助ける……。なるほど一見理にかなっているように見えなくもない。

「……サラさん、僕みたいな出会ったばかりの子どもに、そんなこと頼んでいいんですか？　もし僕が、約束するフリをしてサラさんだけを売り飛ばして、あとは知らん顔したら？」

　先に売るということは、そういうことだ。サラがどの程度考えてこの提案をしたのかはわからないが、後先考えてなさすぎ。状況が状況で自暴自棄になっているのだろうか。

「えっ!?　あっ……考えていなかった、そんなこと……。そ、そんなことするのか？」

「いや、しませんけど」

「お、驚かせないでくれ。君はそんなことをしないって信じているから、思いつかなかっただけで……そうだとも、なんにも考えてなかったわけじゃないよ、うん。そうだ」

　うんうんと自分を納得させるように頷うなずくサラ。

　俺のことを信じてるって、まだ出会ったばかりで助けてメシ奢おごったくらいの関係だよ？　犬かなにかじゃあるまいし、警戒心がなさすぎる。

「とにかくお願いだよ。元々私は奴隷になるところだったんだ。それがこの巡り合わせのおかげで、姫を助けられるなら。最初から私の力不足が原因で招いたことでもあるし……」

　俺おれの脚にすがりつくほどの勢いで懇願してくるサラ。

　本人にとってはここが姫を助けられるか否かの分ぶん水すい嶺れいなのだ。




　正直、このお人ひと好よしを騙だましたり放ほうり出すのは簡単だ。元々、なんの関係もない人なのだから、ごめんなさいの一言ですべて片付いてしまう。

（でも、もうそんな真ま似ね……できるはずもないよな）

　この世界に来て二度も捨てられた。その俺がサラを見捨てられるわけがない。じゃあ頑張ってと放置することなどできないと、最初から俺自身が一番わかっていることだった。

　俺はあの島に国を作ると決めたのだ。この程度の頼みも聞けない人間が、そんな大それたことをできるはずがない。それに、おそらく姫と近衛このえ兵へいを救い出すのは、そう難しくない。俺がこの街に住んでいるならともかく、後先考えなければどうにでもなる。

　正直、姫様や他の近衛兵には興味がないが、サラの──このバカで実直な女魔法使いの願いは聞いてあげたかった。

「わかりました。でも……条件があります。二つだけ」

「な、なんだ!?　姫を助けてくれるなら、二つといわずいくらでもいいんだぞ」

「そんな必死にならなくても大丈夫ですよ。条件ってのは、まず一つ『何があっても僕を信じること』」

「そんなこと……信じるに決まっている。そもそも、私は助けてもらえなければ今頃はとっくに奴隷として心を失っていたのだからな」

「では、もう一つ。こっちはとても重要ですよ。……アビス、こっちに来て」

　アビスが静かに俺のそばに立つ。サラはなぜアビスが呼ばれたのかわからないだろう。宿に入ってからもアビスはフードを被かぶり、髪と角つのを隠している。

「じゃあ、アビス。マント脱いでいいよ」

「いいの？」

「そうしなきゃ始まらないからな」

　アビスの姿を見せるのは一種の賭かけだ。信心深いタイプだったら、その瞬間に大騒ぎして部屋を出て神殿に駆け込むくらいのことをする可能性がある。

　だが、仲間になってもらうなら絶対にアビスのことは知ってもらわなければならなかった。アビスの容姿に対して拒否感や嫌悪感がある人間とは仲間になれない。

　アビスが特に躊ちゆう躇ちよすることもなくフードを脱ぐ。子どもの姿には戻るなと言ってあったので、まだ大人の姿だ。

「……え!?　その髪と、角つの……？　この子は悪魔なのか？」

　サラが驚きよう愕がくに目を見開く。

「悪魔じゃないですよ。そもそも悪魔ってなんでしたっけ？」

　俺おれはサラにそう訊たずねた。

　悪魔は神殿が定める神の敵対者だ。白い髪に一対の角を生やした悪魔の軍勢と神の眷けん属ぞくたちとの聖戦が神話の時代にあったという話は、家にあった絵本で何度もルキアに読まされたものだ。恐るべき力を持ち悪逆非道の限りを尽くす悪の軍勢──それが悪魔だという。

　正直、だからなんだ？という以上の感想はない。アビスは綺き麗れいで素直でいい子だ。俺にとってはそれがすべてだし、見た目が悪魔と同じ容姿であることで差別的に扱われるというのなら、どこまでも戦うつもりだ。

「いや……私は魔法使いだったから、そのあたりには詳しくなくてな……すまない、悪魔であるはずがないな。こんなに綺麗な顔をしているのに」

　どうやらサラはさほど信心深くないタイプだったようだ。

　おそらく、魔法使いは単純に戦闘力が一般人とは段違いに強いわけで、想像上の生物である「悪魔」などを怖がったり嫌ったりする必要性がないのかもしれない。

　まあ、悪魔なんて宗教上の想像の生物でしかないのだし、同じ見た目の子がいたからって子どもみたいに怖がるほうがおかしいのかも。

「ホッとしましたよ、サラさんがアビスを怖がるなら、僕はあなたを助けることができませんからね。僕にとってはアビスが一番大事なので」

「ピエッ」

　隣で静かにしていたアビスが突然変な声をあげた。

「ん？　どうしたのアビス」

「わかんない……なんか熱が出てきたかも」

　熱!?　ずっと大人の姿でいさせたから不具合が出たのか？

「ねえ、マスタ。もう寝よ？」

「そうするか。なんだかんだ長旅だったし、久々にベッドで寝られるもんな」

　人造人間も熱出ることあるのかな？という疑問もあるが、本人が熱っぽいというからには本当なのだろう。なんだかんだ言って、俺もかなり疲れてる。体調を崩す前に休んだほうがいいのだろう。

「というわけで、サラさん。今日はもう寝ましょう。ユーなんとか姫のことはまた明日」

「ユーリセシル姫だ。しかし、頼んでおいてなんだが……そんなに簡単に引き受けてしまってよかったのか……？」

「やると決めたらやりますよ俺は」

　この旅はもっとハードな状況も想定して準備してきてある。正直、街を見つけられるかどうかすら難しいだろうと考えていたのだ。街も見つけられたし、金も手に入れた。あとは物を手に入れるだけ。

「まあ、とにかく今日は寝させてもらいます。まだ早いんでサラさんは好きにしててください。お酒とか飲むならお金少し渡しときますよ」

「いや、私もせっかくだから休ませてもらうよ。こんな風にゆっくりできるのは、今日が最後になるのかもしれないからな……」

　最後……？　そうか、サラは俺おれが魔法使いであるサラを奴隷商に売ると思っているのか。

　まだ細かい作戦は考えていないが、サラを売るということは絶対にない。その事を伝えておいてもいいのだが、サラのように実直なタイプは噓うそが下手そうだ。可哀かわい想そうだけど、本人には秘密にしておこう。敵を欺くにはまず味方からと言うからな。

「ねえ、ねえ、マスタ。はやく寝よう？」

「ヤケに急せかすな、アビス。体調悪いなら先に寝ていても大丈夫だよ」

　見た感じいつもと同じで、体調が悪い雰囲気はないのだが、人造人間だし思いもよらないなにかがあるのかも。ちょっと心配だな。

「ううん。なんかね、身体からだが熱っぽいの。……マスタといっしょに寝たら治るような気がするんだ。だから……ね。おねがい」

　アビスの吐息が心なしか荒いような気がする。本格的に熱があるのだろうか？　額に手を当ててみても、特に体温が高いという感じはない。

　アビスには俺が風邪で死にそうなときに温めてもらった恩がある。ついに俺が温め返すという番が来たというのか。まあ、今までもずっと一緒に寝てるのだが。

　俺はベッドに横になった。もう時刻は夕暮れ時、燭しよく台だいだけが部屋を照らしている。

　そこにアビスがいつものように添い寝して、いつも以上に抱きついてくる。いつもとは違うアビスの身体の柔らかさに、俺は反射的に離れてしまいベッドから転げ落ちた。

（そういや、今日は大人の姿だった……！　この状態のアビスと一緒に寝るだって……？）

　いつもの子ども形態の時とは、何もかもが違う。

　俺だってもう十四歳、肉体的に大人になりかけ、精神的には言わずもがなだ。

　かといって、サラがいるのにフォームチェンジさせるわけにもいかないか？

　悪魔ではないと納得はしてくれたようだが、さすがに人造人間であることを説明するのは難しいだろうか。いや、魔法で姿を変えているといえばなんとかなるか。

「おい、アビス──」

「マスタ、なんでいやがるの？」

　お子様モードに戻ってもらおうとしたら、遮られてしまった。

　素直に悲しい顔を見せるアビス。大人の姿でいろと言ったのは俺だ。アビスには俺がなぜベッドから転げ落ちたのか理解できないだろう。これで、いつもの姿に戻れと言えば、俺おれは大人モードのアビスが嫌いなのだと勘違いさせてしまうだろう。

　不安げに揺れるアビスの金色の瞳ひとみを見て、俺は観念した。

　もぞもぞとベッドに入ると、アビスがパッと瞳を輝かせ、嬉き々きとして抱きついてくる。柔らかくて温かくて、少しいい匂においがして、変な気持ちになってしまいそうになるけれど、アビスにそういう意図はないだろう。

　その様子を見ていたサラまでもが、「え、えっと。私も奴隷にされちゃえば遅かれ早かれだし」とかなんとか言ってベッドの反対側に入ってくる。

　俺にできるのは、さっさと意識を手放すことだけだった。





　　　　◇◆◆◆◇






　次の日、目を覚ますとすぐ隣でサラが眠っていて、アビスは俺にしがみついたままだった。アビスの目はパッチリ開いていて、すぐさま「おはようマスタ」と声を掛けてくれる。

　すでに薄々感付いてはいたが、アビスはたぶんいつもほとんど眠っていない。俺が夜中に目覚めても、大抵は目が開いている。俺が起きるのと同時に目覚めているという可能性もあるけど……。

　窓の外はまだ薄暗い。島での長いサバイバル生活で、日の出と共に目覚めるのが習慣となっていた。俺はサラを起こさないようにベッドから出て、椅い子すに腰掛けた。

　サラの頼みを聞くと決めた以上、作戦を考えなければならなかった。

　状況を整理し、作戦を決めてアビスに役割を伝えたころに、サラが目を覚ました。

「おはようございます、サラさん。よく寝られたみたいですね」

「ああ、おはよう。おかげで久しぶりに熟睡できたよ……国が戦渦に見舞われてからは、ゆっくり眠るどころではなかったからな」

　戦争に突入して、かなりの長さに渡ってストレスフルな生活が続いたのだろう。サラは昨日よりはるかにすっきりした表情を浮かべていた。

　俺たちは宿で出された軽い朝食を食べ、外に出た。

「それでどうするんだ？　売られていく身とはいえ、私にも心の準備というものがある」

「ええ、まずは先にこっちの買い物をさせてください。お姫様たちはその後に」

　作戦は夕方の予定だ。それまでに、自分の用事を済ましておく必要がある。




　昨日、商品を売りさばいた場所──バザールへ訪れた。

　ついこの間まで近くで戦争をやっていたという話だが、バザールは普通に品物であふれている。ここならば、欲しいものがある程度は手に入るだろう。

「アビスも欲しいものあったら言ってね」

「うん」

　のんびりとバザールを歩いて、商品をチェックしていく。売っている物、値段、品質。店主とも言葉を交わして、情報を得ていく。無限に金があるわけではないから、ちゃんと吟味しなければ。必要なものを必要な分だけ手に入れたい。

「マスタ、どれ買うの？」

「いくつかは決まったよ。鉄はできれば鉄鉱石が欲しかったけど、さすがにそれは置いてないみたい。鉄は製品になっているのを買っていく他ないだろうな」

　さすがに鉄鉱石なんかバザールで扱う品目とならないらしく見つからなかった。考えてみたら当然で製鉄にはそれなりに高度な技術を要する。となれば国の基幹事業という位置付けだろうし、鉄鉱石の発掘から製鉄までを一貫して行っていると見るのが妥当だ。

　情報収集したところ、鉄は内陸部にある大鉱床から発掘されて精製されているという。

「サラさんの国では、鉄ってどこから手に入れてたんですか？」

　鉄は国を作る基礎だ。すべてを輸入に頼っていたということもないだろう。多分。

「鉄……？　すまない、私はそういうのは全然疎くてな。近衛このえ隊たいになら知っている者もいるかもしれないが……」

　知らないか。鉄をどうしてるかなんて、武官であるサラは知る必要がなかったのだろう。近衛兵さんたちもそうだろうから期待は薄い。お姫様に期待するしかないが、若い姫君がどの程度国政に近いところにいるのかはわからない。全くなにも知らない可能性もあるし、いろいろ知っている可能性もある。いずれにせよ、今ここにいないのでは仕方がないが。

　俺おれは、とにかく手に入る物の中で「開拓村」の開拓に役立ちそうな品を選んで購入していった。荷車は売らずに取っておいたので、それにボンボン積んでいく。

　鉄で出来た製品を最優先で購入。料理用のナイフや、釣り針、農具、斧おの、金かな槌づちにノミ、釘くぎやノコギリ。開拓村のことがなかったとしても、道具として必要なものばかりだ。

　穀類は、残念ながら米は手に入らず小麦のみを大きめの麻袋一杯分。米作を根付かせたかったが仕方が無い。まあ小麦が始まるだけでも大分違う。パンも食べられるようになるし、麵めん類もいけるようになる。

　野菜は、タマネギ、ニンニク、ネギ、カブ、マッシュルーム、からし菜。種で手に入るものは種も買っておいた。これだけあれば料理のバリエーションは激増するはずだ。

　果物はブドウを何房か購入した。ブドウがあればワインが作れる。ビールやウイスキーの作り方は知らないが、ワインの作り方は簡単だったはずだ。勢いで中古の樽たるも購入しておいた。自分では料理法はわからないが、香草類なども仕入れてみた。

　さらに砂糖が売っていたのでこれも買ったが、やけに高くて少ししか買えなかった。砂糖もできれば村で作れたらいいのだが、この量では難しそうだ。

　生き物も購入した。羊を二頭、大型犬を二頭、山や羊ぎを二頭。鶏を二羽。

　犬は荷車牽ひきも出来るし、牧羊犬としての働きも期待できる。

　羊は肉よりも羊毛の為ためだ。鶏は肉も食べられるし、なにより卵を産む。

　馬も手に入れたかったが、さすがに高すぎた。というか家畜自体が高く、それだけで八割の金がなくなったほどだ。あと、ここには豚は売っていなかった。

　開拓村に足りない物という観点で市場を巡ると、事実上開拓村にはないものだらけであれもこれも、欲しいものだらけで正直困ってしまった。

　綿花もそのままの状態で売っていたので一袋買った。栽培にまで発展するかはわからないが、綿があるだけで生活の質は向上するだろう。羊毛が加わればさらに充実するはずだ。

　最後は生活雑貨の店で、石けんと香油を大人買いした。

　更にすべての買い物を終えてから、雑貨屋で顔を隠せる仮面のようなものを手に入れた。これはこの後に必要になる物。

　買い物が終わったら、サラの頼みを聞く番なのだ。




「じゃあちょっと荷物預けてくるので、サラさんは待っていてください」

　さすがに大荷物を開拓村に収納する場面を見られるわけにもいかず、いったん別れることにした。このスコルパの街は、古い街のようで建物がかなり入り組んでおり、太い道や細い道も縦横無尽に走っている。俺おれは目的地があるかのように移動し、周りに人がいないタイミングで荷車ごと荷物をすべて開拓村へ移動させた。

　移動後の開拓村で、そのあまりの量にエネルが泡を吹いて失神してしまったから、レベルアップはまた次の機会だろう。これだけの量を一気に持ち込めば、開拓村は今までの比にならないほど大きくなるはずだ。なにより、村人たちの生活がグッと良くなるだろう。




　怪しい仮面を装着してサラのところに戻ると、サラはしゃがみ込み捨てられた子どものように小さくなっていた。

「サラさん大丈夫ですか？」

　思わず声を掛ける。体調でも悪くしたのだろうか。

「……あ、よかった。戻ってきてくれたんだな」

　顔を上げ、心底ホッとした表情で、そんなことを言う。

「そりゃあ、荷物置いてきただけですし……」

「私は、もしかしたら置いて行かれたのかと思って……。面倒なことを君に頼んでいる自覚もあるし……。すまない、元々私はこんな弱い女じゃないんだが、やはり故郷もなにもかもを失ったことで心が弱くなってしまっていたようだ。……君たちが行ってしまい、立っていられないほど心細くなってしまった」

　サラは気丈に振る舞っているが、まだ娘と言っていいような歳としのはず。魔法使いとしてチヤホヤされて育ってきたのだろうし、こんな状況で強くいられる方がおかしいのかも。

「まあ、とにかく準備できましたから。行きましょう」

「あ、ああ。そうだな。短い間だったが楽しかった。……姫のことよろしく頼んだよ。ワガママで困らせることはないと思うが、もう国はないんだ、少しは厳しくしてやってもいい。あの子はちょうど君と同じくらいの歳としだし、仲良くしてくれると私も安心できる」

　堰せきを切ったようにしゃべり出すサラ。サラはこれから自分が奴隷として売られると考えているのだ。

「ねえ、サラさん。ちょっと疑問なんですけど、僕たちが帰ってこないこと、そんなに心配だったんですか？　帰ってこなければ奴隷として売られることもないのに？」

「売られるのは怖くないよ。元々、覚悟はとっくに出来てたんだ。私が怖いのは姫が奴隷にされて、酷ひどい目に遭うことのほうだよ。あの子は、ユーリは私の妹のようなものだから」

　ふと、サラの目がやさしく細められる。

　その姿は慈愛に満ちていて、俺おれはサラの本当の気持ちが見えた気がした。

　俺にも妹がいる。ルキアがもし奴隷にされるとなったらどうするだろうか。サラと同じように自分を犠牲にしてでも助けたいと思うはずだ。

「任せてください。必ず助けましょう」

　俺は無意識にそう口に出していた。妹だってんなら助ける以外にない。




　サラに案内してもらい、お姫様たちが捕まっているという奴隷商館までやって来た。

　いちおうサラは別の商館で売る……ということになっているが、サラを売って金を得た後に姫の居場所を俺が知らなければ、助けるもなにもないからだ。

　店の前に武器を携帯した男が二人。商館が雇っている私兵だろう。

「かなり大きい店ですね。奴隷の待遇ってどんなもんなんですか？　商品だから、けっこう大事にされていたり？」

「必要以上に丁寧に扱われたりはしていなかったが、手て酷ひどいということはなかったな。私は落ちぶれても元貴族だし、特別扱いだったのかもしれんが」

　人間を商品扱いすることの是非はともかく、健康で若く元々の地位も高いとなれば、当然高級奴隷ということになるのだろう。

　まして、本物のお姫様。それを買う……となれば、一筋縄ではいくまい。すでに親しい大金持ちに売る約束くらいはしているかもしれない。そうだとしたら、ただ見せてもらうだけでも難しいと考えておいたほうがいいだろう。

　やはり、サラの協力を得て一芝居打つ必要がありそうだ。

　突入前に自分の服装を見る。二年前の祝福の儀式の時に着た服を手直ししたもので、十分に高級感がある。貴族や豪商の息子として通用するかは、多少の不安があるが、豪商の息子が全員同じ格好をしてるわけでもないだろう。

　あとは予定通りに事が運ぶよう上う手まくやるだけだ。

「じゃあ、アビス。作戦はわかっているね？」

「問題ないよ、マスタ」

「じゃあ、行こうか。サラさんもいっしょに」

「え、えええ？　他の商館に行くんじゃなかったのか!?」

「大丈夫。すべて任せてください。あ、商館の中ではしばらく喋しやべらないように」

　俺おれは一つだけ注意事項を言い渡し、戸惑うサラを無視して商館の扉を開けた。

（今から俺は貴族だ。大金持ちで気分屋で、傲ごう岸がん不ふ遜そんで生意気な貴族のボンボンなのだ）

　俺の能力とアビスが揃そろえば、今回の作戦はそう難しくはないはずだ。

「これはこれは、いらっしゃいませ、本日は奴隷のお求めで？」

　すぐに出てきて、俺のようなガキにも慇いん懃ぎんな態度で応対してくれる番頭。いや、逆に俺のようなガキだからこそ、狙ねらい目の客なのかもしれない。

　商館の中の見えるところに私兵の姿は見えないが、いないということはないだろう。今回の作戦は商館の私兵……つまり傭よう兵へいたちの動きが鍵かぎとなる。できれば居場所を把握しておきたい。特に、サラを倒したという魔法使いは要注意だ。

「そうだが、店主はいるか？　呼んできてもらえるかな？」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　スッと一礼して去って行く番頭。奴隷の値段のことはよく知らないが、安い物ではないだろうから、客は王族貴族豪商なんかばかりなのだろう。礼儀ができているのも当然か。

　しばらくして、小太りの中年がノシノシとやってきた。シンプルな青いシャツを着て、サスペンダーでズボンを吊つっている、なかなか貫かん禄ろくのある男だ。

「いらっしゃいませ、お客様。モリーニ商会へようこそ。私が店主のモリーニです」

　太った体を左右に揺らしながら、にこやかに握手を求めてくる。一見、フレンドリーだが、目の奥にはこちらを品定めするような油断の無さが見て取れた。サラの話では、この男が雇っている傭兵団にやられたというから、それだけの私兵を束ねるだけの力を持った男なのだ。一筋縄ではいくまい。

「私は、とある小国の者でね。今はお忍びの旅の最中なので、こんななりなのを許してほしい。実は旅の途中で、こちらから逃げ出したという奴隷を捕まえたのでね、立ち寄らせてもらったのだ。おい」

　アビスに向けて顎あごをしゃくると、アビスは一つ頷うなずいてサラのフードを外して、前にドンと押し出した。サラの表情に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「おっ！　おお！　まさか！　連れてきて下さったんですか！　信じられない！　こちらの不手際で逃げられてしまい、大損になるところだったのですよ！」

　サラの顔と首輪を見て、大興奮の店主。また手を握られてぶんぶんと振られてしまった。

「報奨金は弾んで貰もらえるんだろうね？」

「当然ですとも！　しかし、どうしてわざわざ連れてきて下すったんで？　他の商館へ売りつけることもできたはずでは？」

　当の商館からしても、そういう認識なのか。ならば、喜ぶのも当然だな。

　サラのように美人の魔法使いとなれば、この商館にいるすべての奴隷と交換したとしてもおつりが来るほどの価値があるのだろう。それは、この世界の貴族を貴族たらしめている要素が、「魔法使い」であるからなのだ。魔法使いの母親からは必ず魔法使いの子どもができる。つまり、サラを買った人間は、サラに自分の子どもを産ませれば、その子を貴族として取り立ててもらうことが可能。そうなれば、自分自身も貴族になることができるのだ。

　ならば、俺おれ自身はそれを蹴けっても問題ないくらいの金持ちを装わなければならない。

「理由か。ふふ、なんとこの女は自分を売った金で姫を身請けして欲しいと俺に頼んできたのだよ。そこで興味が湧わいたのだ。そこまでの忠誠を誓わせる、その姫君にね。いくら金を持っていても、こいつを連れてこなければ、そういう商品は見せてもらえまい？」

「なるほど。そういう事でしたか。怖いお人だ」

「良いい奴隷との出会いは一期一会。金があれば手に入るというものではないからな」

　偉そうに理由を語ることで、店主を納得させることには成功したようだ。俺の見た目はどれほど偉そうでも十四歳。店主からみれば、微笑ほほえましさすら感じるものかもしれないが、大事なのは信用を得ること。中に入り込むことができなければ、作戦は失敗だ。

「カイくん？　どういうことだ……？　わ、私を引き渡したら、とても姫を買うような金になどならないぞ？　助けて……くれるんだろう？　そう、言ったよな……？」

　サラが俺の服の袖そでを引っ張りながら、訴えてくる。

　店主も黙ってこちらを窺うかがっている。ここで下手な受け答えはできない。

「もちろん、その姫君は買わせてもらうつもりだ」

「な、ならなぜ、他の奴隷商に私を持って行かなかったのだ？　こ、ここではお金も貰えないだろう……？」

「実を言うと、金になど困っていないのでね。それでどうするのが一番か考えたら、お前をここに連れてくれば、姫も助かる、奴隷商も助かる。全員得をするのではないか？」

「だがっ──」

　さらに言いたいことがありそうなサラを、アビスが口を手で塞ふさいで黙らせた。モガモガと騒ごうとするが、泥臭く行商してたとかそういう情報は奴隷商に知らせたくない。

　あくまで謎なぞの金持ちという路線は崩したくないのだ。

「見苦しいところを見せたな、主人」

「いえいえ、我ら商人の事情まで配慮して頂き、私、感激しております」

「では、せっかくだから、全員見せてもらおうか。なんでも、その姫君の近衛このえを全部奴隷にしたんだって？　大おお儲もうけじゃないか」

「ええ。しかし、私兵には大金を投じていますからね、そこの魔法使いを失っていたら大損害でしたわ」

「ははは、それはそうだろう。しかし私兵とはね、常時契約しているのか？　今も？」

　傭よう兵へい団が今この館やかたにいるかどうか、あるいは近くにいるかどうかは作戦の成否を分ける上で最も重要な情報だった。特に、サラを倒したという魔法使いがいるかどうかで全く作戦の難易度は違ったものになってくる。

「もちろんです。今も奥の部屋で遊んでいますよ」

　運悪く私兵は館の中にいるようだ。その場合の作戦も考えてきてあったが、少し難易度は上がる。だが、ここまで来たら遂行する以外にはない。

「ははは、それは金を食うな。これからは逃げられないよう気をつけることだ。……ああ、それと、そこのサラに、姫君と話をさせてやってくれ。今こん生じようの別れだからな」

「もちろん構いませんよ。ただ、彼女はもう売り手が決まっていますからな。それが済んだらすぐに出荷準備に移らせていただきますが、よろしいですか？」

「ああ、すぐ済むだろう」

　サラを別室に連れて行かれると面倒だったが、これでなんとかなるだろう。店主に俺おれを疑っている様子はない。というか、まさか全員を金も払わず連れ去ろうとしてるなどとは、思いもしないだろう。

　主人が番頭や下男に指示を出す。どうやら全員を広間に集めてくれるようだ。

　俺は、ゆったりとソファに腰掛け、メイドが淹いれてくれた紅茶を味わった。なかなかいいお茶だ。お茶も仕入れておけば良かったなどと、全然関係ないことを考えてしまう。

　商館の主人が連れてきた奴隷はすべて女性だった。みな比較的若くみえる。サラの話では、確か第三近衛兵隊は姫付き兵士ということだったから、若い女性だけで編成されていたのかもしれない。そんな風に考えていたのだが、どうやら最初に連れてこられたのが女性だっただけで、しばらく後に男性奴隷も入ってきた。

　一気に部屋が手狭になる。近衛兵がサラも入れて九名。男が二名に女が七名だ。サラ以外、全員の脚に足あし枷かせを付けられ自由はない。

「ユーリ様！　みんな！」

　サラが叫ぶ。どうやら噂うわさのユーリセシル姫が部屋に入ってきたようだ。

　俺は余裕ぶってゆっくりとソファから立ち上がった。部屋にいた全員の視線が俺に集中して、つい少し怯ひるんでしまう。いかんいかん。もっと毅き然ぜんとしていなければ。

（あれが、サラのお姫さんか）

　姫であるユーリセシルは確かに美しい少女だった。みな同じような服を着せられているのに、それでも一目でそれとわかる程に。

　歳としのころはサラが言っていたように俺おれと同じくらいだろう。長く美しい金髪を垂らしており、つい妹のことを思い出してしまった。

　俺はゆっくりとユーリセシルの前まで歩き、不ぶ躾しつけにジロジロとなめ回すように、頭のてっぺんから足の先までを確認した。あくまで奴隷の検品に慣れた感じを出さなければならない。俺が見ている間、全員の視線が集中する上に、ユーリセシル自身も真まっ直すぐに俺の顔を見ているものだから、変に緊張してしまった。

　実際、間近で見たユーリセシルは美しかった。亡国の姫君という言葉がよく似合う、儚はかなげで、しかし芯しんのある瞳ひとみをした美人だ。

　サラによると、今は亡きモンディアル公の一粒種で、兄弟などはいないらしい。

「……確かに美しいな。いくらだ？」

　ユーリセシルを前に主人へ訊たずねる。さっと答えてくれた金額は、それこそぶっ飛んだ価格だった。軽く豪邸が建つような金額だ。

　まあ、人間一人、それも王族の価格なのだし、これくらいは普通なのかもしれない。とにかく手が出ないのは確かだが、そういう態度を表に出すわけにはいかない。

「そんなものでいいのか？　ああ、それとも負けてくれたのかな？」
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　俺おれがサラを連れてきたことで、値段を勉強してくれている可能性がある。とりあえず安いと言っておいたほうが無難だろう。相場を知らないやつと思われるよりは、とにかく太っ腹な感じを貫いたほうがいい。

「バレてしまいましたか。このユーリセシルはモンディアル公国の宝石とまで言われた、私どもの目玉商品。本来ならば、こんな値段ではお出しできないのですよ。サラを連れてきて下さった、あなた様だからこそ、この価格でお譲りしたいのです」

「そうか。ではありがたく貰もらっていくとしよう。他の者も何人かついでに貰おう。選んでも構わんな？」

「も、もちろんですとも！」

　商人は揉もみ手でで笑顔だ。奴隷はランニングコストがかかる。右から左に売れてくれたほうが良いいに決まっている。

　俺は他の者をひとりひとり調べ始めた。時間がないので、ここから逃げたいかどうかだけを小声で質問し、それが終わった者たちは手を繫つないで向こうにいろと命じる。

　長くかかりそうだと思ったからか、あるいは気を利かせたからか、店主が部屋から出て行く。部屋は完全なる密室で窓すらないから、逃げられるとは思いもしないか、あるいはすぐに戻ってくるつもりなのだろう。いずれにせよチャンスだ。

　俺はサラを含めた全員にお互いの手を繫がせた。

「予定通りだ。アビスいいな、なるべく派手にやってくれ」

　俺の後ろをちょこちょこ着いてきていたアビスに最後の確認をする。

　そう、この作戦はアビスが最も危険なのだ。

　本当はこのまま全員、島に連行してしまえば簡単なのだが、そうしないのには理由がある。スキルを持っている俺でも、あの島での生活は堪えたというのに、彼らに確認もソコソコに勢いで移住を迫るような真ま似ねは絶対にしたくないのだ。そんなことをすれば、俺やカエデを強制連行した異端審問官と同じになってしまうだろう。

　さらに、もし全員が島への移動を承諾したとしても、（北）の出口を使った村のワープ機能にも制限がある。俺といっしょでなければ『ゲスト』だけを向こうに送ることはできないのだ。つまり、島に行く時は全員一緒でなければならない。開拓村のワープ機能は一方通行だから、島に戻ったらこちらへ戻ってくるのもほぼ不可能なのだから。

　傭よう兵へい団が商館内にいないのならば全員で開拓村に隠れて、しばらく後に脱出するという方法もあったが、傭兵が中にいる以上、連中を誰だれかが引ひき剝はがしてくれなければ逃げることは難しい。だから、その役目をアビスにやってもらう。

　アビスがいつものように「うん」と頷うなずくのを確認し、アビスの手だけ繫がず自分の能力を発動した。

『てのひら開拓村！』

　瞬時にスキルが発動し、手を繫つないだ者たち全員が一斉に村へと移動する。

（うまくやってくれよ、アビス）

　俺おれは心の中で呟つぶやいた。





　　　　◇◆◆◆◇






　カイたちが能力によってその場から姿を消すと、アビスはすぐに行動を開始した。

　指示通りなるべく派手にこの館やかたから脱出し、追っ手を引きつけなければならない。そうして、商館の人手が薄くなればなるほど、カイたちの脱出は確実になるのだ。

「……窓、ない」

　店主が戻ってくるより先に、全員が逃げたように見せなければならないのだが、さすが奴隷商館だからか、この部屋には窓が一つも存在していなかった。

「……壊せばいっか」

　アビスは誰だれに言うともなく呟き、手のひらで風の魔法を練り、躊ちゆう躇ちよなく壁に向けて撃ち放った。爆風と共に壁に大穴が空く。

「えっと……すぐ逃げちゃダメだよね」

　作戦では、全員が逃げ出して殿しんがりがアビスであるように見せかけろということだった。

　すぐに逃げてしまったら、追っ手を引きつけることができない。

　アビスは、壊れた壁を守るように立ち、状況を見守った。

「な、ななななな何事だ！」

　すぐさま、店主が大慌てで部屋に入ってきた。

　部屋には誰もおらず、壁は破壊されアビスだけが壁際に立っているのを見て、店主はすぐに状況を悟ったようだった。

「ファウゼル！　ファウゼルを呼べ！　賊だ！」

　ツバを飛ばしながら叫び、人を呼んでいるようだ。ファウゼルというのが、この商館の私兵の頭なのだろう。

　アビスが傭よう兵へいたちを待っている間にも、何人かの従業員が突っかかって来たが、アビスはすべて電撃で昏こん倒とうさせた。

「……そろそろいいかな」

　カイが言うところによると、相手を誘導しようとしてはダメなのだそうだ。あくまで追われ、逃げているように見えることが大事だと。

　少なくとも傭兵団に姿を見られない程度にまでひっぱってから逃げろという事だった。

　アビスは壁の穴から外に出て、ゆっくりと走り出した。




「おいおい、こりゃどういうこった？　おやっさん、敵は魔法使いなのか？」

　ファウゼルは壁の穴を見て即座にそれが魔法によるものと看破した。風の魔法を壁に打ち込むと、ちょうどこんな風になる。

「わからんが、クソッ！　ガキだと思って油断した。あれはモンディアルの残党だったのだろう。ユーリセシルどころか、まさか全員連れて逃げるとはな」

「ほう、モンディアルの？　こんなことをやる骨のあるやつが残っていたとはねぇ」

　ファウゼルが感心したように顎あご髭ひげをしごく。

　先の戦争では、多くの魔法使いと戦ったが、モンディアルの魔法使いは帝国軍のそれと比較して弱かった。魔法使いの魔法威力そのものなど普通は大差ない。大事なのは使う人間のほうだ。戦闘経験のない魔法使いは、砲台としては優秀でも一対一ではファウゼルの敵にはならなかった。

「感心してる場合か！　追え！　全員でだ！　わかってるんだろうな、ファウゼル、お前たちには大金を支払ってるんだ。失敗は許さんぞ！」

「奴隷どもは足あし枷かせ付けられてるんでしょう？　そう遠くへは逃げられませんよ、まあ簡単なウサギ狩りってとこですな。俺おれだけで十分ですわ」

　ファウゼルの気楽な進言に、奴隷商館店主モリーニはいきりたち叫んだ。

「全員でだ！　これは命令だぞ、ファウゼル。先の戦争でユーリセシルを捕らえたのはお手て柄がらだったがな、サラには逃げられ、追っ手も何者かに倒されて二度失敗しているんだ。それでさらにこれだ！　こうして話している間にも、奴やつらは逃げているんだぞ」

　厳密には、ファウゼルに非があるのは、サラを捕まえる為ための追っ手を全員アビスに倒されてしまった件だけなのだが、頭に血が上ったモリーニは、すべてファウゼルの失態に勘定した。それだけファウゼルとその子分には金を払っていたし、ここでユーリセシルとサラに逃げられたら、来月には経営すら危なくなるほどの大損害だ。

「ま、命令とあらば仕方がありませんな」

　ファウゼルは肩を竦すくめ、すぐさま大声で部下を召集しアビスを追い走り出した。




「…………来た。よかった」

　アビスが逃げ出して数分。ようやく追っ手らしき男たちが、後ろから迫ってきた。

「あとは上う手まく逃げなきゃ」

　マントをひるがえし、目抜き通りを走る。わざと追いつかれるようにスピードを落とし、距離が近くなりすぎたら速度を上げて引き離した。

　アビスは魔力を肉体の強化にも使えるタイプの魔法使いだ。今も魔力で肉体を強化しており、その気になれば一気に引き離すことも可能なほどだ。

　だが、カイたちが先にいるように見せかけながら走るのは、考えるのが苦手なアビスには難しい事だった。

「……うう、魔法撃ってるほうが簡単」

　いつまでも続くかと思われた逃走劇だったが、それは唐突に終わりを告げた。

　単純に街を出たからだ。街を出てしばらく走ったところで、追ってきていた男たちもアビスが一人きりであることに気付いたらしく、追うのをやめて立ち止まった。

　これではカイの頼みを果たせない。

『アビス、できるだけ長く足止めして欲しい。倒してしまっても構わないから』

　カイの言葉がアビスの脳内で再生される。

　アビスは、走るのをやめると男たちのほうへ歩み寄った。

「ふぅ。もう逃げなくていいのかい？　お嬢ちゃん。奴隷たちはどうしたのかな？」

　先頭の男が言う。さすが傭よう兵へいということか、これだけ走ったわりには息も切れていない。さらに、手のひらでいつでも撃てるように魔法を準備しているのが、アビスにはわかった。この男がサラを倒したという魔法使いなのだろう。

「……みんなもう先に行ったよ。あとは私があなたたちを倒せば終わり」

　傭兵たちは油断なく、そして少しずつアビスを包囲するように動き始めようとしたが、先頭の男が、それを手で制した。

　アビスは余裕の態度を崩さずに、相手の出方を窺うかがった。

「やつらは足あし枷かせを付けていたはずだ。そんなに速く逃げられるものかな？」

「あれなら……私が外したから」

　実際には外していないのだが、アビスは適当に答えた。どうせ、そんなことはもう関係がない。アビスの仕事は足止め。言葉は必要なく、全員を倒してしまえばそれで終わりだ。

　アビスは魔力を活性化させた。早く終わらせて、主あるじの元に戻りたかった。





　　　　◇◆◆◆◇






「う、うわわわわわ！　な、なんだここは!?　どうして？　なんで？　どこなんだここは！」

　俺おれが、サラ、ユーリセシル、そして近衛このえ隊たい全員を連れて開拓村に移動した直後。最初に大騒ぎしたのはサラだった。

　サラはこの集団の中で唯一の魔法使いだという。つまり、戦力としてはズバ抜けたものを持っているはずなのだが、どうにも本人はポンコツ感が強い。本当に戦えるのか不安になってくるほどだ。

　もちろん、近衛兵たちもいきなりの瞬間移動に驚き、ざわついている。

　半分腰を抜かしていると言ったほうが正確かもしれない。さっきまで奴隷商館にいたはずなのに、今はのどかな農村の入り口に全員で立っているのだから当然かもしれない。

　そんな中、ユーリセシルだけが泰然自若として、全く動じた様子を見せずにいる。さすが王族ということなのか。いや、こんな状況で落ち着き払っているのは逆に不気味だ。

　近衛このえ兵へいたちも、姫の落ち着きぶりを見てか、だんだんと平静さを取り戻していく。

「やあ、カイ！　こないだは大量に物資持ってきてくれたけど、あれどうするんだい？　村に入れていいなら、レベルアップ間違いなしだけども！」

　エネルがバナナ片手にやってくる。俺おれが街で買った商品は、とりあえずは預けてある状態だ。全量を村に卸してしまうと、流通するまで取り出すことができなくなってしまう。時間があるときに仕分けようと思っていたのだ。

「とりあえず、立て込んでるんで、あれはまた後で。それより預けてた剣を一本持ってきてくれる？」

　まず、しばらくは村で待機だ。

　その間にみんなの足あし枷かせを外さなければならないわけだが、まずは説明からだな。

「サラさん。まず落ち着いて。さっきはすみませんでしたね。演技だったんですが、なかなかのもんだったでしょう？　けっこう無理はしてましたが」

「演技!?　演技だったのか、あれが！　すっかり騙だまされてしまった！　いや、そんなことはもうどうでもいい！　それより、これは一体どういうことなのだ？　ここはいったい……？　私たちは奴隷商館にいたはず……だよな？」

「順番に説明していきますよ。他のみなさんも聞いてください」

　といって、たいした説明はできないのだが、まず、この能力のことから話した。もちろんアラミラの名は出さず、とある神の祝福ということで納得してもらう。

　そして、ここまでやってきた経緯──サラに頼まれて皆を助けに来たことを説明した。

　作戦も第一段階は完了だ。このタイミングでサラも含めて全員を助けるつもりだと告げる。どよめきが広がるが、一番驚いたのはやはりサラだった。

「わ、私もっ!?　でも、だって……私を売ったお金でって……。え？　あれ……？」

「僕を信じるのが条件だって言ったでしょう？　それを覆すような真ま似ねしませんよ」

「でも、だってそれは、姫を助けてくれる条件だったんじゃ……」

「そう誤解させるような言い方をしたのは確かです。でも、サラさんを売って姫様を助けるとも言いませんでしたよ、僕は。もともと、サラさんを助けるつもりだったんですし。僕を信じて、アビスのことを怖がらずにいてくれたじゃないですか。それって、サラさんを助ける条件だったんですよ。お姫様と近衛兵さんたちはオマケです」

　サラだけを島に強制連行しても、サラを助けたことにはならない。そんなことをしたら彼女はずっと姫や仲間のことを心配し続けただろう。だから、全員を助けることにした。

　もちろん、島では人手はいくらでも欲しいが、奴隷商館から人をかっさらってくるような手段である必要は本来ないのだから。




　俺おれはサラから離れ、皆の足あし枷かせをなんとかする作業を始めた。鉄で出来た脚輪に鎖で鉄球が繫つながれている。鉄が大量に手に入るのは嬉うれしいが、こういう形でとは思っていなかった。

　エネルが持ってきてくれた剣で鎖を巻き取り拗ねじりを加えていく。

「なにを……しているのですか？」

　作業していると、頭上から鈴が鳴るような声が聞こえた。顔を上げると、声の主はユーリセシルだった。こんな状況なのにヤケに落ち着いている。お姫様というのはそういうものなのか。それとも、国が滅び心が死んでいるのかもしれない。部外者である俺にはわからないことだが、両親だって無事では済まなかっただろうし、気丈でいるにも限度というものがあるのではないだろうかと思う。

「細く弱い鎖なら、拗っていけば力に耐えられずに壊れるんですよ。これくらいのなら簡単です」

　前世で入院中に映画で見て知った知識だ。剣はボロボロになってしまうが、どうせ傭よう兵へいからいただいたもの。一本くらいダメになっても問題ない。

　しばらくして鎖は切れた。破断したというのが正確な表現だろうが、とにかくこれで走ることができるだろう。

　作業を無言で眺めていたユーリセシルは、特に興味がなかったのか、鎖が切れてもその事には触れずに、別の話を振ってきた。

「カイさん……と言いましたね。今、この不思議なところに連れてきたのも、私たちを助ける為ためなのでしょう。……しかし、どうして助けて下さるのです……？　あなたはモンディアルに縁がある方なのですか？」

「いえ、サラさんとも昨日知り合ったばかりですよ。モンディアルのことも知りませんでした。だから、助ける理由は……サラさんが気に入ったからってことになりますか」

「なっ!?」

　すぐ隣で聞き耳を立てていたらしいサラが、突然素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ふふふ、そうでしたか。私はこれで彼女にもう何度助けられたことでしょうね。今では国も民も、なにもかも失った、ただのユーリセシルでしかないのに」

「ああ、それは──」

　妹みたいに思ってるらしいですよ、とはさすがに言えなかった。

　いくらなんでも、ヤボ過ぎるからね。




　全員の足枷を外し終え、開拓村に入ってから一時間程度が経過したころ俺たちは行動を開始した。彼らが今、開拓村にいられるのは開拓村の『ゲスト』の能力のおかげだ。この能力はあくまで俺の客として村に滞在できるというだけで、俺が外に出れば彼らも村から弾はじき出されてしまう。だから、全員で行動しなければならない。

　全員裸足はだしだったので開拓村製の草鞋わらじを用意して履かせ、最低限身を守る為ための武器を持たせた。未いまだ金属の存在しない開拓村では手に入る武器なんて、本当に木の棒に毛が生えた程度のものだが、護身用として最低限の仕事はしてくれるだろう。

「では、みなさん。心の準備はいいですね。とにかく一目散に街の外まで走ってください」

　この作戦の為に、わざわざ時間を調整したのだ。

　今の時刻は夕暮れ時。逃げるには明るすぎず暗すぎず丁度いい塩あん梅ばいだろう。

　開拓村の外に出ると、一瞬で俺おれを含む全員が元々いた奴隷商館の一室へと移動した。

　喋しやべらないように言ってあったので、誰だれも驚きの声などをあげたりせず静かにしている。

（さて、いい感じに暗くなっているな。ん？）

「おっ、おまえたち……！　どこから……！」

　誰もいないことを期待したのだが、丁度部屋にいたらしい商館の店主が腰を抜かしたように床に尻しり餅もちをついていた。傭よう兵へいたちはいないようだ。アビスが上う手まくやってくれたらしい。

「静かに」

　店主の首元に短剣を突きつける。店主はコクコクと首だけを動かした。

「サラさん、頼む。急いで」

　誰かがいる可能性は考えてあった。いちおう全員に武器になるものを渡してあるが、店主については麻縄で縛っておけば問題ない。

　時間に余裕があれば、足あし枷かせの鍵かぎや、サラの首輪の鍵を手に入れたかったが、今は逃げることを優先しなければ、いつ傭兵や衛兵がやってくるかわかったものじゃない。

「店主、ユーリセシルとサラの事は諦あきらめろ。元々、火事場泥棒で手に入れたもの。夢でも見ていたと思え」

　それだけを店主に告げ、俺は立ち上がった。

　壁に大きな穴が開いている。おそらくアビスが魔法で開けたものだ。

　俺たちは無言で飛び出し、夕暮れの街を走る──





　　　　◇◆◆◆◇






「速く！　速く！　サラさん、もうユーリセシルさんはおぶったほうが速いですよ！」

「あ、ああ！　ユーリ様、では私の背にお乗りください」

「サラさんじゃ華きや奢しやすぎるでしょ！　そっちのマッチョなお兄さんに頼みましょうよ！」

「姫を男の背に乗せるなど！」

「もう姫じゃないでしょうが！」

　俺は夕暮れ時のスコルパの街を、十名もの人間と走っていた。

　近衛このえ兵へいたちはさすがに問題なかったが、ユーリセシルはどうにも走るのが遅かった。

　強引にマッチョ近衛兵におんぶしてもらい、今はそれなりのペースで逃げられている。とりあえず追っ手もないようだ。

　いい感じに日も沈みそろそろ黄昏たそがれ時どきだ。外壁を抜けてしまえば、闇やみに乗じてどうにでも逃げられるだろう。逃げ道についても、本当は路地から路地へと目立ちにくいルートを選ぶべきだったのだが、時間も土地勘もなく結局大通りを走っている。

　近衛さんたちの脚に付いたままの鎖が、チャラチャラと音を出し、目立って仕方が無い。そもそも全員一目で奴隷と分かるような服装だ。誰だれが見たって奴隷の集団脱走である。

　さっさと脱出しなければ、衛兵かなにかを呼ばれかねない。

「あっ、てめえら！　こんなとこにいやがったのか！　止まりやがれ！」

　前方から歩いてきた武装した集団の一人が、俺おれたちを指さし叫んだ。

（傭よう兵へいか！　クソッ、こんなタイミングで）

　大人しく停とまってやる義理はなかったのだが、相手は武器を持っている。しかも、すぐに剣を抜きこちらを包囲しようと動き出した。伊だ達てに傭兵団などやってないということか。

「かっ、カイくんどうするんだ!?　見つかってしまったぞ！」

「ですね。ちょっと待って下さい」

　こいつらがここにいるということは、アビスはどうなったのだろう。まさか、負けたのだろうか。無限の魔力を持つアビスが、人間の魔法使いに負けるとは考えにくいが……。

「サラさん、あいつらの中にサラさんを倒した魔法使いはいますか？」

「い……いや。見当たらないな、人数はほとんど全部いるようだが……」

　いないか。ちょっと聞いてみるか。

「おいっ！　お前らの中に魔法使いがいただろう！　あいつはどうしたんだ！」

「お頭は決闘中だ！　だがありゃ時間の問題だぜ。お前らも諦あきらめてさっさと館やかたに戻れ！」

　傭兵の一人が剣をこれ見よがしに振りながら答える。武器を出せばビビって応じると思っているようだ。いや、それよりもこんな素直に答えてくれるとは思わなかった。あまり頭が回るタイプではないのか。

　それにしても、一対一か。アビスは戦闘経験が少ない。なにか老ろう獪かいな戦術に嵌はまっているのかもしれない。まだやられたわけではないようだが、早く助けにいかないと──

「カイくん。君は元々無関係なのだし、君だけでも逃げてくれ……！　ここは私たちだけでなんとかするから」

「ここまで来て、これくらいは想定内ですよ。全員倒します」

「えっ？　しかし……」

「しかしもへったくれもありませんよ。みんなは、身を守ることと逃げることだけ考えていてください」

　近衛このえさんたちは全員兵隊だったのだ。相手に魔法使いがいないなら逃げることは不可能ではないはず。サラの魔法が封じられていなければ楽勝だったが、そこは仕方がない。

「なにごとだっ！　街中での刃にん傷じよう沙ざ汰たは御法度だぞ！」

　さらに、衛兵がやってきてしまった。傭よう兵へいの一人が作り笑いを浮かべて説明を始める。

「こりゃあ、衛兵さん。いえ、うちの奴隷たちが逃げ出しまして、それを捕まえるとこだったんでさぁ」

「ふむ、脱走奴隷か。今時珍しいな。おい、お前ら！　もう逃げようとしても無駄だ！　諦あきらめてお縄につけ！」

　見たところ、衛兵は二名。ならば傭兵と衛兵で十六名。全員が戦闘のプロなのだろうが、それだけだ。魔法使いでも祝福者でもない。

　ジリジリと包囲網を狭めてくる傭兵たち。

「ちょっと、みなさん。僕の姿を隠すように集まってください」

　近衛さんたちが頷うなずき、集まってきてくれる。

　肉の壁だ。近衛さんたちは九名しかいないが、小柄な俺おれの体を隠すのは簡単だ。

「じゃあ、みなさんすぐ戻るので、そのまま待っていて下さい」

　俺はそれだけ言い残して、開拓村へ移動した。

　すでに開拓村での準備は終えてある。あとは、それを外に出すだけだった。

「ただいま」

　現実に戻ってくると、みんながワッと殺到してきた。

「カイくん！　どうするんだ!?　戦うのか!?　戦うぞ！」

「おうとも！　ここまで助けてもらってなにもしないわけにはいかん！」

「せめて姫だけでも連れて逃げて貰もらえれば、我らは本望だ！」

　俺がいない間に、みんなすごくやる気になっている。

　嬉うれしいけど、とりあえず積極的には戦って貰わなくてもいい。彼らがどの程度強いのかもわからないし、今は逃げるほうに注力してもらいたい。戦えないお姫様も抱えている上に、人数も負けている。実力はまあそこまで大きな差はないだろうが、武器の差が大きすぎる。相手は鉄の剣を持っているのに、こっちは木の棒しかないのだから。

　それに時間の勝負なのだ。こんなところで時間を取られている暇はない。

　────戦うのは別の専門家がいる。

「オサ！」「オサ！」「オサ！」

「ん？　なんだ……？　どこからか声が……」

「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」

「足下になんかちっこいのがいるぞ！　なんだこいつらは!?」

「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」「オサ！」

　俺おれが開拓村から連れてきた戦士君たちが、各々武器を持って飛び出していく。

　戦士君は簡単な命令しか理解できないが、「俺の敵を倒せ」だけでちゃんと通じる。

「か、カイくん!?　なんなんだ、あれは！　味方……なのか？　モンスターではなく？」

「味方ですよ、さあ彼らが戦ってくれている間に逃げましょう！」

　戦士君は、一年余りでジワジワと増え続け、今では全部で三十八体もいる。そして、俺はこの旅に三十体を連れてきていた。いざとなれば、こうして呼び出すことができるのだ。

「さあ、戦士君たち、遠慮はいらない！　やってしまえ！」

　街中は一気に喧けん噪そうに包まれた。

　突然現れた武器を持つ頭ず巾きんのコビトに、傭よう兵へいたちは剣を振るい衛兵たちは槍やりを振り回す。

「な、なんだこいつらは！　どこから現れやがった！　クソッ！」

「オサオサ！」

「誰だれか神殿からルークスの祝福者を借りてこい！　暗くて攻撃が見えねぇ！　ぐえっ」

「オッサー！」

　ピョンピョンと軽やかに跳ね回って仕掛けてくる戦士君に攻撃を当てるのは難しい。

　まして今は黄昏たそがれ時どきだ。人間と違い、予備動作から攻撃を推察することも難しいだろう。

　戦士君たちが持っている武器は木ぼく槍そうに木刀と、たいして殺傷力がないものだ。

　それでも人間を戦闘不能にさせるくらいなら簡単。生身の脚を木刀で打ぶっ叩たたかれただけで、動けなくなるのが普通なのだから。
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「よし、そろそろいいんじゃないか？　逃げるぞ！」

　戦闘開始から、たった数分で決着は付いた。

　相手の八割が戦闘不能。残りの二割は戦意を失って逃げ出していた。

「戦士君、全員いる？」

「オサオサ！」「オッサオッサ」「オサ！」「オサ」

　戦士君たちの何割かが、それなりの傷を負っていた。傷ついた戦士君の頭を撫なでてやると、元々の『創造の種』の状態に戻った。種状態はいわば戦士君の休眠モードで、しばらく動くことができない。まあ、また植え直してやれば復活するのだが。

「ありがとう、よくやってくれた。動ける戦士君はいっしょに行こう。みなさんも、敵の増援が来る前に逃げますよ！」

　ほとんど暗くなった道を、また走り出す。

　戦士君たちが頑張ってくれたおかげで、近衛このえさんたちのケガ人はゼロ。

　あとはアビスがどうなっているかが心配だ。無事ならいいけど……。




　そして、俺おれたちはついに街の外に出た。アビスの居場所は、出てすぐに分かった。

　街の入り口から数百メートル向こうで、戦いが繰り広げられていた。炎が吹き上がり、光が明滅し、時折すごい爆音が聞こえてくる。

　とりあえず、戦闘が継続しているということは、アビスは無事……なのだろう。

　俺たちは慎重に距離を詰めた。気付かれて人質や標的にされてもかなわない。

（アビスが押してる……のか？）

　とにかくアビスがひっきりなしに魔法を撃ち続けていた。普通なら、軽く人生終了できるような高威力の攻撃をダース単位で撃ち込んでいる。

　しかし、相手の男──こいつが傭よう兵へい団長だろう──が腕を振るうだけで、アビスの魔法は煙のように消滅していった。その状態がひたすら続いている。

　俺の目から見ても、相手の男には余裕がなさそうだった。俺たちは気付かれないように、アビスの後ろに回り、声を掛けた。

「アビス、おつかれさま」

「あっ、マスタ！　よかった！　生きてた！」

「うん、アビスもね。無事みたいでホッとしたよ。ちょっと攻撃止めて」

　アビスが攻撃を止めると、相手の男は舌打ちをして話しかけてきた。

「てめぇがこいつの飼い主か!?　なんでこんな魔法師を持っていて先の戦で出さなかった？　こいつがいりゃあ、帝国にすら勝てたかもしれねぇくれぇのバケモンだぞ！」

　戦争？　なんで突然そんなこと聞いてくるの？

「あの男は、カイくんたちを我らモンディアル公国の者だと思っているのだろう」

　サラが横から補足してくれる。なるほど、状況を考えればそう思うのは当然なのか。

「あー、僕らモンディアルとは無関係なんで。行きずりで助けただけなんですよ」

「ハァ!?　んなアホなことあるか、魔法師の給料知ってんのか!?」

　給料って。んまあ、そりゃあ特大の戦力なのだし、高いってのはわかるけど。

「そんなことより、投降してくれませんか？　あなたの傭よう兵へい団も全部無力化しましたし、もう意味ないですよ」

「バッカ野郎！　戦士がこんな中途半端なところで投降できるかよ！　最後まで戦え！」

「すでに結構辛つらそうなのに」

　男は肩で息をして体力的にも相当消耗しているのが見て取れるが、それでも戦うしかないらしい。金で雇われた傭兵のはずだが、戦うことに意味を見いだすタイプらしい。

（戦士君は……やめとくか）

　魔法使い相手ではさすがに戦士君では危険だ。一撃食らったら死んでしまうだろう。

　……少し考えて、丁度いい考えが浮かんだ。

　相手も倒せて開拓村も成長できそうなアイデアが。

「アビス。しばらく魔法で牽けん制せいしてて。俺おれがスキル使うから、あいつを……俺がスキルを使って消えた位置まで誘導できる？　時間は……三分くらいで」

「うん、少しずつ射角変えてけばできると思う」

「俺に魔法当てないように頼むよ」

　アビスが魔法攻撃を開始したのを見て、走って男へと近づき途中で開拓村スキルを発動した。

　男はさすがに俺に注意を払うほどの余裕はないようだった。

　──開拓村でエネルに作戦の概要を伝えて、三分。俺はスキルを解除した。

　アビスの誘導が成功したらしく、ちょうどすぐ側そばに男がいる。

「おっ!?　おおお！　てめぇ、どこから湧わき出てきやがった！」

　男はすぐに俺の存在に気付いて、こちらに手を向けてきた。魔法を撃とうというのだろう。俺は男にすぐさま飛び掛かった。

「うわああああ！　てのひら開拓村ァ！」

　相手の腕を摑つかんだ瞬間、スキルを発動。男を開拓村へご招待。

　お客さんではなく、村を脅おびやかす『敵』として。




「なっ!?　なんだこりゃあ!?　どこだここは！」

　周りを見回す男。リアクション的にはサラの時と同じだ。

　まあ、魔法よりもずっと非現実的だから、こうなるのも仕方がない。

「エネル！　頼むぞ！」

「あいあいさー。さーて、村人さんたち、とうとうこの村にも収穫物を強奪しようとする悪い人間がやってきたよ！　自分たちで排除しなければ、作っても作っただけ奪われてしまうことになる！　可愛かわいい娘も連れて行かれてしまうかも！　どうすればいい!?　どうすればいいんだろうねぇ!?」

　すでに集めてあったらしい村人たちに、エネルが情感たっぷりに演説する。

「なんのこった!?　なんなんだよ、おめえらは!?」

　状況が摑つかめず未いまだに混乱している傭よう兵へい団長とのギャップがすごいが、しかしこれは必要なことだった。

　開拓村には、武器が存在しない。それは、敵となるものが「この世界」にいないからだ。特に「人間の脅威」が必要だった。しかし、それを生み出す為ためにはそれを俺おれが村に持ってこなければならない。この男にはその役目を負ってもらう。

　村人たちは、クワや斧おのなど、思い思いの武器を持って集まっている。

「なっ、なんだてめぇらは！　俺は魔法師だぞ！　無能力者が何人集まろうが──」

　男が一瞬で真顔になる。

「な、なんだこりゃ……？　うそだろ……、魔法が出ねぇ……。魔力切れか……？　違うな、てめぇの魔力量ぐらい把握できてる。ってこたぁ、ここに魔力がねぇってのか……？」

「さすが、ご明察」

　この世界は、アビスが息ができないと言うくらい、「魔力」が存在しない世界だ。当然、魔法使いは魔法を使うことができない。

　それでも男は、極々小さな火球をなんとか作って村人たちへと投げつけた。体内に残った魔力で辛うじて魔法を生成したのだろう。

　この状況で、それでも攻撃を仕掛ける闘争本能はたいしたものだが、これは悪手だ。

　村人たちは、なんとかその火球を避よけたが、それが引き金となった。

「うおおおおおお！　村を守れ！」「火を撃ちかけてきたぞ！」「やっちまえ！」

　こうなったら、もう多勢に無勢だ。男が滅めつ多た打ちにされている所を、途中でエネルに言って止めさせた。死んではいないと思うが、しばらくは意識を取り戻さないだろう。

　エネルの指示で、男はグルグル巻きにふん縛られて転がされ、村人たちは解散させた。

「さあ、ありがとうエネル。これで少しはバイオレンスな世界になるのかな」

「なるだろうね。モンスターなんかよりも、外からの人間のほうが敵として明確だから。いい方に転ぶかどうかはわからないけど」

「まあ、平和な世界も良かったんだけどね。あっちが平和な世界じゃないからさ……」

「うん。カイが信じるようにやってくれればいいんだよ。それより、レベルアップはどうする？」

「また、片付いたらにするよ。とりあえず、一度戻る」

　俺おれは簀す巻まきになった男を連れて、スキルを解除した。

　こうして、奴隷商館脱出作戦は成功に終わったのだった。

　ちなみに、傭よう兵へい団長はちょっと前にそのへんに放置してきた。

　朝になれば誰だれかが発見するだろう。




　まだ街からほとんど離れていないので、とりあえず小一時間ほどみんなを連れて街から遠ざかり、それから切り出した。

「さて、もう外も暗くなってるし、ここまで来れば大丈夫でしょう」

　危ない場面もあったが、なんとか目的を遂行することができた。

「アビスもお疲れさま。あれだけ魔法連発したら疲れただろう」

「……ううん。私……全然言われたこと守れなかった。役に立たなかったよね……？」

　道中、やけに喋しやべらず暗いなと思ってはいたが、そんな風に考えていたらしい。

「いや、アビスがいなかったら、そもそもみんなを助けること自体無理だったよ。最高に役に立ってくれました。相手が少し想定よりも強かっただけで、これは俺の作戦ミスだな」

「……私、役に立ってた？」

「アビスは最高だよ！」

「じゃあ、ギュッてして」

「え？」

「そうしてくれると、なんかホンワカして安心できるの。ね」

　まさかの抱きしめオーダーが出た。もちろん現在は大人モードだ。しかし、今回は本当にアビスがいたからなんとかなったのだ。彼女の要望はできるだけかなえてあげたい。

「ま、いいか」

　ちょっと、衆目が気になったけど、俺はアビスを抱きしめて、頭を撫なでた。

　近衛このえ兵へいさんたちが口笛を吹いて冷やかしてくるが、今回は仕方がない。




　しばらくアビスを甘やかしてから、俺は近衛兵さんたち、そしてユーリセシルと向き直った。これからどうするか話し合わなければならない。

「カイさん。助けて下さりありがとうございます。みなを代表してお礼を申し上げます」

　ユーリセシルが頭を下げてきた。

「まあ、半分くらいはこっちが勝手にやったことですから。それより、これからどうします？　行く当てとかあるんですか？」

　ないなら島に来て欲しい。だが、すぐにその提案をするのは躊ちゆう躇ちよした。

　彼女たちの事情は正直よく知らない。もしかしたら奴隷商館からさえ逃げられれば、行く場所があるのかもしれない。それならば無理に誘おうと思えなかった。サラを手放すのは残念だが、そこは仕方が無い。サラもユーリセシルと離れたくはないだろう。

「話しにくかったら、みんなで相談してくれていいですよ」

　なにせ十名の集団だ。誰だれかが秘密の隠れ家を持っていたりするのかもしれないし、近くの国にパイプを持っていたりする可能性だってある。

　俺おれは静かに会議が終わるのを待った。数分後、ユーリセシルが代表して言った。

「カイさん。結論から申し上げますと、私たちは行くところがありません。あなたも、そのことは承知で助けて下さったのでは？　……ですから、私たちをあなたの奴隷にして下さい。奴隷であるならば、私たちはあなたの財産となります。あの街の者もうかつに手出しはできなくなるでしょう」

「あ、そういう方向の結論が出ちゃったんですね」

　まあ、島のこと言ってなかったもんな。でも、彼らの覚悟のほどは知ることができた。

「では、行く場所がないということですので、みなさんには僕と一緒に来てもらおうかと思います。ただし、僕が暮らしているところは元無人島です。これから開拓して村を作っていく、ただ生きるだけで精一杯となるような、そんな場所です。避難場所としてはある意味最高な場所ではありますが、そんな所で生きる覚悟はみなさんにありますか？」

　実際、こればかりは勝手に連れて行くわけにはいかない。

　少しばかりの畑や小屋はあるが、「未開の島」なのだ。彼らにはまず最初に自分たちの寝床を作ってもらわなければならない、そんな所からのスタートなのだ。貴族として城で優雅な暮らしをしていた人たちには、正直難しいだろう。

　尊厳を無くして、生きるのが嫌になるだけかもしれない。俺だってせっかく助けた人たちに、「こんなんなら奴隷のほうがマシだった」なんて言われたら立ち直れない。

　さすがに、この提案には悩むだろうと思ったものだが、しかしユーリセシルも他のみんなも、ほとんど驚くそぶりを見せなかった。

　ユーリセシルが、薄く笑顔を見せながら言う。

「ふふふ、本当にあなたはモンディアル公国のことを知らなかったのですね。『魔法使いが五人しかいない、田舎国』『帝国が最後に攻め込んだ旨うまみのない国』『国民は全員農家』これみんな、モンディアルのことなんですよ。私たちは、土と共に生きてきました。無人島？　いいじゃないですか。開拓のしがいがありますわね。こちらからお願い致しますわ」

「え、えー！　そうだったんですか!?　てっきりそれなりに大きな国だったのかと」

　まさか、そんな田舎国だったとは。だが、まあこれもプラスに考えよう。俺には知識が足りていなかったのだ。彼らが農業の知識を持っているなら、村作りに大きく貢献してくれることだろう。

「あ、でも一つ約束してください」

「はい。一つと言わず、いくつでもいいんですよ？」

　ユーリセシルが笑いながら言う。サラにも同じように言われたような気がするが、モンディアル流の受け答え方なのだろうか。

「島に来るからには、復ふく讐しゆうは御法度です。もう帝国のこととか、そういうの全部忘れて新しい自分になると思って来て下さい。それが約束できないなら連れていけません」

　俺おれがそう告げると、ユーリセシルの顔から一瞬だけ笑みが消えたように見えた。

　次の瞬間には、もう優しそうな笑顔が浮かんでいたから、見間違いだろうか。

「もちろん。もう復讐なんて考えていませんわ。ふふ……そんなことをしても、もう喜ぶ人も残っておりませんから。……まさか、ですわよ」

　近衛このえ兵へいさんたちも、うんうんと頷うなずいている。実際この人数で復讐ってこともないだろう。

「じゃあ、そんなとこかな。じゃあ、アビス帰ろうか！　さすがに疲れたよ」

「……うん。今日は今まで生きてきて一番たくさん魔法使った」

　全員で手を繫つなぎ、開拓村へと移動。そのまま「北の出口」へと歩いた。

「では、ここから向こう側に出れば、さっき言っていた無人島です。島には女の子が二人いますけど、仲間ですから仲良くしてあげてくださいね」

　全員が頷き、俺たちはその一歩を踏み出した。








エピローグ






「ここが僕が住む島です。どうですか？　あまりになにも無くてガッカリしたでしょう」

　久しぶりに帰ってきた島は未開の無人島感まる出しで、街から帰ってきたばかりだからか、余計になにもないように見えた。

　時刻はすでに夕刻過ぎ。ワープの出口となる杭くいは巨大樹の根元に刺してあったので、月光さえも枝葉に遮られ余計に暗く、周辺の様子が薄ボンヤリとしか見えない。

「すみません、暗くてよく見えませんね。まあ、詳しいことは朝になってからで……」

「あ───！　マーイーロ───ド─────!!」

「グエッ！」

　暗がりの中、なにかが叫びながら飛び出してきて、鳩尾みぞおちにクリーンヒット。なにが起きたか理解するより早く、周囲に炎の球が浮かんだかと思うと、まくし立ててきた。

「や──っと帰ってきた！　遅い！　遅い！　遅すぎますよ！　わたくしちゃんも、カエデももうマイロードが帰ってこないんじゃないかって、二人っきりでメソメソ泣いて過ごしてたんですよ！」

　飛び出してきたのは狐きつね娘のレンだった。どうやら小屋の中で寝ていたらしい。というか、いきなり怒られてしまった。やはりまだ子どもな二人でのお留守番は寂しかったらしい。

「ただいま、レン。寂しくさせてゴメンな。でも、元気そうでよかった。カエデは？」

「カエデも戦士君たちも元気だよ！」

　レンの声で起きたのかカエデも小屋から出てきて、俺おれたちの姿を見て笑顔になった。

「お兄ちゃん！　アビスさんも！」

　ワッと抱きついてくるカエデ。思ったよりも元気そうで良かった。

　一方、サラとユーリセシルたちは、全員呆ぼう然ぜんとした様子だ。驚くのも当然だろうけど。

「カイくん、ここが君が住む島……なんだよな？　我々はどうしたらいいだろう。その子たちに挨あい拶さつもしたいのだが」

　夜に移動となってしまったのは失敗だった。事実上なにもできないに等しい。

　結局、その日はみんなで簡単に挨拶だけして休むことにした。寝る場所の用意などないから全員野宿だ。我ながら情けなくて涙が出てくるが、こればっかりは仕方が無い。




　次の日、日の出と共にほとんど全員が目を覚ました。

　抜けるような晴天で、小高い丘の上であるこの場所からは、水平線の彼方かなたまで見渡すことができる。見える範囲にはほとんど人工物はなく、俺の家である小屋とささやかな畑と果樹園のみである。それぞれに起き出して、口を開かず朝日を浴びている彼らの胸に何が去来するのか、俺には計り知ることはできない。

「見ての通り、なにもない島です。僕たちはここを開拓して国を作ります」

　サラとユーリセシル、そして近衛このえ兵へいさんたちに向け、俺はそう宣言した。

　俺も彼らも、どこにも帰るところはない。すでに運命共同体だ。

「新天地というやつだな。胸が躍るよ」

「ええ、国もなにもかも失った私たちが、また一から始めることができる。なんて素敵なことでしょう」

　サラとユーリセシルの表情は晴れやかだ。この状況で、さすがに振っ切れたのだろう。みんなで、ここから人生をまた始めるのだ。俺もそうだし、彼らもまたそうだ。

「でも、さしあたりはまず家を作るところからですね。戦士君たちと協力して、まずは寝る場所から作っていきましょう。もちろん僕も手伝いますよ」

　国なんて言ってみても、現状はまず生きる環境を整えることからだ。

「必要なものがあったら、なんでも言って下さい。家が出来たらそれぞれに向いた仕事をしてもらいたいです。なにか技能を持っている人は言って下さい。そちらに優先してまわします。まずここに村を作りましょう」

　村と簡単に言っても必要なものは多い。彼らがどんな技能や知識を持っているかはこれからだが、きっと新しい文化が島に持ち込まれることだろう。

　ユーリセシルたちの奴隷の脚輪は、カエデに頼み祝福の能力で命を与えた上で命令してもらい全すべて外した。サラの首輪だけは外すことができなかったが、特別製だからだろう。

　身軽になった近衛このえさんたちが思い思いに家を建てる場所を決めて、作業を始める。

　戦士君たちが「オサ！」「オサ！」とちょこちょこ歩き回って家づくりを手伝っている。俺おれは彼らの要望に応こたえて、石や木材を開拓村から取り出してアシストしていった。

「カイさん、少しよろしいですか？」

「ああ、ユーリセシルさん。どうしました？」

　作業を遠目に見ていたユーリセシルが、モジモジ顔のサラを連れてやってきた。

「今、総出で住居を建築しておりますが……私とサラの二名はカイさん、あなたと一緒に住まわせていただきます」

　突然の同居宣言。住むところは近衛兵さんたちが作っているのかと思っていたら……。

「えっと、さすがにそれはどうかと」

　お姫様であるユーリセシルがそれはマズいだろう。近衛さんたちが黙ってないぜ。

「いえ、ここに国を作るというのであれば、あなたは王。私はモンディアル公の血筋ですし、サラは魔法使い。それに、サラとはすでに同どう衾きんしたとか……」

　どういうこと……？　というか、サラとの同衾はほんとに一緒に寝ただけだけど。

「うちにはすでにアビスもレンも、カエデだっていますけど……」

「ですから、王の住まいは大きいものを作らなければなりませんね。これから、人もまた増えるのでしょうから」

　昨日の夜のうちに、ある程度の説明はしてある。これからまだカエデのような子どもが送られてくることも、島を出て外から物資を手に入れなければならないことも。

「国を……作りましょうね、カイさん。誰だれも不幸にならない国を。私、微力ながら力を尽くさせていただくつもりですわ」

「私も頑張るよ！　嫁として！　この首輪が取れないと、なんにもできないのだけれど」

「嫁!?」

　サラさん突然何言い出したの!?

「な、なにをそんなにおどろいているんだ？　ユーリがそう言っているじゃないか？」

「そうなの？　話、急すぎない!?」

「ふふ……私のことはユーちゃんって呼んでくださいね？　カ・イ・さ・ま♡」

　そんな事を言いながら小指を絡めてくるユーリセシル。俺にはその華きや奢しやな指先を振り払うことはできず、結局いっしょに暮らすことになってしまった。




　とにかくこれが、俺の国作りの最初の一歩目となった。

　ここからさらに国民も嫁も増えていくことになるとは、この時の俺には知るよしもない。
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　はじめまして。このたびは『てのひら開拓村で異世界建国記～増えてく嫁たちとのんびり無人島ライフ～』をお読み頂き、ありがとうございます。作者の星ほし崎ざき崑こんと申します。

　作家仲間のツテを頼りＭＦ文庫Ｊ様に企画を持ち込み、一年半の紆余曲折の末（最初に持ち込んだ企画はボツになりましたが）、ここまで辿たどり着つくことができました。

　さて、今作てのひら開拓村は、我ながらいろいろ詰め込ませてもらいました。自分が温めていたネタを三つも合体させているので、さもありなん──といったところですが、担当氏の的確なフォローなどもあり、愉快でスマートな形に落ち着いたのではないかと思っております。楽しんでいただけたなら、作者としてこれ以上ない喜びです。

　それでは、謝辞です。イラストを担当していただいたあるや先生、作品のカラーを的確に読んだホンワカ可愛かわいいイラストをありがとうございました。担当編集のＫ氏、ライトノベルの企画を一からスタートさせることに不慣れな私を辛抱強く導いて下さり、足を向けて寝られない思いです。本当にありがとうございました。そして、ＭＦ文庫Ｊ編集部関係者の方々、本書の制作に関かかわったすべての方、なによりもこれまで読んで下さった読者様に感謝を！　ありがとうございました！
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